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      ※ご使用前の注意！

　雑誌掲けい載さいの時期により本編と時系列の差が生じております。どうぞ、ご了りよう承しようください。
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　Life.1　特とく撮さつの悪あく魔ま






「悪魔に仇あだなす赤き龍りゆう帝てい！　この魔法少女レヴィアたんが滅ほろぼしてあげちゃうんだから！」

　ドオオオオオオオオオオンッ！

　俺の目の前で魔法少女がステッキをふるい、極大な魔力で周囲を大爆ばく発はつしてくれる！

「ギャァァァァアアアアッ！　死ぬぅぅぅぅぅッ！」

　赤い全身鎧プレート・アーマーに身を包んだ俺は演技なしの本気の悲鳴をあげて殺傷能力の高い魔力から逃にげ回っていた！　魔力の一発一発がバカげていて、直ちよく撃げきすれば山が吹ふっ飛び、森が消しよう滅めつする威い力りよくだったりする！

　そう、俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいはとある山で魔法少女と決戦をしているんだ。いや、一方的な蹂じゆう躙りんだ！

　だって、相手は魔法少女ではなく、魔王少女であり、本物の魔王さまなのだから！





　なぜこうなったのか、少し遡さかのぼる。

　夏休みを利用した冥めい界かいでの合宿を終えて、二学期が始まったのだが……。

「イッセー、大変よ」

　その日部室で部員たちとトレーディングカードゲームをしていた俺は部長に呼ばれたのだった。

「なんですか？」

　俺が怪け訝げんに思って問い返すと、部長は笑え顔がおで答えてくれた。

「魔王さまからの直接のご依い頼らいをいただいたわ。しかもセラフォルー・レヴィアタンさまからよ」

　魔王！　そう、悪魔の王たる四大魔王さまのお一人、レヴィアタンさまからお願いが届いたというんだ。

「マジっスか！　レヴィアタンさまからとは光栄です！」

　俺は歓かん喜きの声をあげる！　当たり前だって！　四大魔王さまのなかで唯ゆい一いつ女性の魔王がレヴィアタンさまだ！　魔王さまからのお願いとは光栄の至りだぜ！……まあ、ちょっと特とく殊しゆな部類に入る方だけど。

「イッセーを中心に、小こ猫ねこ、ギャスパー、ゼノヴィアを貸して欲しいとのことよ」

　と、部長が言うと──ギャスパーが「ヒィィィッ！」と悲鳴をあげていた。

「ぼ、僕もですか!?　め、目立つ行動は嫌いやですぅぅぅっ！」

　あーあ、そんなこと言いながら段ボール箱に逃げ込みやがった。こいつは対人恐きよう怖ふ症しようの上に引きこもりだから、目立つのが苦手なんだよな。

「しかし、なぜ、私たちが？」

　ゼノヴィアが自身を指さす。小猫ちゃんもうんうんとうなずいていた。

「あなたたちの特別な力が必要みたいね」

　そんな風に部長は答えてくれた。

　特別な力。俺には……強力なドラゴンの力が宿っている。ギャスパーはヴァンパイアの血を引いていて、小猫ちゃんは妖よう怪かいの猫ねこ又まただ。で、ゼノヴィアは聖せい剣けんを扱あつかえた。

　考えてみりゃ、なかなか特別な連中だ。

　部長は俺の頬ほおをなでながら言う。

「一いつ緒しよについていってあげたいのだけれど、私と朱あけ乃のは大事な用事で出なければいけないの。祐ゆう斗との護衛付きでね。その辺、レヴィアタンさまにも伝えてあるから、問題ないわ。アーシア、あなたもイッセーたちについていきなさい。いろいろと勉強になるでしょうから」

「はい。イッセーさんと一緒に勉強してきます」

　部長の言葉にアーシアがうなずいた。

「そんなわけで、僕は部長と朱乃さんの護衛につくからあとはよろしくね」

　などと木き場ばがぬかす！　うぬぬ！　部長の護衛とは！　おのれ、イケメンめ！　うらやましい奴やつだが、木場は部長の正しよう真しん正しよう銘めいの『騎士ナイト』なのだから仕方ない。

　むにゅん。

　やわらかい感かん触しよくが！　俺に抱だきついてくるのは朱乃さんだっ！　ああああっ、このおっぱいの感触がたまらん！　朱乃さんは俺の口元を指でなぞりながら艶つやっぽく言う。

「あなたと離はなれるのは悲しいけれど、魔王さまの期待に応こたえてこそ、私のイッセーくんですわ」

「は、はい！」

　ぞくぞくするような一声に俺も鼻血を垂らしながら元気よく返事をした。

　ぎゅぅぅぅぅ！

　次に俺を襲おそったのは頬をつねる部長の愛の手！　主あるじたる部長は俺が他ほかの女の人と仲良くしているとたちまち不ふ機き嫌げんになるんだ。俺をかわいがっているから取られるのが我が慢まんできないらしい。下げ僕ぼく冥みよう利りに尽つきます！

「ともかく、無礼のないようにしなさい」

「は、はひぃぃ」

　頬をつねられながら、俺は何度もうなずいた。

　こうして、俺、アーシア、小猫ちゃん、ゼノヴィア、ギャスパーの五人は魔王さまの命を受けたのだった。



　　　　─○●○─



　てなわけで明くる日、俺たちは転移用魔ま方ほう陣じんからジャンプして、とある無人島の海辺に到とう着ちやくしていた。

　船の停てい泊はくできる場所もなく、海はゴツゴツした岩がん礁しようだらけ。砂すな浜はまも見つからないほどだ。島の景色は険しそうな森と山でほとんど占しめられている。

　絶海の孤こ島とうって感じだ。

　なんだか、「ギーギー！」とかって、聞いたこともない生物の鳴き声が聞こえてくるんですけど……。いちおう、ここは日本らしいんだが……。

「つーか、魔王さまは？」

　俺たちがキョロキョロと辺りを見み渡わたすと──。

　ドンドンドンドン！

　地鳴りとも思える地面の揺ゆれが俺たちを襲う！　な、何事!?

　森の木々をなぎ倒たおしながら、巨きよ大だいな生物が姿を現した！　なんか、ティラノザウルスみたいな恐きよう竜りゆうっぽいフォルムなんですけど!?　てか、ティラノ!?

「やっほー☆　リアスちゃんの眷けん属ぞく悪魔さんたちー☆　レヴィアたんでーす☆」

　ティラノの背中に乗っている人物がかわいらしい声であいさつをしてきた！　魔法少女のコスプレ姿！　そう、その人こそ魔王セラフォルー・レヴィアタンさまだった！

「どーどー」

　レヴィアタンさまはティラノを馬のように扱い、俺たちの眼前で制止させる。

「とお！」

　などと、ティラノの背中からジャンプして空中でくるくる回りながら着地──ズデン！

　顔から地面に落下するレヴィアたん！　着地に失敗したせいか、パンツが丸見えだった！　魔王さまのパンツ！　縞しまパンだった！

　すぐに立ち直り、ピースサインで俺たちに微笑ほほえむ。そのお顔は土まみれだ！

「じゃっじゃーん☆　セラフォルー・レヴィアタン！　ここに参上でーす☆」

　……あ、相変わらず、凄すさまじいまでにテンション高めでノリが軽い……。

　以前、学校でお会いしたときもコスプレ撮さつ影えい会になっていたもんな。このセラフォルー・レヴィアタンさまは日本の魔女っ子アニメが大好きで魔法少女に憧あこがれていらっしゃるんだ。ほらほら、手にきらめくステッキを持ってくるくると回しているし。

「お、おひさしぶりです、レヴィアタンさま。そ、それで、俺たちをここに呼びだしたのは何をするためですか？」

　俺はあいさつも手短に本題を切りだした。無人島に呼んだのは何な故ぜ？

「映画の撮影に協力してもらおうと思ってあなたたちを呼んだのよ☆」

　ポージングしながらそう説明してくれた。って、映画!?

　驚おどろく俺たちだが、ティラノのあとを追うように撮影機材を持った人たちが走り寄ってくる。マジで映画の撮影していたのか！　この恐竜も撮影のために用意したの？

「セラフォルーさま！　シーン二十一、『古代の恐竜と戯たわむれる魔女っ子』！　良い画えが撮とれましたよ！」

　スタッフのなかから、帽ぼう子しとサングラス姿というひげの中年男性がメガホン片手に現れた。典型的な監かん督とくスタイルだが、やっぱり監督さんなのか……？

　つーか、古代の恐竜と戯れる魔女っ子なんて聞いたことねぇよ！

　魔王さまは監督に言う。

「監督さん、この子たちが例の人たちよ☆」

「おおっ！　なるほど、例のゲームで活かつ躍やくしたグレモリー眷属の皆みなさんですか！」

　俺たちを知ってる？　って、ゲームか。そういや、先日おこなったグレモリーＶＳシトリー戦は悪魔の世界──冥界全域に放送されたって話だからな。

「あのね、この映画監督さんが、リアスちゃんとこの皆みんなの戦いを見ていて、『これだ！』って思ったらしいのよ。それでオファーということになったの☆」

　と、魔王さまが説明をしてくれるが……。オファー!?　俺らが映画デビューっスか!?

　うんうんとうなずきながら、監督も口を開く。

「実は、現在セラフォルーさま主演の子供向け特撮番組『マジカル☆レヴィアたん』の映画版を撮影しているんだよ。そのライバル役としてキミたちに出てもらおうと思ったんだ」

「マ、マジカル……レヴィアたんですか？」

　初めて耳にする番組名に俺は困こん惑わくするが、

「……冥界で絶賛放送中のヒーロー番組みたいなものです。悪魔の子供たちにけっこう人気があります」

　小猫ちゃんが説明してくれた。なるほど、冥界の特撮番組。日本でも放送中の特撮仮面ヒーローみたいなものか。内容は魔女っ子だろうけど。

「内容は、私こと悪魔の味方レヴィアたんが天使や堕だ天てん使し、ドラゴン、教会関係者を相手に大暴れするの☆　悪魔の敵はまとめて滅めつ殺さつなんだから☆」

　かわいくポージングする魔王さまだが、その言葉は不ふ吉きつ極きわまりないよ！

「……天使と堕天使は悪魔の永年の天敵だったけど、先日ようやっと和平を結んだのに。いいんですか、そんな反政府的な内容で？」

　俺が質問すると、監督は口の端はしを吊つり上げて不敵に笑う。

「作品に反政府的なメッセージを織り交ぜるのが私のモットーなのだよ」

　子供向け番組なのに！　プロパガンダに使われているよ！　大人って怖こわい！　それでいいのか、レヴィアたん!?

「しかし、なぜ俺たち？」

　当然の疑問を口にしてみる。部長は名門出で家いえ柄がら的にも冥界で名が知られているが、かといって眷属の俺たちは俳優でもないし、いち悪魔に過ぎない。しかも下級悪魔だし。

　そういや、部長が俺たちの『特別な力』がどうこうって言ってたな。その辺が原因？

　監督が親指をぐっと立てて言う。

「なんてったって、伝説のドラゴン！　聖剣使い！　ヴァンパイア！　妖怪猫又！　うん！　悪魔のライバルが盛りだくさんだ！　しかもキミたちは先日のゲームで冥めい界かい全土に顔を知られている！　話題性も高い！　ぜひともレヴィアたんの敵かたき役としてお願いしたい！」

　俺たち眷属の面々と話題性を考こう慮りよして、オファーってことね。そりゃ、バラエティに富んだ眷属だしな。じゃあ、俺たちは魔王さまの敵役なのか？

「おもしろそうだね」

　おっ、ゼノヴィアが乗り気だ。

「ぼ、僕は怖いですけど……魔王さまのお願いなので……」

　恐こわがりのギャスパーも俺の背に隠かくれながらも話に乗ってくれていた。

「アーシアと小猫ちゃんもＯＫ？　俺はやるしかないと思うけど……」

　俺が二人に訊きくと、

「はい。がんばります」

「はい、私でよろしければ……」

　ＯＫをもらった。

　俺もＯＫだ。てか、よーく考えてみたら、これを機に俺の俳優への道が開かれるんじゃないか!?　この映画に参加することで、ブレイク！　たちまち冥界の女の子たちにモテモテなんてこともありうる！

　脳内で、ガードマンに守られながら押し寄せてきた女の子の黄色い歓かん声せいを受ける俺の姿が妄もう想そうされていた。

『キャーッ！　イッセーさまー！』

『こっち向いてー！』

『あぁん！　もうチョーカッコイイ！』

　飛び交かう歓声！

『し、幸せ……』

『おい！　また一人感動のあまり倒れたぞ！』

　卒そつ倒とうする女の子と、それを運ぶ警備員！

　俺はそれを見て、ニヒルに笑む。

『ふふふ、罪だな、俺は！』

　カッコ良くポージングする俺に再び女の子たちの凄まじい歓声が沸わく！

　…………。

　ぐふふ！　いいなぁ。いいよなぁ、そういうのも！　最高だぜっ！

　きっと、ファンの子をとっかえひっかえ……。いやいや、悪魔芸能界の女優さんと仲良くなって密会デートで週刊誌に激写されるのも良い！

　あー、妄想が止まらん！　上級悪魔になってハーレム王になるのが夢だったけど、俳優になってモテモテになるのも悪くない！

「冥界のグラビアモデルのおっぱいをこう……」

　指でおっぱいをつっつく仕草をしてしまった！　よだれがつい垂れてしまう！

　ぎゅぅぅぅっ！

　俺の足を思いっきり踏ふむ小猫ちゃん！　痛い痛い痛い！

「……卑ひわいな妄想禁止です」

　さすが小猫さまは手厳しい！　俺はよだれを拭ふき、監督に応じる！

「了りよう解かいしました！　俺たちリアス・グレモリー眷属は映画のライバル役を喜んで受けさせてもらいます！」

　かくして、俺たちの映画出演が決まった。



　　　　─○●○─



「……お、重い」

　ガシャンガシャン。

　鉄のすれる音。出演にＯＫしたあとすぐに撮影は開始され、俺たちは島の森に入り込んでいた。

　で、俺は専用の衣い装しようを着込んだわけだが……。

　赤い全身鎧プレート・アーマーだ。これは赤龍帝ブーステツドの・ギア・鎧スケイルメイルの模造品らしい。

　変身はいろいろと条件（主な原因は禁手化バランス・ブレイクの制限時間）が重なるため、撮影は模造品の鎧よろいということになった。

　……これがまた重いんだ。マジ鉄の塊かたまり。悪魔技術のたまものでとても頑がん丈じようで、できるだけ重さも控ひかえており、それでいて衝しよう撃げきにも強い安心の設計らしいけど、それでも重い！

　再現度はかなり高いけどね。宝玉の音声機能や兜かぶとのマスク収納もできるし。

　変身後の鎧は重いという感覚は無いんだけどさ。実際、全身に鎧なんてものを着込めば凄まじい重さってことだよね……。

「ギーギー！」

　また奇き妙みような生物の鳴き声。怖ぇぇぇぇぇっ！　恐竜といい、何がいるかわかったもんじゃないよ。絶対ここ日本じゃない！

「イッセーさん」

　アーシアの声だ。振ふり向くと──。



    

  
    
      「に、似合いますか？」

　そこには禍まが々まがしい装そう飾しよくが施ほどこされた服装のアーシアが！

「アーシア、その格好は何？」

「はい、赤い龍りゆう帝ていを崇あがめる巫み女こ役だそうです」

　あー、巫女なんだ。確かにそう言われると、それっぽいのかな……？　清純なアーシアが禍々しい格好をしていると、なんだか複雑だが……。

「私は悪あしき聖せい剣けん使いらしい」

　と、ゼノヴィア登場。おおっ、活動しやすそうなアマゾネス風の衣装だな。肌の露ろ出しゆつが多くて眼福です！

「しかし、悪しき聖剣使いとは……。ふふふ、破れかぶれで悪魔になった元クリスチャンとしてはお似合いの配役なのかな」

　あー、またわけわからんことで思い悩なやみだしたよ、この娘こ……。

「……私はメイドでした」

　今度は小猫ちゃん。──って、これは！　自前の猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを生やし、メイド服！

　ちっこい小猫ちゃんが猫耳メイド服を着ると破は壊かい力が凄まじいね！　きゃわいい！

　全身鎧プレート・アーマーの俺。邪じや悪あくな衣装の巫女アーシア。アマゾネスな聖剣使いゼノヴィア。猫又メイドの小猫ちゃん。

　うーん、本当にバラエティだねぇ。レヴィアたんの敵としてぶっ飛んだ布ふ陣じんだ。

　配役設定としては、俺がこの島に封ふう印いんされし、凶きよう悪あくなドラゴンってことらしい。で、小猫ちゃんたちは凶悪なドラゴンを復活させるために行動を起こした敵対組織。

　レヴィアたんはそれを阻そ止しするため、この島に乗り込んでくるっていうストーリーなんだそうだ。ま、子供向け番組としては王道だよね。

「……ギャーくんは？」

　キョロキョロと小猫ちゃんが周囲を見み渡わたす。あっ、そういえばギャスパーの野や郎ろうがいない。奴やつはヴァンパイア役として配置されているはずだ。どんな衣装着たんだ？

「……こ、ここでーす」

　ギャスパーの声。声だけは聞こえる。しかし、再び見渡してみても発見できず。

「……こ、ここですよぉぉ」

　声の出所を探さぐると──ひとつの大きな段ボール箱に行き着いた。

　……段ボール箱に二つの小さな穴が開いており、そこから赤い眼光がギラリと放たれている。

　ま、まさか、これか……？

「お、おい、ギャー助すけ。まさか、おまえ、その段ボール箱で出演とかそういうのか？」

　俺が訊くと、楽しげな声が中から聞こえてくる。

「は、はい！　衣装合わせのとき、ぼ、僕が段ボール箱に逃にげ込んだら、それを監かん督とくさんが見ていて──」

『これは斬ざん新しんだ！　よーし、段ボールヴァンパイアとして配置しましょう！』

「ということになりました」

　ということになりました。じゃないだろぉぉぉぉっ！　ギャスパーは段ボール箱に逃げ込むクセがあるけど、それをそのまま役にしていいのかよ！

「おまえ、それでいいのか!?」

　顔映らないよ!?　違う意味で目立ちそうだけど、おまえは本当にそれでいいのか!?

「はい！」

　元気な声で返事されちゃいました！　うん、もうわけわからねぇぇぇっ！

　とんでもねぇ布陣だよ！　さっき言ったメンツに段ボール箱のヴァンパイアが追加だよ！

　姿かたちも見せないで段ボール箱でヴァンパイアとか、吸きゆう血けつ鬼き業界からクレームきそうで怖いよ！　どこから見たって段ボール箱じゃん！　普ふ通つうの段ボール箱を置いてあとでＣＧ加工したほうが早いんじゃね!?

「皆みなさん、台本チェック後、撮さつ影えいに入りまーす」

　撮影スタッフさんからの声。

　と、まあ、こんな感じで映画撮影が始まった。不安しかない。





シーンＡ『レヴィアたんＶＳ猫又＆段ボールヴァンパイア！』

　そんなわけで始まった撮影。まずは邪悪な獣けものがひしめく森の中をレヴィアたんが悪あく魔まの翼つばさを生やして滑かつ空くうしていく。

「……レヴィアたん、ここから先は通しません」

　そこへ小猫ちゃん扮ふんする敵の猫又メイドが登場！　自然体で演じて欲しいという監督の意向通り、小猫ちゃんは特に演じた様子もなく、普通にこなしていた。

「伝説の赤い龍帝を復活させようとする者たちの一人ね！　この森の奥で眠ねむる龍帝を復活させて何をするつもりなの!?」

　おおっ、レヴィアタンさま、ノリノリだ。

「……あなたには関係ありません。邪じや魔まをするというのなら、始末するまで」

　小猫ちゃんもかまえた。てか、小猫ちゃん、演技なかなかだなぁ。

「とお！　レヴィアビーム！」

　レヴィアタンさまがステッキから魔力のビームを放った！　うおっ！　その部分はＣＧなしなのか！

「マジカル☆レヴィアたんは基本ＣＧなし、できるだけ本物の魔力演出で魅みせているんですよ」

　俺が驚おどろいていると、スタッフが説明してくれた。

　便利だな、悪魔の力──魔力！　なんでもあのビームはただの演出用にレヴィアタンさまが放っているだけで、当たっても威い力りよくは──。

　ドオオオオオオオオオンッ！

　ビームが飛んでいった森で豪ごう快かいな爆ばく音おんが巻き起こり、うしろの木々が吹ふっ飛んだ。

　…………。

　とんでもない威力じゃん！　演出用!?　あれで!?

　まったく本気ではないだろうけど、それでも魔王のビームだもん！　そりゃすっごい威力だろうよっ！　てか、小猫ちゃんが危険だっ！　などと思ったが──。

「……その程度で」

　小猫ちゃんは軽かろやかに避よけていた！　さっすが猫又！

「すごい！　さすがグレモリーさんのところの眷けん属ぞくさんだ！」

　監督も絶賛していた。つーかさ、避けられなかったらどうしたんだろうか……。

　うん、その辺、深いこと考えるのをよそう。

　でも、俺、あれに当たってもだいじょうぶかな？　特注で作られたというこの全身鎧プレート・アーマーの防ぼう御ぎよ力を信じるしかない！

　シナリオ的にアーシアがアクションシーンをやることがなくてよかった。運動神経がそこそこしかないアーシアじゃ、立ち回れずにビーム直撃で死んじゃうもん！

　そのビームの一筋が小猫ちゃんに当たった！　これは大変だ！

　ビビッた俺だが……小猫ちゃんはこれといったダメージを受けたように思えなかった。服も消し飛ばなかったし。

「だいじょうぶですよ。セラフォルーさまは相手に当てるときは手加減しますので」

　と、再度スタッフさんが説明してくれる。

　そ、そうなのか。よかった。つまり、演出で役者に避けられるものは威力があり、当てるときは威力を消すのね。

　小猫ちゃんが消し飛んだら俺泣いちゃうぜ。

「……うっ」

　小猫ちゃんが演技で地にひざをついた。

「猫の妖よう怪かいさん！　さあ、まだ戦うの!?」

　レヴィアたんがステッキを小猫ちゃんに向ける。そのとき──。

「……そ、そ、そこまでですぅぅぅぅぅっ！」

　ギャスパーの声が響ひびき渡り──レヴィアたんの目の前に段ボール箱が現れた！

　段ボール箱だ！　マジで段ボール箱だけだよ！

「ぼ、ぼ、ぼぼぼぼぼ、ぼきゅはヴァンパイアなんですぅぅぅっ！」

　うわっ、緊きん張ちようしまくりで台詞せりふも噛かんでるじゃないか！　仕方ないよね。引きこもりのギャスパーにとって、映画撮影は酷こくなんてものじゃない。段ボール箱に隠かくれ、姿を隠すことでなんとか演じられている感じだ。

「ね、ね、ね、猫又と違って、ぼ、ぼ、僕は──」

　そこまでギャスパーが言いかけたときだった。

　バッ！

　大きく黒い物体が撮影現場に乱入してくる！　おわっ！　でっかい鳥の化け物だ！

　これも演出!?

「ギーギー！」

　あ。この島で聞こえていたあの奇きっ怪かいな鳴き声はこの怪かい鳥ちようのものだったのか！

　その巨きよ大だいな鳥はガシッとギャスパーイン段ボール箱を爪つめでつかむと──。

「ギーギー！」

　空高く飛んでいってしまった！

　こ、これも演出なのか……。おいおい、ギャスパーの野郎、空の向こうまで連れてかれちまった。あの鳥はレヴィアたんの使い魔なのかな。

「あの鳥、何？」

「さあ」

　などと、監督とスタッフが話し合っているぅぅぅっ！　ええええええっ!?　アクシデントですか!?

「ギャスパァァァァァァァァァァアアッ！」

　俺の叫さけびが空に響き渡った！

　ギャスパーは巨鳥と共に空の向こうに消えていった──。

　空にギャスパーの笑え顔がおが浮うかぶ演出を俺は脳のう裏りで浮かべていた。後日、耳にしたが、あの怪鳥は伝説の魔物──『天空の魔鳥』ジズとかいうものだったようだ。

　なんでこんな島にそんなすごい魔物がいて、どうしてあいつだけが攫さらわれたのか。謎なぞは尽つきないが、とりあえず俺は連れてかれたギャスパーのことを絶対に忘れない──。





シーンＢ『レヴィアたんＶＳ聖せい剣けん使い＆段ボールヴァンパイア将軍』

「ひぃぃぃぃんっ！　ふわっとしたんですぅぅぅっ！　突とつ然ぜんの浮ふ遊ゆう感かんに体がふわっとしたんですぅぅぅっ！」

　その後、ギャスパーは無事救護されて、段ボール箱のなかですすり泣いていた。

　ちなみにあのシーンは突然の怪鳥乱入だったけど、おもしろい画えだったため、結果的にアリとなった。

　しかも監督が怪鳥につかまれて空を飛んでいく段ボールヴァンパイアの姿にえらく感動したらしくてさ、急きゆう遽きよ次のシーンでもギャスパーを起用することになったんだ。

　……まあ、でっかい鳥の化け物につかまれて空を飛ぶ段ボール箱のヴァンパイアなんてこいつぐらいなもんだよ……。つーか、カンペを見るとギャスパーの配役がいつの間にか『段ボールヴァンパイア将軍』になってる……。

　どこでクラスチェンジしたんだよ！　鳥に運ばれると膨ぼう大だいな経験値でも手に入るのか!?

　で、場所も変わって、山にある謎の遺い跡せきらしきところ。なんでもこの日のために石造りの遺跡を丸ごとセッティングしたようだ。

　そこでレヴィアたんと聖剣使いことゼノヴィアが対たい峙じする。ゼノヴィアには俺の所有する聖剣アスカロンを貸した。あいつはまだ聖剣デュランダルの威力を制せい御ぎよできないし、破は壊かい力がぶっ飛んでいるから、撮影どころじゃなくなるからね。

「聖剣使いさん！　そこをどいてちょうだい！　龍りゆう帝ていを目覚めさせるわけにはいかないの！」

「ふふふ、そうはさせるかー」

　ゼノヴィアの奴、棒読みじゃないか！

　ま、まあ、基本素人しろうとの俺たちじゃ仕方ないよね。

「いくわよ！」

「来い！」

　両者、素す早ばやく動き、ステッキと聖剣がつばぜり合って火花を散らしていた。

　おおっ、すごい殺た陣てだ！　二人ともアクションがうまい！　魔王さまと剣士だもんな。当然っちゃ当然か。これなら安心して見られる。アスカロンとつばぜり合える魔法のステッキも驚きだ！　さすがは魔王少女のステッキなのか！

　レヴィアたんが演出用の魔力の弾たまを無数に放ち、ゼノヴィアがそれを避けて聖剣で斬きったりしていく。軽やかなアクションの連続にスタッフも真剣に見入っていた。

　ここは下手な台詞よりもアクションで魅せるシーンだし、これは良い画が撮とれてそうだよ。

　戦いは佳か境きようを迎むかえ、レヴィアたんの魔力がついにゼノヴィアの聖剣を弾はじき飛ばした。

　弾かれた聖剣が地に突つき刺ささる！

「くっ、やるな、レヴィアたん」

　相変わらずなゼノヴィアの棒読み。迫はく力りよくに欠けるが、ここから急遽追加されたシーンが入り込む！

「ヴァンパイア、私を助けてくれ～」

　助けを呼ぶゼノヴィア。

　追加のシーンはピンチのゼノヴィアをギャスパーイン段ボール箱が助けるというもの。

　カメラがギャスパーのいる位置に回る。するとそこには──。

「ハグハグッ」

　段ボール箱を口に入れてハグハグ食べ始めているティラノの姿が!?

　ギャスパーが食われてるぅぅぅぅぅっ！

「ギャスパァァァァァァァアアアアッ！」

　俺の叫びが再び撮影現場にこだました！

　ギャスパー、俺はおまえの勇気を受け継つぎたい。





シーンＣ『レヴィアたんの最終決戦。復活、伝説の龍帝！＆段ボールヴァンパイア神！』

「ふぇえええええぇぇっ！　臭くさかったですぅ！　恐きよう竜りゆうのお口のなかはぬるっとしていてハグハグって、怖こわかったですぅぅぅっ！」

　あのあと、無事恐竜の口から解放されたギャスパーは新しく支給された段ボール箱のなかで号ごう泣きゆうしていた。

　恐竜に食われた段ボール箱のシーンだが、それもまた起用という形になった。さらに最後のシーンでもギャスパーを追加で出演させるらしい。

　意味がわからん！　あの監かん督とくは段ボール箱が主役の映画でも作るつもりなのか？　鳥に運ばれたり、恐竜に食われたり、確かにいままでにない斬ざん新しんな段ボール箱の演出だとは思うけど……。俺だったら絶対に見ないぞ。

　絶対、吸きゆう血けつ鬼き業界に訴うつたえられるって！　カンペには『段ボールヴァンパイア神』の文字！　将軍から神に昇しよう格かくしてる！　恐竜に食われると神格化するの!?

　ラスボス予定の俺よりもランクが上な気がする……。主役のレヴィアたんを段ボール箱が食う勢いだけど、とうのレヴィアタンさまは──。

「最高の映画になりそうよね☆　展開の読めないところがミソになりそうなのよ！」

　うん、俺も展開が読めません。誰だれだってレヴィアたんを観みに行って段ボール映画を見せられることになるとは露つゆにも思わないって。子供たちは鳥や恐竜と戯たわむれる段ボール箱を観て満足するのだろうか……？

「段ボールくん！　メッセージをキミに込こめるからね！」

　と、監督さんがマジックペンでギャスパーイン段ボール箱に何か書いていく。

　そこには──。

『堕おちろ天てん使し』『消えろ堕だ天使』という反政府的なメッセージがぁぁぁぁっ！

「そんなもん子供向け番組に映さないでくださいよ！　しかもよりによってヴァンパイアが入っている段ボール箱に！　いろんな業界を敵に回すじゃないですか！」

　俺は監督に訴える！　俺ら、とんだ反政府映画の役者じゃないですか！

「ただの子供映画に留とどめておきたくないんだ。この映画は世界を変える！」

「変えんなよッ！」

　監督につい突っ込んでしまったぜ……。どういう映画になるんだ、これ……。

　ま、まあいい。これから俺の出番だ。台本のチェックもちゃんとしたし、アーシアが遺跡の祭さい壇だんで俺に祈いのりを捧ささげたあと、光り輝かがやく演出、爆ばく発はつシーンと共に登場ってわけだ。

　ふふふ、ここで一気に目立って冥めい界かい一の俳優になってやるぜ！　もう反政府的な映画でもいいさ。俺が目立てばいい！　そして、将来的には美女な女優さんたちとエッチなことをしまくるんだい！

　最終決戦のセットで目を引くのは大きなドラゴンの像だ。その前で龍帝の封ふう印いんを解くための儀ぎ式しきが執とり行われており、邪じや悪あくな巫み女こ役のアーシアが一生懸けん命めい祈っていた。

「龍帝さま、龍帝さま。ど、どうか、我が闇やみの願いを叶かなえたまえ～。その悪あしき力で憎にくきレヴィアたんを倒したまえ～」

　棒読みだけど、一生懸命演じて祈ってるアーシアちゃんがかわいい！　あとで良い子良い子してあげたい！

　この祈りのあと、レヴィアたんが登場し、

「ここが龍帝を封じた場所ね！　はっ！　すでに祈りが始まっているわ！　大変！」

　と、アーシアと対峙することになる。

「お祈りを止やめなさい！」

　ステッキをかまえるレヴィアたん。

　アーシアが立ち上がり、両りよう腕うでを高く上げて、天を仰あおぐ。さて、次のアーシアの台詞せりふ後、ドラゴンの像が真っ二つに割れて、像のうしろに待機している龍帝こと俺が登場するって流れだ。緊きん張ちようするけど、俺もめいっぱいやらせてもらおう。台詞はなんとか覚えたし！

　つーか、早く終わらせてこの鉄の鎧よろいを脱ぬぎたい！　重いし暑いし最悪だ！

「ああ、龍帝さま。いまこそ復活のときでございます～」

　このアーシアのあと、像が割れる！

　カッ！

　この一帯に閃せん光こうが走り、グゴゴゴゴゴ……と音を立てて像がゆっくりと縦に割れていく。

　よし！　いまだ！

　俺は立ちこめるスモーク演出のなか、像のうしろから勢いよく飛びだした。

「フハハハハハッ！　我こそは赤き龍帝なり！　悪しき者たちの祈りを受け取り、再びこの地に復活したのだ！　フハハハハッ！　まずは我を封じた憎につくき悪あく魔まどもが住む冥界を破壊してくれるわ～！」

　高笑いする俺！　うん！　登場はバッチリだと思う。監督からもカットされないし。

　レヴィアたんが俺の前に現れ、ステッキをこちらに向けた。

「ついに復活してしまったのね、龍帝！　冥界には行かせない！　ここで私が滅めつ殺さつしてあげるんだから！」

「フハハハハハッ！　悪魔の小こ娘むすめ一人がこの龍帝に歯向かうとは愚おろかな。よかろう、まずは貴様から血祭りにあげてくれるわ～！」

　我ながらノリノリだぜ！　案外、敵かたき役も楽しいかも！

　このあと、俺とレヴィアたんが大激げき闘とうを繰くり広げる。

　えーと、確か、この鎧には演出用の魔力発生器や火か炎えん放射器が付属していて──。

　殺陣をしようとした俺の眼前でレヴィアタンさまが特大の魔力をステッキに集めていた。その魔力の波動たるや空気が震ふるえ、ピリピリと危険なものを感じるほどでして。

　…………。あ、あれ？　な、なんだか、凶きよう悪あくすぎませんか、その魔力……。危険極きわまりないオーラの質量ですし……。

　いくらなんでも攻こう撃げき力がありすぎるように見えて──。

「龍帝！　あなたを倒すわ！」

　次の瞬しゆん間かん、ステッキから放たれた殺傷能力の高い魔力が俺の周囲で爆はぜた。

　俺は爆発に巻き込まれ、宙を飛んでいたんだ！



　　　　─○●○─



　そして、話は冒ぼう頭とうに戻もどる！

　俺は鉄の鎧をガションガション鳴らしながら逃にげ回っていた！

　死ぬ！　レヴィアタンさまはけっこうな威い力りよくの魔力を放ってきている！

　スタッフのカンペが視界に映るが……。

『ここは最終決戦の大事なシーンですので多少本気で撃うち合います』

　多少本気って！　相手は魔王だぞ!?　多少本気の魔力でも山の景色が一変するほどの威力じゃないか！　俺が魔力の攻撃を避よけるたび、島の山が削けずられていくよ！

「待ちなさい！　正々堂々と戦いなさい！」

　追いかけてくるレヴィアたん！　殺される！　ほらほらほら！　ステッキに危険な密度の魔力が集まっているじゃないか！

　ドオォォォォォォンッ！

　再び放たれた一撃で地面が吹ふっ飛ぶ！　うわっ！　直撃した地面にでっかいクレーターができてるぅぅぅぅっ！　あっ！　いつの間にか、衝しよう撃げきに強いとかいうこの鎧にヒビが入っているじゃないか！　やっぱ魔王の攻撃を凌しのげるだけの防ぼう御ぎよ力はないってことね！

　余波でこれだ！　まともに受けたら本当に俺自身が吹き飛ぶ！

　しかも中止のカットが来ない！　どういうことだ！　どう見ても一方的な虐ぎやく殺さつじゃないか！　監督のほうに視線を向けると──大きくうなずき、親指をグッと立てていた！

　えええええええええええっ！　これでＯＫなの!?

　目が飛び出るほど驚おどろく俺だが、レヴィアたんの猛もう撃げきが止まるはずもなく、逃げ回るしかなかった！　けど、俺が逃げるだけじゃ映画としては成り立たないだろう！

　俺は意を決して、振ふり向き、火炎放射器や魔力発生装置を発動させてみた！

　ボォォォォォッ。ピュンピュン。

　頭部の仕し掛かけから、バーナー程度の火力の火炎放射器、右腕からはソフトボールほどの大きさの魔力が何発か飛び出ただけで仕掛けは終しゆう了りようしてしまった。

「これで終わりぃぃぃぃぃっ!?　ウソ！　こんなので勝てるわけないじゃん！」

　驚きよう愕がくする俺にカンペが出される。

『そこはあとでそれとなくＣＧ加工しておきます』

「『それとなく』ってなんだよ!?」

　もうダメだ！　どうしようもないじゃないか、この特とく撮さつ！

「さすがね、龍帝！　すごい攻撃だわ！　でも負けない！」

　あああああ、レヴィアタンさまもすでに俺からの凄すさまじい攻撃が繰り広げられた前提で台詞をしゃべっていらっしゃる！　さっきの俺の攻撃はＣＧ加工が確定なんですね！

「これをくらいなさい！」

　極大な一撃が俺のもとに降り注──。

　ドッゴォォォオオオオオンッッ！

　ステッキから放たれた魔力の一発は見事俺を吹き飛ばした……。

　ぐふっ。爆発に巻き込まれ、空中で何度もくるくる回っちまった……。地面に落下して突つっ伏ぷす俺は、這はいずってなんとかその場から逃げようとした。

　全身が痛い……。鎧も原型留めてないし……。このままじゃ、こ、殺される……。いまだカットが出ないということは撮さつ影えい継けい続ぞくってことだ……。

「せ、先せん輩ぱい！」

　ギャスパーの声。声のしたほうへ顔を向けると、そこには段ボール箱が。

「ギャ、ギャー助すけ……」

　俺はボロボロの体を動かして、ギャスパーに近づいていく。

　くっ……。傷が痛むぜ……。

「……ふふふ、俺じゃ、レヴィアタンさまを倒せなかった……」

　俺は段ボール箱の前に這いながらたどり着くと、箱に開けられた覗のぞき穴に震える指を突っ込んだ。ちょっとしたケガをして、指に俺の血がついている。

「……お、俺の血を吸え……。そうすればおまえはパワーアップできる……」

　俺は震える声を絞しぼり出した。ダメだ……。意識が薄うすれる……。

「せ、先輩！　ぼ、僕は……僕はっ！」

「ギャスパー……。時代はおまえのような段ボール箱を求めているのかもしれない……。グレモリー眷けん属ぞくの仇かたきを取ってくれぇぇぇっ……」

　箱に指を突っ込んだまま、俺はガックリと地に伏した。ダメだ……。もう動けない。

「せんぱぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁいっ！　うわぁぁぁっぁぁぁぁぁっ！」

　ギャスパーの絶ぜつ叫きよう。そのあと、ギャスパーが俺の指についた血をちゅぱちゅぱ吸っていた。あっ、ギャスパーの口のなか、あったかくて気持ちいいかも……。などというＢＬなことを薄れる意識のなかで思ってしまっていた。

　ドンッ！

　ぼやける視界で、段ボール箱が異様なオーラに包まれるのがわかった。ギャスパーが俺の血を吸い、力を解放したようだ。

「レヴィアたん！　僕が相手です！」

　ギャスパーがそう言うと──段ボール箱が勢いよく宙を飛んだ！　段ボール箱が空中で何度も軌き道どうを変えるという凄まじい動きをしながらレヴィアたんに高速で向かっていく。

「なんて動き！　これが段ボールヴァンパイア神の力なの!?」

　レヴィアたんもギャスパーの動きに戦せん慄りつしていた。両者は宙を飛び回り、激げき突とつを繰り広げだしていた。

　ああ、段ボール箱が宙を飛んでレヴィアたんの魔力の弾たまを軽かろやかにかわしていく。そして超ちようスピードで魔王少女に体当たりをする段ボール箱。

　この島の空で、レヴィアたんと段ボール箱が激しいバトルを展開する──。

　す、すげぇぇぇぇっ、段ボール箱って魔王と戦えるんだな……。

「あの段ボール箱を撮とれ！　こんな映画、二度と撮れないぞ！　すごいぞ、あの段ボール箱！　飛んでる！　魔王と戦ってる！」

　監督も大喜びだった。

　ふふふ、ギャスパー。やればできるじゃないか……。

　後こう輩はい男子の勇姿を見ながら、俺は意識を失っていった。

　段ボール箱以下の龍帝、ここに堕おちる。
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『こうして、マジカル☆レヴィアたんは強敵段ボールヴァンパイア神を倒たおし、冥めい界かいの平和を守ったのでした』

　プレミアム上映会。俺たちグレモリー眷属は撮影に参加できなかった部長たちと共に冥界の大きな映画館で、出来上がったばかりの劇場版『マジカル☆レヴィアたん　段ボールヴァンパイア神襲しゆう来らい！』を観賞した。ちょうど最後のナレーションが流れ、映画が終わったところだ。スタンディングオベーションの嵐あらしだった。

「ありがとう！　ありがとう！」

　ステージ上のレヴィアタンさまも拍はく手しゆを受けて観客に応こたえていた。

　俺もアーシアも小猫ちゃんもゼノヴィアもちゃんと映画に映っていたが、何よりも段ボール箱が大だい活かつ躍やくしていた。映画のタイトルも『赤き龍帝の襲来！』から変わっちまったもんな……。

　映画を見た業界関係者も段ボール箱の斬ざん新しんな使い方、動きを大絶賛し、「今年度最高の段ボール箱アクション映画！」などと評していた。段ボール箱アクションって……。

　すでにギャスパーにいろんな監督からオファーが届いているらしい。もちろん、段ボール箱役としてだ。悪あく魔ま業界はわからん……。

「なかなか、よくできているじゃないの。イッセーも皆みんなもよく演じていたわ。特にギャスパーはすごかったわね」

　主あるじの部長も眷属の奮ふん闘とうぶりに喜んでいた。俺も複雑だけど、部長も喜んでいる様子だし、結果オーライとした。

「あ、あの、イッセーさん」

　アーシアが俺を呼ぶ。

「どうしたアーシア？」

「映画を観て、イッセーさんのファンになった女の子たちが握あく手しゆして欲しいって」

　なんだと!?　そうか、ふふふ。あの映画で俺の魅み力りよくが女の子たちに伝わってしまったんだな。俳優デビューとしてはまずまずじゃないか！

　いいでしょう。ファンの娘むすめたち！　さあ、俺の胸に飛びこんで──。

『ガシャンガシャン』

『ガッチャガッチャ』

　俺の眼前に現れたのは全身鎧プレート・アーマーと武む者しや甲かつ冑ちゆうだった。……えっ、これは何……？

「……どうやら、鎧よろいや甲冑の魔物さんたちみたいです」

　と、小猫ちゃんが説明してくれる。う、うん。そ、その鎧や甲冑の魔物さんが俺になんの用……？

「……この人たちは女の子で、イッセー先輩の鎧姿を見て、ファンになってしまったそうです」

　小猫ちゃんの言葉を受けて、鎧どもがうんうんうなずく！

　ええええええええええええええええっ！　女の子!?　これが!?　バカな！

　ガッシャン！

　俺に抱だきついてくる鎧の魔物ども！　ぐはっ！　痛い痛い痛い！　鉄の硬かたく冷たい感かん触しよくが俺の心身を破は壊かいしてくれる！

「二度と映画なんかに出るかぁぁぁぁっ！」

　俺の叫さけびが映画館に響ひびき渡わたった！

　こうして俺の夏の撮影体験は鎧の魔物にモテモテになったという結果で幕を閉じたのだった。



　後日、この映画はおっぱいドラゴンがメジャーになる前に俺が出演した映画としても、軽く話題となったようだ。
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　レヴィアタンさまの映画撮影に協力してから、すぐのことだ。

　その日、部長は部室を訪おとずれた眼前のお客に眉まゆをひそめていた。

「リアスさん、お願いがあるの。──兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんを貸してくださらない？」

　高圧的な物言いで頼たのんでくる女性はテニス部の部長──安あ倍べ清きよ芽め先せん輩ぱいだ。一学期の頃ころ、部活対たい抗こう試合でひと悶もん着ちやくを起こしたことがあった。

　部長は目を細めながら答える。

「あなたにそんなことをお願いされるとお断りしたくなるのだけれど、いちおうお話だけは聞くわ」

　そう、安倍先輩は以前に俺を求めて勝負を挑いどんできた。結果は俺たちオカルト研究部の勝利だったけど……勝負の経過も含ふくめて俺にとって忘れがたい最悪の対決だった！

　どうにも安倍先輩的に俺に宿る赤せき龍りゆう帝ていの力が魅力的らしい。今回もそれか？

　そんな俺の心中なぞ露つゆとも知らずに安倍先輩は続ける。

「実は今度父が出張から戻られますわ。兵藤くんに私のお助けをして欲しいの」

　お助け？　俺が？

「あらあら、うちのイッセーくんをいじめるのはダメですわよ？」

　ああ、朱あけ乃のさんはやさしいなぁ。俺、感動しちゃう！

「……お助けという名の死亡フラグかも」

　などと不ふ吉きつなことを言ってくるのは小こ猫ねこちゃん！　カンベンしてよ、小猫ちゃん……。

「けれど、困っている人を助けなくちゃいけないかなって思いますよね」

　やさしい口調で言うのはアーシア！

「それでイッセーにお助けというのはどういう内容なのかしら？」

　部長が安倍先輩に再度訊きく。

「父が私に見合いをしろと言いますの。私、まだ高校生ですわ。早急すぎると伝えたのですが、それでも聞く耳を持ってくださらなくて……。父は一度決めたら即そく断だん即そつ決けつの強ごう情じような方ですので」

　へぇー、見合いか。

　話を聞き、部員のイケメン男子──木き場ばがうなずいた。

「なるほど、安倍先輩は由ゆい緒しよ正しい魔物使いの家いえ柄がら。親おや御ごさんが早く婿むこを決めようとしてきたのですね？」

「その通りですわ。さすが木場くん」

　そう、この人、魔物使いなんだよな……。嫌いやな記き憶おくが掘ほり起こされて身み震ぶるいする。

　その話を聞き、ゼノヴィアが近くの段ボール箱に話しかける。

「ギャスパー。魔物使いだそうだ。彼女の相談相手としてはヴァンパイアのおまえが適任じゃないのか？」

　ゼノヴィアの言葉を聞き、段ボール箱から「ヒィィィィッ」という悲鳴が聞こえてきた。

「い、イヤですぅぅぅぅ！　僕じゃきっとお役に立てませんよぉぉぉっ」

　引きこもりのギャスパーは今日も初対面の安倍先輩が怖こわくて段ボール箱に入り込んでしまった。

　オカルト研究部のメンバーが悪魔なのは、基本的に学園の生徒には内ない緒しよ。安倍先輩は裏で部長と密約を交かわしているため、特別に俺たちの事情を知っているんだ。

　安倍先輩の他ほかにも駒く王おう学がく園えんには小中高、幼よう稚ち園えん、大学部含めて悪魔の存在を知っている者は在校しているそうだ。俺はあまり会ったことないが、部長やソーナ会長はそれらの生徒を把は握あくしているとのこと。大たい概がいは異能持ちの人間や特とく殊しゆな家柄の者などらしいが……。

　部長はため息を吐つきながら訊く。

「つまり、イッセーにお見合いを邪じや魔まして欲しいとかそういうのかしら？」

　安部先輩もうんうんとうなずいた。

「ええ、兵藤くんには私の彼氏役をやってもらいたいのです。すでに父には私に彼氏がいて、お見合いは嫌だと伝えてありますわ。そうしたら、条件付きであれば、そのお見合いを破談にしてもいいと言ってきました。その日限りでかまいませんわ……って、あらら、急に敵意を向けられている気がしますわ」

　悪お寒かんを感じている先輩。部室を見渡せば、女子部員全員が危険な眼光を安倍先輩に向けていた。ど、どうしたの、皆……？

「イッセーさんが彼氏……？」

「そんな、私ですらまだイッセーくんと……」

「許せません」

「ああ、そうだな」

　アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、ゼノヴィアの声こわ音ねが低くて怖いよ！

　部長も怒おこるのかな！　部長は俺のことを猫かわいがりしているから、俺が危険そうなことに首を突つっ込むのは嫌がるかも！　きっと安倍先輩の言う条件ってのも俺ががんばらないといけないものだろうし！

　などと思っていたのだが、部長は意外にも口元に手をやって、考え込んでいるご様子だった。うーん、怒っているようには思えないな。

　ちらりとこちらを一度だけ見ると、すぐに安倍先輩に言う。

「わかったわ。それ相応の代価をいただくとして、話を受けましょう」

　予想外の部長の答えに部員全員が驚おどろいた！

　こうして、俺は安倍先輩のお見合いを破談にするための彼氏役を演じることに……。

　つーか、破談の条件ってなんだろう？　嫌な予感しかしない……。
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　次の土曜日、俺たちグレモリー眷けん属ぞくが呼びだされたのは安倍先輩の自宅だ。

　用事があるのは俺だけなんだけど、部長はじめ、皆が俺のことを心配して付いてきてくれた！

　うぅ、仲間っていいなぁ！　感動しちゃうよ俺。

　先輩の自宅にたどり着くと、とんでもない大きさの洋館が俺たちを迎むかえ入れてくれた。庭も広いし、館やかたのなかも見事なもんだ。普ふ段だんは先輩一人で住んでいるようだ。ご両親は共働きで世界を飛び回る名うての魔物使い。今回、久しぶりにお父さんが帰ってきたと思ったら、婚こん約やくの話が出てきたらしい。

　まあ、俺の家もこの夏、部長のわがままで地上六階、地下三階の豪ごう邸ていと化してしまいましたけどね。

　俺たちが案内されたのは洋館から渡り廊ろう下かを通ってたどり着く屋内プールだった。

　なぜか、水着を用意された俺たちはそれに着き替がえ、プールサイドに出て行く。

　うおおおおおっ！　部長と朱乃さんが布面積の少ない水着を着ておられるぅぅぅ！　動くたびにおっぱいがばいんばいん揺ゆれてるよ！　アーシアと小猫ちゃんはフリルのついたかわいらしい水着。ゼノヴィアは競泳水着だった。女子部員全員の水着は眼福ですなぁ。

　後輩男子のギャスパーまでかわいらしい女性用水着を着ていたりするが……。

「おまえは着るな」

　と、いちおう突っ込んでおく。まあ、見た目女の子だから似合うっちゃ似合うけどさ。

「いやん！　だ、だって、僕が男性用水着を着たら、む、む、胸が全開で大変なことになっちゃいますぅぅぅ！」

「誰だれが喜ぶか、男の乳ちちなんぞで！」

　と、まあ、後輩と戯たわむれるのはここまでにしておこう。

「さ、こちらへどうぞ」

　安倍先輩がプールサイドに置かれたテーブルへ着くよう促うながしてくれる。

　テーブル席に皆みんなが集まり、先輩が改めて、お見合い破談の条件とやらを切りだした。

「父がおっしゃった条件とは──魔物使い同士で競きそい合う対戦競技ですわ」

「と、言いますと？」

　俺が安倍先輩に訊くと指を折りながら答えてくれる。

「陸海空の魔物を使っての三番勝負ですわ！　兵藤くんがふたつ以上父に勝てば婚約の件は破談となります」

「陸海空ですか……。って言っても俺、魔物使いじゃないからなぁ。自信がないというか……」

　いまだ使い魔をゲットしていない俺ですよ？　それがいきなり魔物を使し役えきする競技で戦い、なおかつ勝てとな……。うーん、けっこう厳しいんじゃないの？

　俺が首をひねって考え込むと安倍先輩がどこぞを指さす。

「問題ありませんわ。こちらが使役する魔物はすでに決まっていますの。まずは陸の魔物！　出ていらっしゃい！」

「ホキョォォォオオオオオオッ！」

　聞き覚えのある咆ほう哮こうとドラミングに俺は体を強こわ張ばらせた！……ま、まさか！

　俺たちの眼前に現れたのは巨きよ大だいな白いゴリラァァァァッ！　やっぱり、こいつか！

　俺を情熱的な瞳ひとみで見てきやがる！

「ウホッ♪」

「陸はこの娘こ、雪女のクリスティですわ」

「だから、その雪ゴリラを雪女って言わないでください！　俺の幻げん想そうが打ち砕くだかれる！」

　皆みなさん！　ご存じですか？　この世界の雪女は着物を着た妖よう艶えんな美女妖よう怪かいではなく、眼前にいるたくましい体つきの白いゴリラなんだぜ……？

　こいつはクリスティ。イエティ（メス）だ。俺は雪女だと呼びたくない！

　安倍先輩と以前テニス対決したとき、俺と部長はペアを組んでこの雪ゴリラと戦ったんだ。冷れい凍とうブレスというふざけた怪かい獣じゆ技うわざに苦戦したもんだぜ……。思いだしたくもねぇ。

「毛並みが心なしか以前会ったときよりも艶つややかだわ」

　部長が感心するように言う！　毛並みなんてどうでもよくないですか!?　相手はゴリラですよゴリラ！

「陸の魔物対決で、兵藤くんにこのクリスティを使役してもらい、父の使役する魔物と競ってもらいます」

　俺にこのゴリスティを使えってのか！

「ウホ……」

　潤うるんだ瞳で俺を見るな！　ちくしょう！　前回のテニス対決で俺はこいつに惚ほれられちまったようなんだ！　なぜ彼女もいない俺がゴリラにモテないといけないんだよ！　俺は世界が憎にくい！

「次に海の魔物を呼びます。人魚ですわ」

　安倍先せん輩ぱいが指を鳴らすと、プール──水中で何かが動き始める！　物もの凄すごいスピードで泳ぎ回っているよ！

「人魚！　マジっスか！」

　俺は安倍先輩の人魚という報告に顔を輝かがやかせた！

　人魚って上半身が美人のお姉さんで下半身が魚のラブリーなあれですよね！

「人魚といえば美しい歌声ですわね」

　と、朱乃さんも追加情報をくれる！　うわー、それは楽しみだよ！

　ザバッ！

　安倍家のプールから人魚さまが跳とび上がってくる！

「こちらは人魚のエステリーナですわ」

　安倍先輩が紹しよう介かいしてくれたのは──足のついた大型魚類だった。まるでマグロに足が生えたかのようなフォルム！

「ギョギョギョ」

　ギョギョギョって！　そんな見た目通りの鳴き声なのかよ！

　つーか、魚じゃん！　完全に魚だよ、これぇぇぇえぇっ！

「なんですか、この珍ちん妙みような生き物は!?」

　目玉が飛びだすほど驚く俺へ安倍先輩は堂々と言う。

「人魚ですわ」

　ええええええええええええええっ!?

「やめて！　俺の夢をこれ以上破は壊かいしないで！　涙なみだがさっきから止まらないんです！」

　これが人魚!?　マジで!?　嘘うそだろ!?　ひでぇ！　残ざん酷こくだよ！　ドリームブレイカーもいいところじゃないか！　魚類に足がついた化け物なんて誰が得するんだよ！

「こんなのが美しい歌声を披ひ露ろうできるはずがないって！　魚類じゃん！」

「失敬な。エステリーナ、唄うたって差し上げなさい」

　安倍先輩が大型魚類にそう命じる。

「ギョギョギョ～♪　ギョソ☆」

　ハスキーな声で何か歌ってる！　呪のろいの歌にしか聞こえない！　ギョソって何だ!?

「止めてください！　モリで突きたくなりますからっ！」

　どうしてだ！　どうして雪女といい、人魚といい、世界はその悪意を俺に向ける!?

　ていうか、なんとなく予感はあったよ！　流れがそんな感じだったもん！　でもさ！　ちょっとぐらいお情けがあると俺は思ったんだよ！　残酷な仕打ちに俺は涙が止まらん！

「かわいい歌です」

　目が爛らん々らんと輝いているアーシアちゃん！　何かアーシアを捉とらえるものがあったらしい。

「……ひ、酷ひどすぎる」

　俺はその場でくずおれていた。どう見ても足の生えたマグロじゃねぇか……。俺、こんんなの釣つり上げたら見なかったことにして即そくリリースするぜ。早く海に帰さないと呪われそうで怖こわいもん！

「……よしよし」

　小猫ちゃんが俺の頭をなでて慰なぐさめてくれる。うぅ、小猫ちゃん！

　猫ねこ又またの小猫ちゃんはこんなにもかわいいのに雪女と人魚はクリーチャーなんですよ……。俺、こんな現実嫌いやだぁぁぁ。

　深く落ち込む俺。安倍先輩は悠ゆう然ぜんと紅茶を飲みながら言う。

「まあ、物語に出てくるような人魚も中には存在するそうですけれど、一いつ般ぱん的にはこれですわ」

「どこが一般的!?　どう考えても想像を超こえたクリーチャーじゃないですか！　うおおおおっ！　俺のなかの辞書にこんな魚が人魚だなんて記き載さいしたくないですよ！」

　って、そのエステリーナさんがプールサイドに横たわって苦しそうに口をパクパクしてますけど!?

「ギョギョ……」

「あらら大変。酸欠になってますわね。エラ呼吸だから陸に上がると死にますの」

　エラ呼吸!?　ですよね！　魚だもん！

「それなら、海に帰してあげて！　深海の底で暮らしたほうがこの娘こにとっても俺にとっても平和ですから！」

　エステリーナという名の魚類をプールに戻した俺たちのもとへ人ひと影かげが近づいてくる。

「お嬢じようさま。もうすぐお父上がお戻りになられますぞ」

　そこへ現れたのは頭にトサカ、口にくちばし、手に羽とまるで鳥のようで人のような姿をした男性の魔ま物ものが！

　鳥人間の言葉に安倍先輩はうなずく。



    

  
    
      「ええ、わかりました。と、紹介が遅おくれましたわね。彼が私専属のボディガードで、空の魔物担当でもある鳥ちよう人じんの高たか橋はしですわ。兵藤くんに使役していただく魔物でもあります」

「高橋!?　そんな和名なんですか!?　日本のどこにこんな鳥の人が！」

「高橋の出身は神こう戸べです」

「神戸!?　神戸に鳥人が!?」

「おかしい。鳥人はイースター島に住む伝説の魔物のはずなんだが……」

　魔物にそこそこ詳くわしいゼノヴィアが首を捻ひねって困こん惑わくしている。

　本来、モアイのある島に鳥人はいるのか！

　鳥人さんがゼノヴィアの疑問に答える。

「ああ、それは渡わた辺なべ家のほうだね。私の先祖は日本に帰化して高橋になった」

「日本とイースター島、どっちが正確かわかんねぇぇっ！　いや、もうどうでもいいや！」

　深いことを考えるとダメだ！　うん！　神戸に鳥人がいます！　神戸に住んでいる人は鳥人見かけたら俺に連れん絡らくください！

「キミが、お嬢さまが依い頼らいしたという伝説ドラゴン──赤せき龍りゆう帝ていを身に宿す少年かね？　ふふふ、なるほど、良い顔つきだ。私は高橋。下の名前は輝く空と書いてスカイと読む。よろしく頼たのむ」

　紳しん士し的な振ふる舞まいで握あく手しゆを求めてくる鳥人の高橋輝空スカイさん。キラキラネームの鳥野や郎ろうで目眩めまいがします。

「はい、よろしくお願いします。って、無む駄だに今風に凝こった名前で腹が立つのは俺が若いからでしょうか？　ルビ振るほうも大変だと思いますよ」

「ふふふ、若さはいいぞ。私も若い頃ころは三歩で物事を忘れるという特技があった」

「それ、鳥頭じゃないですか！　見た目も鳥頭だけどさ！　つーか、特技じゃねぇよ！　短所だよ短所！　セールスポイントになってねぇし！」

　最悪だ。雪ゴリラ、足のついたマグロ、鳥頭の人間だぜ？　特とく撮さつヒーローの敵かたき役怪かい人じんにしか思えないよ……。名前だってクリスティ、エステリーナ、高橋って……。やべ、俺、涙止まんね。

「イッセー、がんばりなさい。私たちもバックアップするから」

　部長が俺に激げき励れいをくれる！　部長ぉぉぉぉ！　なんておやさしい！　さすが俺のお姉さま！

　しかし、疑問も残る。なぜ今回この話をすんなり受け入れたのだろうか？　下げ僕ぼく思いの部長が無茶な注文を再びしてきた安倍先輩の依頼を受じゆ諾だくするのには理由でもあるのかな？

「なんで、今回安倍先輩の依頼を受けたんですか？」

　俺の疑問に部長は苦く笑しようする。

「私も婚こん約やくの件でひと騒そう動どうあったでしょ？　だから、ちょっとだけ、ね」

　……そっか。部長も一学期の頃、親の決めつけで許嫁いいなずけとの婚約を言いつけられていた。

　部長は自由な恋れん愛あいを望んでいて、婚約は嫌いやがっていたんだ。それを俺たち眷けん属ぞくは破談にまで持っていった。部長は先輩の婚約を自分に重ねたのかもしれない。

「わかりました！　俺、がんばります！」

「ええ、それでこそ私の愛いとしいイッセーだわ」

　部長が俺のほっぺをなでてくれる。ああ、最高だなぁ。

　しかし、同時にニッコリ笑え顔がおでこう言った。

「安倍清芽さん相手に下心見せたら、ダメよ」

　その笑顔は迫はく力りよく満点だった！　怖い！　朱乃さんが耳打ちしてくる。

「部長は身内の女性にはある程度寛かん容ようですけれど、それ以外ですと、とっても厳しいのですよ？　浮うわ気きしたら、ダメですわ」

「朱乃、聞こえているわよ」

「あらあら、怖いですわ」

　むにゅん！　水着姿の朱乃さんが俺に抱だきついてくるぅぅぅぅっ！　俺も海パン一丁のためか、朱乃さんの大きな生なま乳ちちが肌にダイレクトに伝わってくるよ！　あああああ、すべすべかつ弾だん力りよくのあるおっぱいの感かん触しよくで鼻血が噴ふん出しゆつしてくる！　この肌に吸い付きそうな朱乃さんの女体のやわらかさがたまらんのです！

「まったく」

　嘆たん息そくしながら俺の頬ほおをつねる部長。痛い痛い！　部長は心配性しようだ。俺は部長以外に主あるじなんて持つつもりはないんだぜ？

　プールのほうではアーシア、ゼノヴィア、木場がボール遊びをしていた。小猫ちゃんとギャスパーは浮き輪でまったり浮いている。

　あー、俺以外はリラックスしてるぜ。俺はこれから大変な戦いに巻き込まれるかもしれないのに……。本当、ピンチになったら、皆みんな助けてね。

　と、そんなお戯たわむれタイムも長く続くわけがなく、

「さて、私は父を迎むかえ入れる準備をしてまいりますわ」

　安倍先せん輩ぱいがお父さんを迎えに行ってしまった！　婚約破談作戦がスタートする！
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　暗雲漂ただよう曇くもり空のなか、俺たちは水着から元の服装に戻って館やかたの庭に出ていた。安倍先輩のお父さんを待つ。

　すると、門からパカラパカラと蹄ひづめの音を立てながら、何か異様なものが近づいてくる！

　あちらから危険な雰ふん囲い気きを振りまきながら現れたのは──巨きよ躯くのいかつい男性！

　デカい黒馬に乗っていて、角のついた兜かぶとを被かぶり、マントを羽織っている！　ギラリと眼光が鋭するどい！　どこの平行世界から転移してきたんだ!?　暴力が支配する国の猛も者さにしか見えない！　こ、この世紀末拳けん王おう的なお方が安倍先輩のお父さん……？

「うぬが我が娘むすめと付き合っているという不届き者か？」

　野太い声で俺を睨にらむ！　怖ぇぇぇぇぇぇっ！　しかもすでに不届き者として前提条件がついてる！

　俺の腕うでに絡からみついてくる安倍先輩。

「そうですわ、お父さま。彼が私の彼氏、兵藤一誠くんですわ」

　う、うむ、腕に安倍先輩のおっぱいが当たってる。や、やわらかいなぁ……。

　ピリッ。何か得体の知れないプレッシャーを感じ、そちらへ視線を送れば部長がニコニコ笑顔のまま、紅あかいオーラをまとっていた！　お、怒おこってるぅぅぅ！　俺をフォローしてくれるんじゃなかったっけ!?

　安倍先輩のお父さんは巨馬から下りもせずに言い放つ。

「よかろう。うぬが安倍家に相応ふさわしい婿むこか否いなか、このわしが直じき々じきに計ってくれようぞ」

　カッ！　先輩のお父さんのバックで雷らい光こうが怪あやしく光る！

　そして、ついに対決が始まった！

　第一戦めは陸の魔ま物もの対決！　庭にライン引きされた長方形のバトルフィールド！　そのなかで戦いが開始される！

「わしがまず出すのはこれだ。出てこいッ！」

　先輩のお父さんの叫さけびによって現れたのは──クリスティよりも一回り大きな体つきの雪ゴリラだった！

　うおおおっ、体中、傷だらけだ！

　歴戦の強者って感じ！　体から漂うオーラも尋じん常じようじゃない！

「安倍先輩、あのイエティのオス、すごい迫力ですね……。クリスティ勝てるんでしょうか？」

　俺が安倍先輩に尋たずねるが、首を横に振られた。え？　どういうこと？　怪け訝げんに思う俺へ安倍先輩は真まっ直すぐに言う。

「あれはクリスティの姉、ステファニーですわ」

　…………うん？　俺は聞き間ま違ちがいだと思って、再度訊たずねてしまう。

「……姉？……ステファニー？　あ、あれ、メスですか？」

「ええ、乙女おとめですわ」

「メスしかいないのか、雪ゴリラは！」

　つーか、姉妹しまい対決!?　どうなるんだ、これ！

「審しん判ぱんは僕、木場祐ゆう斗とがおこないます」

　フィールドの中央に立つ木場。二匹ひきの雪ゴリラをフィールドに招き入れる。

　俺と先輩のお父さんはフィールドの端はしに立ち、そこから指示を送ってバトルを動かす！

「はじめ！」

　木場の掛かけ声と共に陸の魔物対決スタート！

「ステファニー！　まずはドラミングだ！」

「ホッキョォォオオオオオッ！」

　ドンドンドン！　相手のゴリラが先輩のお父さんの命令通りに胸を叩たたき始めた！

「雪女のドラミングは自身の攻こう撃げき力を高める効果があるのだッ！」

　なんと！　そんな効果が！　解説ありがとうございます、お父さん！

「じゃあ、こっちもドラミングだ、クリスティ！」

「ウホホホホホホ！」

　ドドドドドド！　俺の指示を無視して、突とつ然ぜんフィールドを駆かけ回りだしたクリスティ！

　何をしてんの、この娘こは!?　それを見て小猫ちゃんがつぶやく。

「あれは……雪女の特とく殊しゆ技わざ、雪分身です」

　雪分身!?　俺が怪訝に思っていたら、クリスティが二匹になり、三匹になり、四匹になり、ついには無数のゴリラがフィールドを支配した！

　分身の術か！　雪分身って！　つーか、ゴリラだらけじゃねぇか！　最悪の風景だよ！

「知っているの、小猫ちゃん？」

　問う朱乃さんに小猫ちゃんが解説してくれる！

「……日本アルプスに住むという雪女のみが習得できる高度な秘技です。極きわめれば本体と違う動きも再現できると言われています」

　そんなことが！　わけのわからない世界だぜ！

「ぬぅ！　やるではないか！　ドラミングと指示しておきながら、雪分身とは！」

　唸うなるお父さん！　違います！　完全に俺の理解の範はん疇ちゆうを超えた行動をあのゴリラが巻き起こしているだけです！

「ステファニー、こちらも負けておられん！　冷れい凍とう撲ぼく殺さつ棒ぼうで反撃に出ろ！」

　何その不ふ吉きつ極まりない攻撃技は!?　ステファニーは身につけていたバッグからゴソゴソと何かを取り出す！──バナナだった！

　ブフゥゥゥゥ！　バナナを冷凍ブレスで瞬しゆん時じに凍こおらせると空中高く放ほうり投げる！　見てください、皆みなさん！　このゴリラども、冷凍ブレス吐はくんですよ！

「ウホッ！」

　バナナに視線を釘くぎ付づけにされたクリスティは分身ごと空中高く飛び上がっていく！

　バナナに反応したのか！　ゴリラだから仕方ないよね！

　ていうか、あれが冷凍撲殺棒!?　ただの冷凍バナナじゃねぇか！

　バナナに飛びかかろうとするクリスティ！　まずい！　分身も消えた！　隙すきだらけだ！　間かん髪はつを容いれずステファニーが本体のクリスティへタックルをかます！

　ドゴンッ！

「ウボァ！」

　タックルをもろに食らったクリスティはフィールドの外に放り出され、地面に勢いよく落下した！

「……雪女の大好物である冷凍バナナで視線を釘付けにして、攻撃を加える……。普ふ通つうの雪女なら、バナナの魅み力りよくに勝てず、その場で食べてしまうでしょう。しかし、それをアイテムとして活用できるなんて……。バナナへの欲よくに打ち勝っている相手の雪女はかなり鍛きたえられています……」

　小猫ちゃんが解説者ばりのトークをしてくれる。あれ？　この娘、こういうキャラだったっけ？　まさか、魔物バトルの隠かくれマニアだったりする？

　地面に突つっ伏ぷしたクリスティはバタンキューしていた。あー、これはダメだ。

「勝者、ステファニー！　よって、第一戦は安倍先輩のお父さんの勝利です」

　審判の木場がそう告げる！

　クソッ！　一勝取られちまった！　ゴリラ対決がこんなにも深いものだったなんて！　バナナも戦術に入れなきゃいけないのかよ！

　ゴリスティ、おまえの死は無む駄だじゃないぞ、たぶん！　死んでないけどさ！

「ふふふ。他愛もない。これでは娘との逢あい引びきも許可できんな」

　お父さんは不敵な笑みを見せていた！　俺、この人に勝てんのか？　不安がいっぱいだぜ！　しかし、闘とう志しも燃え上がってきた！　ここまで来たら絶対に勝つ！

「次は海の魔物で対決だな。あのプールが対決の場となるか。さて、その前にうぬらにわしの魔物を見せてしんぜよう」

　雷らい鳴めい轟とどろくなか、稲いな光びかりに照らされて巨きよ大だいな魚型モンスターが姿を現す！

　巨大な鮫さめのフォルム──に足のついたクリーチャーだ！　うおおおっ！　エステリーナの鮫版じゃねぇか！

　だが、危険な香かおりが漂うぜ！　見た目からして強そうだ！　こっちは見た目マグロだもんな！　どう考えても鮫のほうが強いって！

　だけど──鮫の魔物は動く様子もない。大きく口を開け、ただ立ち尽つくすだけだ。

「…………」

　不思議に思った先輩のお父さんが馬の上から触ふれてみると──バタン！　と、鮫は地面に横たわった！　あれれれれ？　反応がないよ、この鮫さん。

「あ、鮫だから常に泳いでないと死ぬんだった」

　…………ええええええええええええええええええっ!?　間の抜けたお父さんの一言に俺たちは度ど肝ぎもを抜かれた！

　木場が近づき、鮫の生死を確かく認にんする。しばらくして、首を横に振り、告げた。

「第二戦、勝者イッセーくん！」

　なんとも言えない勝利をつかんだ俺だった。試合もせずに勝負に勝ってしまった！

　ちなみにプールサイドで俺たちを待っていた人魚のエステリーナも人知れず酸欠で戦死していた。

　後日の食しよく卓たくに大トロとフカヒレが並んだりしたが、それはあとの話だ。

　そして、ついに最終戦が幕をあけようとしていた！
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　最終戦。空の魔物対決だ。場所も移動して、人ひと気けのない山奥。悪あく魔まの移動術、転移用魔ま方ほう陣じんでジャンプしてきたんだ。山奥なら人目を気にせず思う存分魔物を飛ばせる。

　岩の多いゴツゴツした場所で俺と先せん輩ぱいのお父さんは対たい峙じすることに。ここなら空を一望できるほど広く見み渡わたせるし、障害になりそうなものもない。

「お互たがいに魔物の上に乗り、空中決戦を行う。良いな？」

　先輩のお父さんがルールを告げてくれる。なるほど。って！　先輩のお父さんは巨大な怪かい鳥ちようを用意していた！

「ギャオオオオオンッ！」

　怖おそろしげな咆ほう哮こうを上げて俺たちを威い嚇かくしてくる！　ヒィィィィッ！　あんな鋭くて大きなくちばしにつつかれたらどてっ腹に大穴が開くぞ！

　こちらのパートナーは高橋さん！　俺は鳥人の高橋さんの背に乗っていた。おんぶの格好だ。

「ふふふ、少年。良い塩あん梅ばいだな。この風、この肌はだ触ざわりこそ戦いくさというもの」

「何でそんなにテンション高めなんですか……。俺なんて早く帰りたくて仕方ないのに……」

「いまの私は言うなれば風かざ見み鶏どりといったところだな！」

　やだ、この鳥。意味わかんないし、殴なぐりたいよ……。羽毛の肌触りが良いのがさらに腹が立つ！

　すでに先輩のお父さんは怪鳥と共に空を舞まっている。しかも馬に乗ったまま！　馬ごと怪鳥に乗ってる！　巨馬に乗った世紀末拳けん王おうを乗せた怪鳥。その姿はあまりに異様で大迫はく力りよくだった！　そんなに馬の上がいいのか!?

　木場が両者の中央に立ち、叫ぶ。

「最終戦！　はじめてください！」

　バッ！　怪鳥が空を高速で飛び回る！　速い！　まずいよ！　あの速さで激げき突とつしてきたら、それだけでこちらは大ダメージだ！　こっちも早く空を舞わないと！

「高橋さん、空に行き──」

「うおおおおおおおおっ！」

　ドドドドドドドド！　俺の言葉を振り切り、高橋さんは猛もうスピードで地上を走り始めた！　えええええええっ！　何してんの、この鳥人！

「ちょ、ちょっと高橋さん!?　なんで全力疾しつ走そうなんですか!?　鳥人でしょう!?　飛ばないと空の対決なんてできませんよ！」

「ふっ。私は鳥人だが、名な古ご屋やコーチンの鳥人なのでね。基本的に飛べん！」

　自信満々にそんな報告をしてきやがる！

「飛べないぃぃぃぃっ!?　つーか、名古屋コーチンって！　あんた、神戸の出身じゃなかったっけ!?」

「神戸も広いからな！」

　兵ひよう庫ご県が無視された！　なんだ、この鳥ぃぃぃぃっ！　先祖がイースター島から日本に来て、どうして名古屋コーチンになるんだ!?

「自由か！　あんたらその辺の設定、自由なのか!?　ていうか、スカイって名前で飛べないってサギじゃねぇか！」

「鷺さぎじゃないぞ！　名古屋コーチンだ！」

「焼いちまうぞ、この鳥野や郎ろうォォォォォォッ！」

「隙すきアリだ！」

　俺と名古屋コーチンが口論しているなか、先輩のお父さんの駆る怪鳥が突っ込こんでくる！

「おっと！」

　それを高橋さんは軽かろやかに避よけた！　おおっ！　飛べないけど、回かい避ひ能力は大したもんだぜ！

「やりおるわ！　だが、まだまだだ！」

　先輩のお父さんが怪鳥に何かを指示したのが見えた！

　瞬間、怪鳥が大きく口を開いた！

　ゴオオオオオオオッ！

　怪鳥が口から特大の火か炎えん球を吐きだした！

　ドォォォオオンッ！　ドオオオオッ！

　俺たち目め掛がけて火炎球が落下してくるぅぅぅっ！

「あれを食らったら私は文字通り焼き鳥になってしまうな、ハハハ！」

「何笑ってんだ、この鳥野郎ォォォッ！　俺も焼きドラゴンになっちまうんだよ！　逃にげて逃げてぇぇぇっ！」

　襲おそいかかる火の球を懸けん命めいに避けながら高橋さんは逃げ回った！

　ダメだ！　飛べない鳥じゃ話にならねぇぇぇぇぇっ！





　ぜーはーぜーはー！　息をあげる俺。死ぬ。このままじゃ俺が死ぬ！

　俺と高橋さんはなんとか相手の攻こう撃げきをやり過ごし巨きよ岩がんの陰かげに隠れていた。

　姿が見えないよう陰から空を見上げると先輩のお父さんと怪鳥が俺たちを捜さがして空を飛び回っている！

　ここを発見されるのも時間の問題かもしれない。とりあえず、息を整えて、冷静にどう出るか考えるしかないだろう！

　よし！　高橋さんと作戦を練ろう！　高橋さんも大きく息を吸ったり吐はいたりしていた。

「こういうときは冷静にならねばならない。我が家の家訓があってな。三歩進んで二歩下がると頭がクリアに……っと、私は何をしているんだろうか？　ここはどこだ？　キミは誰だれだ？　親しん戚せきの吉よし田ださんに似ているが？　吉田さんなのかい？」

　──記き憶おくが消し飛んでるッ!?

「クリアどころかデリートされてんじゃねぇかぁぁぁっ！　鳥頭の鳥頭！　てか、親戚の吉田って誰だよ！　俺に似てるの!?　俺、名古屋コーチン顔!?　ああもう！　俺も何言ってんのか、わからなくなってきた！　名古屋コーチンに嫌いやな思い出できそうだよ！」

　──ダメだ。

　俺は物陰に隠れながら、頭を抱かかえていた。

「ところで吉田さん、ここはどこだろうか？」

　きょろきょろ辺りを見渡している鳥頭野郎。

　俺にはこの鳥を使いこなせねぇぇぇぇっ。と、頭を悩なやます俺の視界に──段ボール箱が映り込んだ。

　こ、これはまさか！　俺が恐おそる恐る蓋ふたを開けると、中にはギャスパーが入っていた！

「……ど、どうも」

「おう、ギャスパー！　なんでここに？」

「は、はい、出荷されてきました。ぶ、部長がイッセー先輩のピンチを助けて欲しいと……」

　なるほど！　段ボール箱なら怪あやしまれない！　いや、十分怪しいけど！　だって、段ボール箱に女装少年のヴァンパイアが入っているんだぜ？　しかもこんな山奥の岩陰で！

　おそらく、小規模サイズの魔方陣でこの大変便利な通つう販はんアイテムを部長たちが送ってくれたのだろう。

　こいつの特とく殊しゆ能力は視界に映したものの時間を停とめること！　こんな最強アイテム、大手通販サイトですら取り扱あつかえやしねぇぞ！

「おまえ、最近、本当活かつ躍やくするな。どんだけ便利なんだよ」

「よ、よ、よくわかりませんが、がんばりますぅぅぅっ」

　ビビッている様子のギャスパーだが、問題ねぇ。こいつがいれば！

　はっ！　段ボール箱に手紙らしきものまで添そえてある！　部長の名前が！　俺の愛いとしの人！　手紙にはこう書いてあった！

『がんばってね。勝つって信じているわ。私の愛しのイッセーへ』

　──ッ！

　岩陰から部長を探す。あっ！　高台らしき場所に部長と部員たちを発見！

　俺は感動で涙なみだが溢あふれてきていた。ああ、やっぱり、俺が惚ほれた女は最高だ！　俺をどこまでも信じてくれている！　もう、それを再認識しただけで十分に勝てる気がしたぜ！

　作戦だって思いついた！　これしかないだろう！

「高橋さん！」

　俺は鳥人の高橋さんに呼びかける。

「なんだい、吉田さん」

　この際、細かいところに突つっ込まない！

「岩陰から出てあの怪鳥に向かって手を振って呼んでみてください」

「よくわからないが、吉田さんの頼たのみとあれば断る理由もない。おーい！」

　おおっ、躊ちゆう躇ちよなく飛びだしていった！　ゴメン、高橋さん。あんたを囮おとりに使わせてもらうぜ！

　すぐに発見される高橋さん。怪鳥が高橋さん目掛けて急降下していく！

　ここだ！　俺はギャスパーイン段ボール箱を天高く持ち上げて叫さけぶ！

「ギャスパー！　あれが目標だ！　停めちまえぇぇぇぇぇっ！」

「は、はいぃぃぃぃぃぃっ！」

　カッ！　段ボール箱から赤い閃せん光こうが煌きらめき──刹せつ那な、安倍先輩のお父さんを乗せた怪鳥はその動きを空中で停められた。

　ひゅぅぅぅぅぅ。

　そのまま安倍先輩のお父さんと怪鳥は落下していく。下には──高橋さんがっ！

　あれ、ギャスパーの力を使ったのに空中で停止したままじゃない!?　こいつの能力なら飛んでいてもその場で停止したままだと思ったのに！

　ギャスパーの能力が変化しているからか、それともあの世紀末拳王と怪鳥を空に留めることなどできなかったのか。

　地面に激突する安倍先輩のお父さんと怪鳥！

　どおおおおおおおん！

　為なす術すべなく落下に巻き込まれる高橋さん──。

「コケェェェェェェェッ！」

　名古屋コーチンの悲鳴が山にこだました。



　　　　─○●○─



　山奥から再び安倍先せん輩ぱいの自宅に戻ってきた俺たち。

「わしの負けだ。娘むすめとの交際を認めるしかあるまい……。婚こん約やくを破談としよう」

　まだ納なつ得とくしていなさそうな様子の先輩のお父さん。

　あのあと、勝負はあっさりと着いた。

　まあ、部長の機転──ギャスパーの手助けもあったからこそだけどさ。

　怪かい鳥ちようと激突し、瀕ひん死しだった高橋さんもアーシアの癒いやしの力で回復した。

「今日は楽しかった。また戦場で巡めぐり会いたいものだな、吉よし井いさん」

　握あく手しゆを求めてくる鳥人。へへへ、二度と会いたくないよね。

「うん。ゴメンなさい。俺ん家ちのアーシア、鳥頭までは回復できないからさ。てか、吉田じゃねぇのかよ！　いや、俺、兵藤だけどね！」

　高橋さんと別れを告げると、そこへ安倍先輩が。

「兵藤くん。今日はありがとうございました。おかげで婚約は破談となりましたわ」

「いえ、なんとかお役に立てたようで」

　何やら、先輩がもじもじしだしたけど……。

「急の申し出とはいえ、わ、私のために真しん剣けんに取り組んでくれまして、本当にうれしかったですわ」

　あら、いつもの高圧的な態度がないよ。何事？

「高橋たちと戦う姿は、ちょ、ちょ、ちょっとだけ格好良かったり……」

　とってももじもじしてる。なんだ、随ずい分ぶんかわいらしくなっちゃって……。どういう変化だろうか？

　怪け訝げんに思う俺だが、視界に紅べにが映りこむ。

「よろしかったら、今日お夕飯でも──」

「部長！」

　あ、何かを言いかけていた安倍先輩を遮さえぎって、部長を呼んでしまった！　だって、部長が目の前にいるんだもん！

「あ、すみません。何ですか？」

　再度問いかけるが、安倍先輩は苦く笑しようして息を吐くと、

「やっぱり、勝ち目なし、みたいですわね。なんでもありませんわ」

　と言ってきた。はて？　何を言いかけたのだろうか？

　俺は安倍先輩に一礼すると、部長のもとへ駆かけだす。

「部長！　部長のおかげで勝てました！」

　部長は俺の報告に微笑ほほえんでくれる。

「そう。無事完かん了りようみたいね」

「皆みんなは？」

　いつの間にか部員たちもいなくなっていた。

「皆は清芽さんからいただいた依い頼らいの代価、各種魔ま物もの関連のアイテムを部室に運ぶため、一足早く帰ったわ」

　そうだったのか。俺も手伝えばよかった。

　ぎゅっ。

　部長と俺は腕を組む格好になった。

「さて、一いつ緒しよに帰りましょうか。帰りにたいやきでも買って皆で食べましょう。ふふふ、たいやき屋さんまでデートね」

　安倍先輩の館やかたから出て、帰路につく俺と部長。帰りがけのデート！　最高です！　うはは！　幸せだなぁ。

「……こうしているときが一番幸せだわ」

　腕うでをぎゅっとしながら、部長が何やらぽつりとつぶやいていた。

「え？　何ですか？」

　俺は聞き返すが、部長はかわいくウインクしてこう言った。

「内ない緒しよよ」

　なんだか、わからないけど、部長の笑顔は最高にかわいかった！　それだけで今回の依頼の疲つかれも吹ふっ飛んだ気がしたんだ。
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　それは北ほく欧おうの悪神ロキを退しりぞけてすぐのことだった。

　……どうも、こんにちは、皆みなさん……。……兵ひよう藤どう一いつ誠せいです。

　……いきなり、テンション低くて悪い。というのも……。

「はっくしょんっ！」

　……ずるずるっと鼻水を引っ込ませる俺。そう、どうにも朝から体調が悪い。

　俺は歯は磨みがきをなんとか終えると、食しよく卓たくへふらりふらりと向かった。おおっ、足取りも重くて、頭もクラクラするぞ……。

「あら、イッセー。おはよう」

　先に起きていた部長が笑顔であいさつをくれる。ああ、部長は今日も美人だなぁ。

　テーブルには俺の両親、同居している皆が集まっていた。……俺が最後か……。

　席に向かおうとするが、途と端たんにテーブルが遠のく感覚に襲おそわれる……。

　……あれ？　視界もぼやけてきたような……。目をこするものの、症しよう状じようは改善せず……。

　ふらりと体がぐらつき、同時にふわふわとして……後方へ……。

　がしっ。

　……倒たおれそうだった俺を支える誰だれか。振ふり返ればゼノヴィアだった。

「おい、イッセー。大だい丈じよう夫ぶか？　顔が赤いぞ」

「……おおっ、ゼノヴィア……。悪いな」

　アーシアがふいに近づいてきて、俺の額ひたいに手を当てた。ああ、アーシアの手のひら、ひんやりしてて気持ちいいかも……。

「──ッ！　すごい熱です！」

　アーシアの驚きよう愕がくした声こわ音ねを聞いて、食卓に集まっていた皆の顔色が変わった。

　……そっか、俺……熱が……。それを聞いて、さらに意識まで……。

「イッセー！　もしかして、風か邪ぜを引いたの？」

　部長も手に持っていた皿をテーブルに置くと、俺のもとに駆け寄ってきた。

「悪あく魔まも風邪引くの？　ていうか、人間の風邪を引いたっけ？」

「……いえ、この場合、悪魔の……」

　イリナと小こ猫ねこちゃんのひそひそ話……。俺の両親に悪魔のことは内緒だからね。

　ロスヴァイセさんが俺の手を取り、脈を測る。

「脈が速いわ。医い療りよう機関に相談したほうが良さそうですよ」

　その報告を聞いて、朱あけ乃のさんが部長に告げる。

「病院に連れん絡らくしましょう、リアス」

「ええ、朱乃。グレモリー家御ご用よう達たしの病院にすぐに連絡するわ！」

　……びょ、病院ですか……。……冥めい界かいの？

「おいおいおい、イッセー、風邪か？」

「あらら、でも酷ひどそう！　ちょっとイッセー？」

　父さんと母さんも心配そうに……。

　そして、皆が俺を呼ぶなか、意識が無くなって──。





　……気づくと俺は見知らぬ天てん井じようを見上げていた。

　ベッドに横たわり──腕は点てん滴てきと繋つながっていた。どうやら、病院──病室のようだ。

　……あれ？　俺、気だるいなか、学校に行く準備して、一階に降りて……リビングに行ったところまでは覚えているんだけど……。心なしか、若じやつ干かん体の調子が楽になっているような……。この点滴のおかげ……？

　記き憶おくが混こん濁だくするなか、俺の視界に紅べに髪がみが映り込む。

「イッセー、気づいたのね」

　俺の顔を覗のぞき込む部長。安あん堵どしている様子だった。

「イッセーさん！　良かった！」

「意識を失ったときは驚おどろきましたわ」

　……アーシア、朱乃さんもいる。アーシア、目元が赤く腫はれ上がっている……。泣いていたのかな？……またアーシアを心配させちゃったか。

「……あ、あの……ここは……？」

　俺が訊きくと──。

「あなた、お家で倒れて、この冥界の病院に転送されたのよ。覚えてる？」

　部長がそう説明してくれる。……そっか、俺、倒れて病院に……。冥界か。そうだよな、俺、悪魔だから人間界の病院には行けないか。

　ここは俺の病室ってことになるのね。俺、そんなに深刻……？　し、死ぬのは嫌いやだな……。まだ部長とエッチしてないぞ……。し、死に切れん！

　って、こんなときまでそんなことを考えられるんだから、まだ死ぬほどではないかもしれない。

「起きたこと、先生に報告してきます」

　そう告げるとロスヴァイセさんが退室していく。

　俺は首だけ動かし、周りを見み渡わたす。

　小猫ちゃんと……ギャスパーは病室の椅い子すで寄り添そうように寝ねていた。

　俺たちと同居していないギャスパーはわざわざ冥界の病院まで来てくれたのかな。

　二人は俺が起きるまで待っていて、疲れて寝てしまったのだろうか。そうだとしたら、ゴメンね、小猫ちゃん、ギャスパー。

「転生悪魔は発はつ症しようしやすいんですって。ゼノヴィアも気をつけなさいよ」

「うん。風邪はあまり引いたことがなかったが、気をつけよう」

「そうね。あなた、風邪を引くって感じじゃないものね。いつも元気はつらつだし、ウィルスとか平気そう。単純なのもいいかも」

「すごくバカにされた気がしたが、まあいい。何事も日々の体調管理だ」

　……イリナとゼノヴィアが何やら分厚い本を見ながら談話していた。……医療関係の本か？　うぅ、俺、風邪なの？　よくわからない状じよう況きようが続いて、頭もクラクラするが──。

　コンコン。扉とびらを叩たたく音。

「部長、お医者さまです」

　木き場ばとロスヴァイセさんが白衣を着た男性と共に入室してきた。木場も来てくれていたのか……。木場に友情を感じてしまった。

　男性──医師らしき人が看護師のお姉さんを連れていた。……おおっ、冥界でも白衣のナース姿なんだな……。

「ここは元人間の転生悪魔専門の病院だから、勤務する医療関係者もそれに倣ならったスタイルなのよ」

　部長がこっそり耳元でそう告げてくれた。

　……なるほど、転生悪魔専門の医療施し設せつが冥界にはあるのね。そりゃそうか。現代悪魔の社会は人間からの転生悪魔が多くなってきている。転生悪魔には人間界の病院に似た作りのほうが安心できるか。

　看護師のお姉さんが俺の手を取り、脈や血圧を測りだした。悪魔でもその辺の確かく認にんは人間と同様なんだね。それとも転生悪魔限定？

　お医者の男性が俺に視線を向け一言告げる。

「まあ、一言でいいますと風邪です。悪魔だけが発症するタイプのものですね」

　……悪魔の風邪ってこと？

　疑問に思う俺へ先生は続ける。

「ただし、同時にドラゴンが引く風邪も併へい発はつしてまして、それらが複合して症状を現してますね。体が人間ベースなので、それらが同時に起こって体調を大きく崩くずされたのでしょう」

　ド、ドラゴンの風邪まで……？　俺、赤せき龍りゆう帝ていだからドラゴンのまで引いてしまったってのか。同時発症とかシャレにならん……！

「それで状況は？」

　部長が先生に問う。

「いまは点滴で症状が緩かん和わしているはずです」

　うん。家で倒れたときに比べたら少しだけ楽だ。

「解げ熱ねつ剤ざいはありますので、それを注射しましょう。それでいちおう症状は緩和します。お薬も出しておきますので、二、三日お家で安静にしてください。熱が下がってもしばらく激しい運動などしないでくださいね。自家発電も禁止です。なんちゃって！」

「……下品な会話禁止です」

　先生の下ネタにいつの間にか起きていた小猫ちゃんが突つっ込んでいた。

　……どうやら、当分休んでいないとダメなようだ。あっちのほうも含ふくめて。

　ま、まあ、この状態じゃ性せい欲よくもわかんし。ナース見ても起き上がるほどの元気も出ないんだぜ？　スケベの俺としてはかなり深刻かも。

「それと、同居されている方々もワクチンを打っておいてください。悪魔に感染しますから」

　先生は看護師さんに指示を出して、部員の皆みんなに手て際ぎわよく注射していく。

　そして、順番が俺に回ってきた。

「さて、あなたには──」

　ドンッ！

　…………。

　俺は眼前に姿を現したその巨きよ大だいな物体に目玉が飛び出そうになった……！

「このお注射です」

『お注射』とされるその物体は明らかに俺の身長ほどもある巨大な代しろ物ものだった！

「……お、お、注射!?　いやいや、それ、どう見ても巨大な武器か何かでしょう!?　そんなのコントか漫まん画がでしか見たことないですよ！」

「ドラゴン風邪にはこのぐらいのお注射をしないと効き目がなくて……。大丈夫です。ほら、針は細くてなんとかブッスリ刺ささりますから」

　いやいやいや！　無理だから！　そんなのに刺されたら死ぬって！

「大丈夫ですよー。痛いのは一いつ瞬しゆんですからねー」

　ああ、看護師のお姉さんが軽々と持ち上げて、不気味な笑えみをこちらに向けているぅぅぅぅ……。やさしい声音が逆に怖こわい！

「そんな量のお注射されたら壊こわれちゃう！　ゴホゴホッ！……くそったれ！……いろんな意味で目眩めまいがする！」

「まあ、こういうのはお約束ですから」

　先生はわけのわからないことを口走る！

「そんな理由で!?　いやぁぁぁぁ……た、助けて……」

　最後の力でベッドから逃にげだそうとするが──。

「我が慢まんなさい！　男の子でしょ！」

「ゴメンね、イッセーくん」

「耐たえろ、イッセー。私に刺されるよりはマシだろう？」

　部長や木場、ゼノヴィアに体を押さえられる。てか、ゼノヴィアは強きよう迫はくめいてませんか……！

　ふぅ。

　あふん。不意打ちで朱乃さんに耳元へ息を吹ふきかけられた。

「うふふ、イッセーくんにはこれが一番ですわ」

　エッチな攻こう撃げきに体の力が抜ぬけた俺……。ひ、卑ひ怯きようです、朱乃さん……。

「いい具合にほぐされたみたいですね。さあ、お尻しりを出してくださいね」

　看護師の目がギラリと光る！

　力の抜けた俺のズボンを部員たちは素す早ばやく下げる。ぺろんと俺のお尻が皆の前に露ろ出しゆつする！

「……いや、もうお婿むこに行けない！」

　顔を両手で覆おおい、俺は恥ち辱じよくに耐えられずにいた！

「イッセーさんのお尻はとても、か、かわいいです！」

「グッジョブ！」

　アーシアとイリナから意味不明の応おう援えんを受ける！　俺の尻はかわいい上にいい仕事しているの!?

「安心なさい。婿なら私がなんとかしてあげるから！」

　部長の言葉に「本当ですか！」と振ふり向こうとしたら──。

「はい、行きますよー」

　俺のお尻に迫せまる注射器の姿が！

「い、いやぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ブッスリ。

　その日、俺は皆の前で巨大な注射器をケツに打ち込まれた。



　　　　─○●○─



　……そんなわけでなんとか解熱剤を打ってきた俺。帰宅して自室のベッドで静かに一人で寝ております。いちおう、処方されたお薬も飲んだ。

　病院に転送される前の状態に比べたら、多少緩和してきている。けど、ダルさは抜けてない。

　うぅ、ちょっと体を持ち上げただけで頭がクラクラするもんな。トイレ行くのも一苦労だぜ……。性欲もわかない。まあ、こんなときにまでエッチな気分になったら、それはそれで違ちがう問題かもしれないな……。

「ゲホッゲホッ」

　……うー、いまだ咳せきは続く。人間のときに引いていた風か邪ぜとはちょっと違うんだよな。

　悪あく魔まの風邪は、人間の風邪の症しよう状じように似ているが、ひとつだけ決定的に違うところがある。魔力がまったく機能しなくなることだ。

　魔力の源みなもとでもあるオーラが体から出てこない。なんでも魔力を作りだすところにまで風邪が影えい響きようを及およぼすようで、発症するとそれらが発現できなくなるんだ。

　俺は魔力に関してからきしだけど、それでも独特の寒気を感じる。人間の風邪と違い、第六感的なところがざわざわして強い不安を感じるんだよな。

　ホラー映画を見たあと、怖くてトイレに行けない不安感が常にある感じ。魔力を得た転生悪魔が突とつ然ぜん魔力を失うとこういう感覚を味わうらしいんだ。

　薄うすら寒くて怖い感覚が俺を襲おそっているわけです……。病のせいか、無む性しように寂さびしいので誰だれかに居て欲しいけど……。

　ドラゴンの風邪は火が噴ふけないとか、特有の能力が使えなくなるらしいんだが、俺は人間ベースなんでその辺りの影響はほとんど出ていない。ただ、体がダルいだけだ。

　そういや、今日から症状が改善するまで、一人で寝なきゃいけないんだよな。

　うぅ、いつも部長とアーシアと一いつ緒しよに寝ているから、こういうときマジで寂しい。

　……部長の温ぬくもりが恋こいしい。部長に抱だかれて、女性特有のやわらかな肌はだの感かん触しよくを得ながら眠ねむりにつく。あれは最高なんですよ……。

　あぁ、部長のおっぱいが恋しい……。

　そんな風に部長へ想おもいを馳はせていたときだった。

　ガチャ、と扉とびらを開く音がする。顔を向けるとそこには──。

「イッセー、ちゃんと安静にしてる？」

　は、白衣をまとった部長の姿がッッ！

　ナ、ナース姿の部長ぉぉぉぉぉっ！　おみ足をそんなにまで露出して！

　うっ！

「ゲホッ！」

　こ、興奮しすぎて、咳が出た。なんか、部長のナースコスチュームを見ていたら、胸がいっぱいになった。ど、動どう悸きも激しくなってきたかも……。

「……はぁはぁ……、ぶ、部長、最高です……。く、苦しいけど、興奮します……」

　俺は体調が悪化しつつも部長のお姿に感動の涙なみだを流していた。

　ああ、やっぱり、俺のスケベ根性は病気になっていようと健在なんだね。

「ちょ、ちょっと、イッセー。大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか、苦しそうだわ。やっぱり、この姿は失敗だったのかしら？　少しでもあなたが元気になったらいいと思って、皆で決めたのだけれど……」

　部長がナース姿で俺に迫り、頬ほおに手を伸のばしてきた。……ああ、今日、俺は死んでもいいかもしれない……。

「イッセーさん、大丈夫ですか？」

　──っ。アーシアの声。そちらへ視線を向ければ──そこには！

　俺は白衣の女め神がみに釘くぎ付づけになっていた。

「ど、どうかしたんですか……？」

　かわいく首をかしげ、怪け訝げんな様子のアーシア。

　……清せい楚そなアーシアが清純の象しよう徴ちようとも言えるナース服を着る。これほどのコンボがこの世にあるものなのかと、しばし彼女に見み蕩とれてしまった。

　ナース服のアーシア。ピッタリなんてものじゃない！　癒いやし系！　癒し能力！　それらを有するアーシアがナース服ですよ！　そりゃ似合う！　似合うなんてものじゃない！

　女神は実在するのだと確信してしまいそうな気分でした！

　……いまの部長と並んで心のアルバムにしまおう。これは最高だ……。

「ぐはっ！……ぶ、部長、アーシア……とても似合います……最高です……。失敗なんかじゃありません……。これを見られただけで俺は生きていて良かった……」

　俺は胸を押さえながら、無理矢理笑顔を作り、二人に感謝の言葉を告げた。鼻血も出てきた。この鼻血が興奮したからなのか、それとも病気の悪化が原因かはわからないが、いまの俺にとって大きな負荷なのは理解できたぜ……。

　俺は涙を流しながら二人に微笑ほほえんだ。

「イッセー！　ちょっと！　お水と流動食を持ってきただけなのよ！」

「イッセーさん、死なないでください！」

　二人が俺の手を握にぎってくれる……。ナース姿の美少女二人に見守られているんだ……。最高じゃねぇか……。

「……死んだらエロ本を頼たのみます。マジで……処分して……ＤＶＤも……あんなの俺の形見にしちゃダメですよ……？」

「何を言っているの！　ほら、お水だけでも飲みなさい！」

「うえーん！　イッセーさんが！」

「アーシアも泣かないの。これぐらいでこの子が死ぬわけないでしょう？」

　こうして俺は水分の補給をして流動食も少しだけ腹に収めたあと、深い眠りについた。





　……次に目を覚ましたとき、時刻はすでに夜中だった。

　この時間帯、悪魔の仕事も終わっている頃ころだ。……俺、休んでしまった。いちおう、これでもお抱かかえのお客さんがついているんだぜ？

　今日は寝ね床どこに部長とアーシアもいない。やはり、寂しい。

　……と、なんだか、重さを感じる。自分の体のダルさではない。明らかに何かが俺の体の上にいる。触さわるととってもやわらかい感触が手に伝わってきた。

　視線を配らせると──そこには猫ねこ耳みみ尻尾しつぽ付きで白衣を着た小猫ちゃんの姿が！

「すーすー……」

　寝息を立てている。寝ちゃっているのか。

　……ん？　そういや、体が芯しんからポカポカしてる。もしかして、仙せん術じゆつを使って、全身の気の巡めぐりを良くしてくれているのか？　しかも一夜かけて。

　……小猫ちゃん。悪魔の仕事をした上で俺の治ち療りようをしてくれているんだろうな……。

　この子は本当に仲間思いだ。普ふ段だんは厳しいツッコミを入れてくれる毒舌ロリっ子なのにさ。

　俺は小猫ちゃんの頭をなでてやった。

「……にゃぁ。早く……元気に……」

　寝ている小猫ちゃんはそんな寝言をつぶやいていた。

　うぅ、先せん輩ぱい思いの小猫ちゃんに涙が出てくるよ！

　しかし、どこで風邪を貰もらったんだろうか？　ゼノヴィアじゃないが、体調管理をしっかりしてなかったのが悪かった？

「……どっかで病気を貰う原因あったのかな」

　ぽつりと独り言をつぶやいたときだった。

「この間、リアスと交こう渉しようした冥めい界かいの商人がウィルスを運んできたんじゃないかって話ですわよ。ほら、私たち、地下室で時折商人を呼び寄せて買い物をしているでしょう？」

　ああ、そう言えばそんなこともたまにしていますね──って！

　小さな声で俺の疑問に答えてくれる朱乃さんの姿がそこに！

　いつの間にか、ベッド横の椅い子すに朱乃さんが座っていた……！

　しかもやはりナース服！　短いスカートからすらりと伸びる脚あしには網あみタイツが！

　おおおおおおおっ……。ナース服に網タイツ……！　最強の組み合わせじゃないか！

　しかも足まで組んで！　朱乃さん！　足を組み直さないでください！　ふ、太ももがまぶしい！

　朱乃さんのエッチな仕草はいまの俺には相当な負担なんです！　でも、ありがとうございます！

　これほどうれしい負担もないよね！……うっ、やっぱり、動悸が激しいな……。

「あらあら。大丈夫？　夜中は私と小猫ちゃんが担当なのよ？　朝までご奉ほう仕ししますわ♪」

　ご、ご奉仕！　ナース姿の朱乃さんからご奉仕を受けられる！

　ああ、こんなときに健康なら、きっとエッチな要求もできたんだろう……。

　いや、俺が病気だからこそ、皆みんなのナース姿が拝められたのかもしれないね。

　朱乃さんの顔が近づく。……ドキドキしちゃう……。

　朱乃さんは寝ている俺の耳元で囁ささやく。

「顔を拭ふきますわね」

　そう言うと朱乃さんは俺の枕まくらを少しだけ高くして、頭部の位置を上げてくれた。水で濡ぬらしたタオルで俺の顔を拭いてくれる。……冷たいタオルが気持ちいい。

　……しかし、それよりも俺は眼前の現象に釘付けとなっていた……！

　前のめりの朱乃さんが俺の顔を拭くたびに──目の前でおっぱいがゆっさゆっさと揺ゆれていくぅぅぅぅ……！

「どうかしら？」

　朱乃さんが顔拭きの具合を訊きいてくる。が、俺はそれどころじゃなくて……ばいんばいんと揺れる乳の動きに夢中になっていた！

「……は、はい。み、右に、左に……」

「右？　左？　もう少しほっぺを拭いたほうがいいのね？　あらあら、鼻血が出てきたわ……」

　朱乃さんは鼻血も拭いてくれた……。眼福でした。縦じゆう横おう無む尽じんに揺れるおっぱいに俺は感無量の涙を流した……！　病気になるのも最高かもしれん！

　そんな風に思う俺へ朱乃さんは官能的に微笑みながら言う。

「イッセーくんが元気になったら、お医者さんごっこもいいかもしれませんわね」

「お、お医者さんごっこですか……？」

「ええ、こんな風に──」

　どこで入手したかわからないけど、朱乃さんが聴ちよう診しん器きを取りだした。

　すると、自身のおっぱいに聴診器を当てるぅぅぅぅっ！

　ブッ！

　おっぱいに埋まい没ぼつしていく聴診器を見て、鼻血が勢いよく噴きだしてしまった。

「イッセー先生に診しん察さつされるシチュエーションですわ……」

　艶つやっぽい声に俺の脳みそが完全に破は壊かいされた……！　それってエッチなＤＶＤのワンシーンじゃないですか……！

　俺の脳内であらぬ妄もう想そうが展開していく！



『おや、姫ひめ島じまさん。今日はどこが悪いのですかな？』

『先生、私、胸が苦しくて……。きっと、何か悪い病気にかかったんですわ……』

『まあ、そうおっしゃらずに。では、ちょっと聴診器で調べてみましょうか。おっぱい──胸を見せてください』

『は、はい。どうぞ、お願いします』

『うむ。どーれ、ここかなー？』

『あん！　そ、そこは違います……。もう、先生ったら』

『ハハハハ、これは失敬！』



　……ダメだ。エロ妄想していたら、呼吸まで苦しくなってきた。安静にしてなきゃいけないのに、なんで俺はこんな古典的なエロエロ妄想して辛つらくなってんだ……！

　って、朱乃さんがこの調子なんだもん！　そりゃ無理って話ですよ！

「朱乃……。何をしているの……？」

　突とつ然ぜんの部長の声！　見れば、知らぬ間に入室していた部長の姿があった。憤ふん怒ぬの形相だった……。こ、怖こわい……オーラまでまとって……。

「あら、リアス。来たのね。というか、最近、気配を一いつ切さい感じさせずに部屋に入ってくるのがうまくなったわね」

「当然よ。このぐらいのスキルを身につけないとあなたにイッセーを食べられそうなんですもの。どういう理り屈くつか知らないけれど、あなただって小猫の簡単な仙術索さく敵てきに引っかからない技わざ、覚えたでしょ？」

「まあ、人をまるで獣けもののように言うのね。失礼だわ。恋こいする乙女おとめは時に不可能を可能にするだけよ。……でも、イッセーくんをおいしくいただくのは夢ですわね」

　……えらい迫はく力りよくでにらみ合う両者。……違う寒気をびしびし肌はだに感じてます……。いまこの部屋の空気は最悪に等しいと思うんだ……。か、体に悪いって……。

「……小猫は寝ているし、イッセーの体調は大事だわ。──屋上に出ましょう」

「そうね、どちらが最良のナースか、今夜決めてもいいわ」

　火花を散らすお二人はそのまま俺を置いて、部屋を出ていったのだった……。

　少しあと、窓から稲いな光びかりやらけたたましい快音やらが聞こえてきたけど……聞こえないふりをした。

　いつものお姉さま対決にため息をつく俺。

　そこへさらに入室してくる者が──。銀ぎん髪ぱつのナース、ロスヴァイセさんだった。



    

  
    
      「起きたのですね？　リアスさんか、朱乃さんにお薬はいただいたかしら？」

　その問いに俺は首を横に振ふった。それを確かく認にんし、ロスヴァイセさんはがっくり来ている様子だった。てか、ロスヴァイセさんも律りち儀ぎにナース服を着てくれたんですね。俺、ちょっと感動しちゃった。

「だと思いました。廊ろう下かですれ違ちがったとき、物もの凄すごいオーラを放ちながら上に向かったものですから、もしかしたらと思ったんです」

　言うなり、俺のもとに近づき、薬の入った袋ふくろから錠じよう剤ざいを取りだして、コップに水もついでくれた。

「空腹でお薬を飲むのもなんですから、これをどうぞ」

　ロスヴァイセさんが俺にビスケットみたいな小さい固形物をいくつか手て渡わたしてくれた。

「ヴァルハラ式の栄養食です。簡単に食べられて、なおかつこれだけの量で最低限必要な栄養素を摂せつ取しゆできます。本当なら、ちゃんとしたものを口に入れたほうがいいのですが、いまのあなたにはこれが最適でしょうね」

「あ、ありがとうございます」

　俺は礼を言い、ビスケットを口に入れた。

　あ、そんなに硬かたいわけじゃない。しっとりやわらかめだ。ほんのり甘い。

「お砂糖を少しだけ入れたので食べやすいと思います」

「これをわざわざ俺のために？」

　訊く俺だが、ロスヴァイセさんは不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべながら言う。

「あなたが快復しないと皆みなさん、沈しずんだ調子なんですもの。チームのムードメーカーは早めに体調を治すべきです」

　そうキツめに言うけど、頬ほおがほんのり赤かった。……ロスヴァイセさんも俺のこと、心配してくれているんだ。……早く快復しないと。

　俺がどこまでムードメーカーなのか、わからないけど、仲間の手前、体調不良のままではいけないだろう。

「……先せん輩ぱい……元気になって……」

　俺のそばで寝ねている小猫ちゃんの平和な寝言に一番癒いやされた気がした。



　　　　─○●○─



　朝起きると、小猫ちゃんの姿は無かった。先に起きたのだろう。

　……うん。一夜明けただけでも病院に運ばれたときに比べるとかなり快復したかも。

　トイレ行くぐらいなら難なくこなせそうだ。熱も……だいぶ下がった。まあ、風か邪ぜは治りかけが一番大事っていうから、まだ油断できないだろうね。

　もう一ひと眠ねむりしようかと思った矢先、入室してくる者がいた。

「おー、イッセー。起きているか？」

「やっほー、イッセーくん！　ご飯持ってきたわよ！」

　入ってきたのは──やはり、ナース姿のゼノヴィアとイリナだった。……うちの女子たちは皆、本当にナース服で俺の看病をしてくれるのか。

「似合うか？」

　Ｖサインでそう訊いてくるゼノヴィア……。

「……ああ、おまえもイリナも似合ってるよ」

　俺の一言に二人ともハイタッチしていた。朝からテンション高いね、キミたち……。

　ナース服姿に朝からうれしい反面、興奮しすぎて症しよう状じようがぶり返しそうなんだけどね……。けど、脳内にその姿を保存したいので無理をしてでも俺は皆のナース姿が見たい！

　特に転生天使たるイリナは文字通り、白衣の天使！　本物の天使がナースってのは乙おつだね！

　と、深呼吸ひとつついた俺へゼノヴィアとイリナがトレイで持ってきていた何かをベッド横の台に置いた。

　……ど、毒々しい色のスープと同じ色のジュースらしきものが……。

　ま、まさか、これは二人が作ったのか……？　恐おそる恐る確認するように視線を二人に向ければ、期待に満ちた表情で俺を見ている！

「私とイリナで体に良いという薬草を調べてみたんだ。できるだけかき集めてみた」

「栄養満点！　即そく快復のスープとジュースなの！」

　……なんて眩まぶしい笑え顔がおなんだろうか。きっと、一生懸けん命めい作ってくれたんだろう。けどね、俺さ、キミたちが普ふ段だん料理をしているところ、見たことないんだけど……？

　ふ、不安しかねぇぇぇぇぇっ！

　つーか、このスープ！　未知の何かが液体から姿を現しているんですけど！　あ、足か、これ……。目玉らしきものも入っているような……。薬草って嘘うそだろ……！

　見ちゃいけない系だぞ……。これがテレビ番組なら、絶対にモザイク入ってる！

　こっちのジュースも何を材料にすれば、ここまでボコボコと音を立てられるんだろうか……。絶対にどちらも薬草以外の何かが入ってるよっ！

「「…………」」

　二人とも心配そうに見つめてきてる！

『やっぱり、私の料理じゃ……。どうせ私なんか家事ひとつできないんだ……』

『私って不ふ甲が斐いない……。これじゃ、天使として失格だわ……。ミカエルさま、罪深い私に天てん罰ばつを……！』

　……なんてこと思ってそうだ。

　……わかった。わかったよ！　飲めばいいんだろう！

　二人の気持ちを裏切ってまで俺は拒きよ否ひできん！

　俺は意を決してスープにスプーンを沈めていく。

　シュゥゥゥゥゥ……。

　お、おい……。

　スプーンを入れた瞬しゆん間かん、スープから謎なぞのガスらしきものが発生し始めたんだけど……。

　うっ！　なんだこれ！　目にしみるぞ！　涙なみだが止まらん！　もはや、劇物じゃないのか!?　絶対栄養満点じゃない！

　生なま唾つばを飲み込み、スプーンをすくい上げようとしたときだった──。

「イ、イッセー先輩！」

　勢いよく入ってきたのはナース服のギャスパー！　おまえ、こんなときまでナース服かよ！　ま、まあ、似合ってるけどさ……。

「ど、どうした？」

　俺が訊きくとギャスパーは怯おびえながらに言う。

「お、お、お、お客さまですぅぅぅぅっ！　先輩が風邪だって知ったお友達がここにお見み舞まいに来てくれたんですぅぅぅっ！」

　なに？　お見舞い？　俺の友達？　誰だれだろう。悪友の松まつ田だか、元もと浜はまか。はたまた匙さじか。

　友人の顔を脳のう裏りに浮かべている俺だが、扉から「ぬぅっ」と現れた存在を見て、スプーンを床ゆかに落とした。

「悪あく魔まさん、お見舞いに来たにょ」

　ぶっとい腕うで！　分厚い胸むな板いた！　あり得ない質量の筋肉を有する──ナース服の巨きよ漢かんがそこにいたッッ！

「ミルたんッッッ!?」

　そう、彼（彼女？）は悪魔のお仕事での俺のお得意さま！　その名もミルたん！　魔法少女を夢見る、圧あつ倒とう的てきな肉体を持つ漢おとこの娘こッ！

　ギチギチ……。

　ほらほらほらほら！　サイズ違いのナース服がミルたんの筋肉に負けて悲鳴をあげているよ！

　ギャスパーはミルたんを案内するなり、部屋の隅すみに逃にげ込み、「死にたくないです死にたくないです死にたくないです……」とぶるぶる震ふるえながら小さくなっていた。

　ゼノヴィアとイリナがミルたんの登場に驚おどろく。

「……誰だ、こいつは。信じられないほどのプレッシャーを感じるぞ……。さぞ名のある戦士と見た……。いや、ヴァチカンに所属していたとき、とあるヴァンパイア一族とやりあった作戦で似た戦士を見たような……」

「……天界のデータベースでも見たことのない存在感だわ……。幾いく十じゆうもの戦地を渡り歩いたナースって感じよ。えっと、人間……よね？」

　二人は真しん剣けんな面おも持もちとなっていた。

　深く考えすぎだって！　ただの変態──もとい、漢の娘だよ！　ある意味、男の娘のギャスパーと同じ類たぐいなんだが……とうのギャスパーはミルたんの覇は気きにやられて戦意喪そう失しつしている……。

　ミルたんは俺の姿を見て、ぶわっと豪ごう快かいに涙を流し始めた。

「……悪魔さん、きっとミルたんが毎度毎度呼んでしまうから、体調を崩くずしたんだにょ……」

　なんだか、いらん勘かん違ちがいをしているぞ……。ミルたん、ああ見えて心は一いち途ずな乙女おとめだから、思い込んだら大変なんだよな……。

　ぷるぷると震えているようだが、筋肉をビルドアップしているように見えるから、止めて！　ほら！　ゼノヴィアもイリナも身の危険を感じて戦せん闘とう態勢になっているしさ！

「ミ、ミルたん……。俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。ただの風邪だって。もう少し安静にしていれば治るから。そうしたら、また一いつ緒しよにミルキーのＤＶＤを──」

　俺が言い切る前にミルたんが口から快音を発する！

「悪魔さんッッ！」

　ドンッ！

　ミルたんの発声に部屋中の家具全部が激しく揺ゆれ動き、俺のほうにまで謎の圧力が襲おそいかかってきた！

　ミルたんはバッグに手を突つっ込むと──。

「ミルキーの設定資料集をもとに魔法のドリンクを作ってきたにょ！」

　ペットボトルを俺に突きだしてくる。

　そこには毒々しい色の液体が……。

　俺は気が遠くなる感覚を得ていた。お願い、こういうときは素す直なおに気を失わせてください……。

　俺は朝から毒──薬草を煎せんじたという液体を大量に飲み干したのだった。



　　　　─○●○─



　朝からとんでもないものを飲んだ俺はベッドでぐったりとしていた。

　……あのあと、トイレでいろいろと出したぜ……。ほ、本当に薬草が入っていたのか？

　ゼノヴィアとイリナの作ったスープとジュース、さらにミルたんの特性ドリンク。あれらを飲んで無事生き残った自分を褒ほめてやりたい。

　とりあえず、昼は何も喰くいたくなかった。あんなのを飲んだあとじゃ、胃が何も受け付けない。一人部屋でテレビなど見ながら、時間を潰つぶしていた。

　今日は学校を休んだ。風邪で欠席ってことになってる。病の経過を鑑かんがみて三日ぐらい休むことになっていた。

　学園にいる他ほかの悪魔──シトリー眷けん属ぞくも予防注射したそうだ。俺、発症前に学校行ってたからね。用心に越こしたことはない。

　……皆みんな、学校か。そういや、バカ二人から携けい帯たいメールが届いたし。

『バカも風邪を引くというのか!?　いや、どスケベなら風邪を引くのか！』

『秘蔵のＤＶＤを入手して、家で観賞しているのではあるまいな!?　あとこの間貸したＤＶＤ「秘湯発見伝VI　爆ばく乳にゆう温泉へようこそ！」を返せ』

　うん。失礼な連中だ。復活したら、いの一番に松田と元浜を殴なぐろう。それと、あのＤＶＤはまだ返さんぞ、元浜！

　ふと時計に目をやると、もう部活の時間だ。今いま頃ごろ、談だん笑しようしながらお菓か子しを食べているかも。

　今夜も悪魔の仕事は無しか。……ずっと働きづめ、動き続けてきたから、こういうふうにゆったりしたのは本当に久しぶりだ。こんなのもたまには悪くないかもしれない。

　けど、やっぱり、寂さびしいな。俺は皆と一緒にワイワイやっていたほうがいいや。

　……早く治そう。

　そう、決意したとき、ふいに扉がノックされた。

「はい」

　俺が応じると、扉を開けて一人入ってくる。

　──っ。

　美少女が一人、俺の部屋に入室してきた。

　髪かみが長くて、すらりとした肢し体たい。出るところは出ている。清せい楚そそうな雰ふん囲い気きの同い年ぐらいの女の子。泣きぼくろが特とく徴ちよう的だった。そして何よりもナース服を着ている。

　……見覚えはあった。

　少し前、アザゼル先生が開発したとある道具が部で流は行やったから。

「……おまえ、木場か？」

　俺の問いにその美少女は「うん」と気き恥はずかしそうにうなずいた。

　そう、先生がおふざけで開発した性せい転てん換かん光こう線せん銃じゆう。その光線を浴びると、たちまち性別が逆となってしまう。男なら女へ。女なら男へ。少しの間だけ変身が可能なんだ。

　部長たち女子メンバーが皆イケメンになって部室はえらいことになってました。

　そのとき、俺はイタズラで木場に光線を当てて、女の子にしたんだ。女子になった木場の姿が、俺のもろ好みでビックリしたわけだが……。

　ちなみにギャスパーもその光線を浴びたが、特に容姿は変わらなかった。男にとって大事なものが無くなっただけだったようだ。

　……それはともかく、その木場があのときの姿で俺の前に現れていた。

　……夢かと思い、頬ほおを引っ張ってみるが……痛い。夢じゃない！

　俺はドキドキしながら、指を突きつける。

「お、おまえ、なんでまたその姿に？　てか、なんでここに？　お、おおっ、俺、なんでこんなに混乱してんだ……？」

　突とつ然ぜん、こいつが美少女＋ナース姿で俺の部屋に一人で来れば混乱もする！

　なぜにこいつがこの時間、ここにいるんだ！　まだ部活の時間のはずだ！

　木場はもじもじしながら、言う。

「……部でナース服の話が盛り上がっていたんだよ。それで、突然先生が僕を呼びだして──」

『おまえもナース服でイッセーに会ってみたらどうだ？　あいつ、女になったおまえに興味津しん々しんだったし、喜ぶんじゃないか？　元気づける意味で友人としてひとつどうだ？』

　と、言ってきたらしい。

　なんてことを！　先生め！……ま、まあ、確かに女になったこいつはかわいいよ！

　もとがイケメンだから、女になりゃ美少女にもなるでしょうよ！　だからって、わざわざ俺のもとに送り込むなんて！

　うれしいような、余計なお節せつ介かいのような、でもやっぱり美少女の木場は悪くなくて……。

　複雑極きわまりない感情が入り乱れる俺に木場は赤面しながら、訊いてくる。

「……に、似合うかな？」

　……ナース服、似合うけどさ！　口に出して言ってやっても良かったけど、それはそれで何かに負けそうなんで言うのを止やめた！　本当、何かに負けそうな感じなんだよ！

　ドキドキしているのは風か邪ぜのせいにしよう。そうしよう。そうじゃないと、俺の大切な何かが壊こわれそうだぜ！

　……うぅ、なんだか、ダルくなってきた。

　俺はベッド横の椅い子すに座るよう、木場を促うながす。

「……座れよ。とりあえず、今日の学校で変わったことあったら、教えてくれ。部で何を話していたかも教えてくれよな」

　俺がぶっきらぼうに告げると、木場は嬉き々きとして「うん！」と答えてこちらに向かってくる。

　こいつもこいつで俺が心配だったのかな。

　そう思うとありがたい気持ちになってしまう。ま、俺とこいつは友達だもんな。

　なんていう友情を感じていたら──。

「あっ」

　慣れないヒールのせいか、木場は足を躓つまずき、こちらに倒たおれ込んできた！

　ベッドで上半身だけ起こしていた俺の胸に木場が飛び込んでくる！

「お、おい、大丈夫か？」

　俺が顔を覗のぞき込むと、美少女の顔が眼前に！

「「…………」」



    

  
    
      　しばし、見つめ合う俺たち……。

「あ、あの……」

　木場は視線をずらし、顔を真っ赤に染めて、何かに耐たえている様子だった。

　ん？　怪け訝げんに思った俺の手にやわらかな感かん触しよくが……。

　そちらに目を向けると──俺の右手が木場の胸を触さわっていたぁぁぁぁあっ！

「あ、ゴメン！」

　俺は謝り、即そく座ざに手を離はなす！……手に残るおっぱいの感触。紛まぎれもなく女の子のものだった。

　……木場のおっぱい、やわらかかった。

「いやいやいやいや！」

　俺は全力で頭を振ふり、いま思ったことを否定した！

　こいつは男だ！　いまは女子になっているけど、普ふ段だんは男で、俺の仲間で友達だ！

　クソ！　なんでこんなに胸が高鳴っているんだよ!?

「…………」

　木場は顔を真っ赤にして、胸を押さえていた。なんでそんな反応するんだよ!?　いつもみたいにイケメンフェイスで「いやー、まいったねぇ。イッセーくんに胸を揉もまれちゃった」って苦笑いしてくれよ！

　あの光線を浴びると心まで乙女になるのか!?　やめてくれよ！　このままじゃ、俺、違う方向に目覚めちゃうじゃないかぁぁぁぁぁっ！

　ただでさえ、病気で辛つらいんだから、そういう人生の大切なポイントをこんなところで発生させないでくれぇぇぇぇっっ！

「……イッセーくん、僕ね……」

　潤うるんだ瞳ひとみで木場が何かを言おうとしたときだった──。

「イッセー、心配だから早めに帰ってきたわよ」

　部長たちが帰ってきてしまった！

「何か体にいいものを作ってあげ──」

　ボトッ。

　部長は部屋の有様を見ると、笑え顔がおのまま無言で通学鞄かばんを床ゆかに落とした。

「リアスお姉さま、どうかしたんですか？」

　部長の背後から怪訝そうにアーシアが顔をひょっこり出して、ベッドの俺と木場を見やる。

「…………はぅぅ、イッセーさんと……木場さんがっ!?」

　アーシアは動どう揺ようして目を白黒させている！

　その後、各女性陣じんも部屋の様子に愕がく然ぜんとし、一いつ拍ぱく開けて一いつ斉せいに叫さけんだ。

「「「「「これはどういうこと!?」」」」」

　女子たちに詰つめ寄られる俺はハラハラとしている木場を庇かばいながらも口を開く。

「えっと、これはその……」

「まさか、イッセーくんと祐ゆう斗とくんがいつの間にかそういう関係だったなんて……」

　朱乃さんは複雑そうなご様子。

「いえ、決してそういうわけではなくて……」

「ぼ、僕が……自主的にここに来たんです」

　木場も続けてそう言う。

「……自主的に。二人の仲はそこまで……」

　小猫ちゃんが何やら深読みしているよ！

「木場さんは男性で……私は女の子なのに……」

　アーシアは目をあんなにまで潤ませている！　そのアーシアの肩かたを抱だき、ゼノヴィアが言う。

「アーシア、イッセーは私たちにはわからない道を極きわめようとしているのかもしれない」

「そうね、こういうのって二刀流と言うのよね……。ああ、背徳的で背信的だわ！」

　イリナは何か深く頷うなずいていた。いや、肯こう定ていもしないで！

「ぼ、僕も女の子になって先せん輩ぱいと……」

　やめてくれギャスパー！　俺にこれ以上変な属性を見せないでくれ！

　ロスヴァイセさんは教員だからまだ帰ってきてないけど……ここは耐えがたい空間だ！

　……あ、なんだか、動どう悸きが激しくなって、めまいまでしてきたぞ……。もしかして、ぶり返してきた……？

　それでも俺は言い訳を続ける。このままじゃ、変な誤解を持たれたまま生活を共にすることになる！　それだけは嫌いやだぁぁぁぁっ！

「……で、ですから、俺と木場はそういうのではなくて……。どちらかというと、木場が俺のために気を利きかしてくれたというか……げほっげほっ」

　……そういや、今日はあの毒類もどきしか口にしてないから、体力も無くて……。

　……お腹も空いてきたかも。朝のも結局トイレで全部出しちゃったから、腹のなかには何も入ってないんだよな……。

「……アザゼルが原因なのはよくわかったけれど、祐斗も祐斗よ。一言相談してくれたら良かったのに。こういうことなら、私はダメなんて言わないわよ？」

　やさしげな部長の一言。

「本当にすみませんでした。僕も病気のイッセーくんのために何かできないかと思っていたものですから……」

　木場も反省していた。……木場は悪くないさ。

　……あら？　気が遠くなってきて……。

「何はともかく、まずはイッセーに快復してもらわないと皆みんなの調子も上がらないわね。まったく、あなたは人気者──」

　部長の声と同時に俺の意識が遠のいていった。
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「体調が悪いとき、イッセーにはこれが一番なのよ。すったショウガ入りのお味み噌そ汁しる」

　母さんが部屋に持ってきてくれた味噌汁を俺は飲んでいた。

「あぁ……。体の隅すみ々ずみまで染しみ渡わたるよ」

　これだよ、これ。ガキの頃ころから、風邪を引くと必ず母さんがこれを作ってくれたんだ。

　これが悪あく魔まの風邪にどこまで効くかはわからない。けど、心身がポカポカするとなんだか少しだけ体が軽くなった気がする。不思議な安心感。母さんの味噌汁じゃなきゃ、これは得られないんだと思う。

　お袋ふくろの味。俺はそれに心底癒いやされた気がした。母さん、マジでありがとう。

　あのあと、俺は軽く気を失っていたようだ。すぐに意識を取り戻もどしたが、空腹も手伝って、へろへろ状態だった。そこへ母さんが現れて、この味噌汁を持ってきてくれたわけだ。

　味噌汁を飲む俺を皆はまじまじと見つめていた。

「……お母さま！　私にもその作り方を教えてください！」

　部長が真しん剣けんな面おも持もちで母さんに詰め寄る。母さんは目をパチクリさせながら困こん惑わくしていた。

「作り方といっても、本当に簡単なのよ？　ま、まあ、ちょっとだけ私なりに手を加えていたりするけど……」

「そ、それです！　お母さん、どうか兵藤家の味を教えてください！　将来のためにも私、覚えないといけないんです！」

　今度はアーシアまで！

「もちろん、私も習いますわ」

「……はい。この際、兵藤家秘伝の味も一いつ緒しよにお願いします」

　朱乃さんに小猫ちゃんまで！　秘伝の味って、俺ですら知らないのに。てか、兵藤家にそんなのあるのか？

「これも花はな嫁よめ修しゆ業ぎようとなるのかな。切るのは得意なんだが」

「そうね、ゼノヴィアは少しでもお料理を覚えたほうがいいかも。おばさま、私もついでに教えてくださいな！」

　ゼノヴィアとイリナまで！　そうだね、ゼノヴィアは少し女の子らしいものを覚えたほうがいいかも。

「じゃあ、僕らもついでに習おうか、ギャスパーくん」

「はい！　覚えてイッセー先輩に愛情お料理を振る舞まいます！」

　木場！　ギャスパー！　おまえらが俺の好感度上げてどうするよ！

「あらあら。なんだか、すごいことになってきたわね。とりあえず、このお味噌汁から始めましょうか？」

「「「「「「「「はい！」」」」」」」」

　母さんは部長たちを引き連れて、下へ降りていく。

　こうして、治りかけの俺を置いて、キッチンで兵藤家お料理教室が始まったのだった。

　……今度は人数分の味噌汁が出てきそうだ……。さすがにそれはキツいぞ。

　少しして、一階から──。

　ボンッ！　ドカンッ！　ゴォォォン……。

　という、明らかに調理から発生してはならない爆ばく音おんや「キャッ！」「わっ！」って悲鳴まで聞こえてきた。

　味噌汁を作る過程でそんなことが起こりえるのか!?　まさか、これが我が家秘伝の料理なのか!?



　夕飯時、テーブルの上に置かれた様々な味噌汁。部長、朱乃さん、アーシアの作ってくれた美お味いしそうなものから、ゼノヴィア、イリナ、ギャスパーが作った邪じや悪あくな気配漂ただよう材料不明の味噌汁までバリエーションに富んでいた。

　母さん、本当に味噌汁の作り方を教えましたか!?　秘伝どころか、門外不出にしたほうがいい色合いと臭においだ！　どこの味噌を使ったらこんなことに……。

　我が家の食しよく卓たくはあまりに自由すぎる……。

　美味しい味噌汁を飲んでも、ダーク味噌汁のおかげで確実に胃い袋ぶくろにマイナスだ！

「「「「「「「「どうぞ、召めし上がれ！」」」」」」」」

　笑顔の皆がそう言ってくれる。

　ああ、幸せだ。皆、俺のことを心配してくれているんだから。だけど、こんな調子が快復するまで続くとしたなら、俺の体は本当に保もちそうにない！

　俺は心中で「早く治れ！　早く治れ！」と念じながら味噌汁をすするしかなかった。



　後日、先生の作った性せい転てん換かん光こう線せん銃じゆうは封ふう印いんとなった。

　まあ、あんなのがあったらトラブルのもとだから、当然だけど……。襲おそいかかってくる敵を光線銃で女の子にしちゃうのもありだったかなって俺は思うんだ！



    

  
    
      　Life.4　蘇よみがえらない不死鳥






　秋。とある休日に珍めずらしいお客が来訪してきた。

「ご、ごきげんよう」

　頭の両りよう端たんにドリルのような縦ロールをした美少女さんが俺の家を訪おとずれてきたんだ。

　俺は玄げん関かんで応対して、意外な客の登場に少し驚おどろいた。俺の隣となりにいる部長も驚いている様子だった。

「ごきげんよう、レイヴェル。突とつ然ぜん、この家に来るなんてどうかしたの？」

「はい、リアスさま。突然の来訪、申し訳ございませんわ」

　そう、部長にあいさつをするこの少女は上級悪魔フェニックス家の娘むすめさん──レイヴェル・フェニックスだった。

　冥めい界かいに行くと時折顔を合わすけど、まさか人間界の、しかも俺の家を訪問してくるとは露つゆほども思わなかったんだ。

　部長の様子だと事前の連れん絡らくもなかったようだ。本当に不意打ちの来訪か。

　レイヴェルは白でレースのかわいらしいワンピースを着ていた。彼女はしばし恥はずかしそうにもじもじしたあと、意を決したかのように口を開いた。

「実は兄のことについてご相談がありまして……」

　俺と部長はその言葉を聞いて、顔を見合わせた。

　どうやら、ちょいと複雑そうだ。



　ところ変わってリビング。玄関で話すのもなんだから。少々込こみ入った話になりそうな様相だったからね。

　朱あけ乃のさんがレイヴェルにお茶を出していた。

「ライザーについて？」

　部長がそう訊きくと、対面に座るレイヴェルはうなずく。

「はい。兄があの一件以来、ふさぎ込んでしまったのはお耳に届いているとは思うのですが……」

　一学期の頃、俺たちは部長の婚こん約やく騒そう動どうに身を投じた。親同士が決めた縁えん談だんにより、部長とレイヴェルの兄──ライザー・フェニックスは許嫁いいなずけの関係だった。

　けど、部長は自由な恋れん愛あいを求めて、その関係を破談にさせるためにライザーとレーティングゲームで対決することになったんだ。

　いろいろあって、結局婚約は破談。部長の縁談は無かったことになった。

　……その話は冥界の上流階級の間でちょっとした話題となり、複雑なものを残すこととなってしまったんだ。そこに上級悪魔同士の古くから伝わる大事なものが関連していたから、そりゃ伝統を重んじる純血悪魔にとっては事件となったんだろう。

　俺もその一件にかなり噛かんでる。なんてったって、ライザー本人をぶっ飛ばして部長を婚約パーティから連れだしたのは俺だからね！

　それに関して、俺としては後こう悔かいをしていない。大好きな部長が嫌いやがったからこそ、俺は命を張ってそれを阻そ止ししたんだ。いまでも部長を救いだしたと胸を張れるが……フェニックス家から見れば俺は怨おん敵てきだよね……。そこは受け止めないといけない。

　部長とレイヴェルの間に妙みような空気が流れている。婚約破談についての話は現当主たる親同士の間でも決着しているから、普ふ通つうに会話はできるんだけど、今回は話題が複雑だった。

　俺がぶっ飛ばしたライザーについてだからな。

　不死身の再生力を持つフェニックス。俺はそれを自身に眠ねむる力──赤せき龍りゆう帝ていのパワーでなんとか打だ倒とうした。

　その後、ライザーは俺に負けたこと、部長を失ったことで酷ひどくふさぎ込んでしまったという。それは半年近く経たついまでも変わらないようだ。

　生しよう涯がい初めての敗北と共に女まで去っていった。男としてはこれ以上ない挫ざ折せつかもしれない。

　二人の会話をリビングの隅すみでアーシアたちと見守っている俺。

「ライザーか。話には聞いているが……」

「どういう人なの？」

　ゼノヴィアとイリナは面識ないもんな。

「えーと、フェニックス家の方で……」

　アーシアが二人に説明していた。そういや、あの一件はアーシアが俺たちの仲間になってすぐのことだったな。

「上級悪あく魔まの世界は複雑ですね。けれど、貴族社会に憧あこがれます。……玉たまの輿こしに乗れないかしら」

　何やら企たくらんでるロスヴァイセさん。

「……妹自らグレモリー家を訪問……。本当に困っているのかも」

　そうだね、小こ猫ねこちゃん。実際そうなのかもしれない。

　どういう経けい緯いがあったかまではわからないけど、いろいろあってレイヴェルはここを訪ねて来た、と。

　レイヴェルは俺と会うときのツンツンした感じはなりを潜ひそめている。最初出会ったときはツンツンにプラスして高圧的な態度のお嬢じようさまだった。出会うたびに高飛車な感かん触しよくは弱まっているように思えていた。今日に限ってはすごくおとなしい。

　沈ちん黙もくを破るように部長が口を開く。

「ライザーは……あれから治っていないのね」

　部長の一言にレイヴェルはうなずいた。ここでレイヴェルに「あなたのせいです！」と立場的に言われてもおかしくないのだが、彼女はそんなことを言う様子もなかった。

　まあ、冥界で会うたび思っていたが、その辺に関してレイヴェルは気にしていないようだった。むしろ、兄のライザーにとってはいい勉強になったと俺に言ってきたもんな。そうは言ったものの、心配になるのは家族として当たり前だよね。

　レイヴェルは紅茶の入ったカップに口をつけると言う。

「……本来なら、ここへ来るのは筋すじ違ちがいかもしれません。けれど、兄の治ち療りように何がいいかいろいろと参考意見を各所で尋たずねたところ、リアスさまに相談したほうがいいという意見が少なくありませんでした。他ほかの方法を試ためしても大して効果もありませんでしたし……」

「私のところ？　どういうこと？」

　部長の疑問にレイヴェルはハッキリと口にする。

「兄の心身……精神的なところを直すのなら、リアスさまの眷けん属ぞくが持つ……いわゆる『根こん性じよう』を習ったほうがいいのでは？　と、そのように意見をいただいたものですから」

　答えに『根性』ときて、部長も俺たちも一いつ瞬しゆん間まの抜ぬけた顔をするが、すぐそのあとに数人の苦笑いがリビングに漏もれた。

　ハハハ……。こ、根性ときましたか。確かに俺の仲間は俺を含ふくめて根性──ガッツがある奴やつらばかりだね。

　って、皆みんな、俺のほうにも視線を向けてくるし。はいはい、どうせ俺は根性根性で突つき進んでますよ！

　ちょっと緩かん和わした場の空気にレイヴェルの溜たまっていたものが吐はきだされる。

「というかですね、兄は情けないんです！　一度ぐらいの負けで半年近くもふさぎ込むだなんて……！　ドラゴンが怖こわいそうなんですよ？　あれからレーティングゲームにも参加してませんし、ゴシップ雑誌に好きなことを書かれ放題！　イッセーさまにやられたトラウマでドラゴン関係に一いつ切さい触ふれなくなりましたの。恨うらむのならまだ話はわかります。怖がっているのですよ？　男なら負けを糧かてにして前を向けばよろしいのに！　本当に情けなくて情けなくて！」

　……すっごいマシンガントークに全員目をパチクリとさせていた。

　めっちゃ不満が溜まっていたんだな。そんなに酷い状じよう況きようなのか、ライザーの奴。

「……でも、いちおう私の兄なものですから」

　と、レイヴェルは最後にそう締しめくくった。心根では心配なわけね。

　しかし、相談相手の部長としても複雑だろう。まず断れないし、レイヴェルも責任を押しつける気で来たわけでもなく、純じゆん粋すいに兄が心配で訪ねてきている。

　……うん。やっぱりさ、それしかないよな。俺は心中で決めたことを口にしようと思った。立ち上がり、レイヴェルに言う。

「任せろ、レイヴェル。俺がなんとかしてやるよ」

　レイヴェルはじめ、全員の視線が俺に集まる。

　俺は頬ほおをかきながら続けた。

「ま、まあ、俺が最終的にやっちまったことだから、立ち直らせるのもやらなきゃいけないと思うんだ。それに『根性』だろ？　任せてくれ。根性といえば俺だ。悪魔なのに山ごもりしたり、常に四苦八苦三ざん昧まいだしさ。そういうのは慣れてる」

「……いい意味でも悪い意味でもど根性の塊かたまり」

　小猫ちゃん、その通りだ！

「イッセー、これは私の──」

　部長が「自分がやる」と言いそうなので俺は手で制止した。

「だいじょうぶです。俺に案があるんです」

　強がりでもない。実は心当たりがある。『根性』をたたき込んで、なおかつ心身を鍛きたえ直す的な面で俺の脳のう裏りに浮うかんだものがあったんだ。ハハハ、修しゆ行ぎようばかりしてるから自然とそっち方面に思考が直結しやすくなってるのかな。才能ないのもたまには役立つ。

　レイヴェルのほうへ顔を向ければ、パァッと明るい表情となっていたが、ハッと気づいたように咳せき払ばらいした。

「し、し、仕方ありませんわね。それではイッセーさまに頼たのんで差し上げてよ？　せいぜい上級悪魔のために励はげんでくださいな。……い、いちおうお礼を言ってあげますわ」

　はいはい。がんばりますよ。部長は息を吐き、うんと一度うなずいた。

「わかったわ。イッセーを中心にして、ライザー立ち直り作戦ね」

　こうして、俺たちは焼き鳥野や郎ろうの更こう生せいをすることになった。



　　　　─○●○─



「はぁ……でっけぇぇぇぇぇえっ」

　俺は眼前にそびえ立つ大きな城に圧あつ倒とうされていた。

　いま俺たちグレモリー眷属＋イリナは冥めい界かいのフェニックス家を訪れていた。

　人間界からグレモリー領へ転移したあと、魔ま方ほう陣じんを介かいして何度もジャンプして到とう着ちやくしたわけだが……。城がデカい！　部長の家もデカいけど、負けてないな。

　回復アイテムの『フェニックスの涙なみだ』でだいぶ稼かせいでると聞いてたけど、こりゃ相当儲もうけてるな！

　城門が重い音を立てながら開いていき、俺たちはなかへ進んだ。

　城内の庭園を抜けると、家の者が住んでいる居住区に出る。豪ごう華かな造りの扉とびらの前にドレス姿のレイヴェルと使用人数人が待っていた。

「ごきげんよう、ようこそフェニックス家へ」

「ごきげんよう、レイヴェル。確か、ライザーはこの区画に住んでいたわよね？」

　部長の問いだ。そうか、部長は幼少の頃ころに来たことがあるみたいだったし、ある程度城内を把は握あくしているのか。

「はい、ここから入ってそちらまで行けますわ」

　レイヴェル先導のもと、扉を抜けてなかを進む。おおっ、天てん井じようが高い！　シャンデリアすげえ！　高そうな絵画や像やらがあちらこちらに！　部長の家に引けを取らないかも。

「これはリアスさま。お久しゅうございます。それと、久しいな、赤せき龍りゆう帝てい」

　第三者の声。視線を向ければ階段の前に見知った女の人が立っていた。

　顔に半分だけの仮面をした女性──イザベラさん。ライザーの眷属だ。

「久しぶりです。イザベラさん」

「噂うわさはいろいろと聞いている。もうまともにやっても私では勝てないだろう」

　前にも同じこと言われたかな？　この人、ライザーの眷属のなかでは俺に好意的な人だよね。

「主あるじはこちらです。ついてきてください」

　イザベラさんと共に俺たちは階段をのぼって、広い内部を進んでいった。

「それでライザー……さんは普ふ段だん何をしているんですか？」

　歩きながら問う俺。イザベラさんは嘆たん息そくしながら答えてくれる。

「部屋にこもり、一日中レーティングゲームの仮想ゲームをしているか、チェスの強い領民をわざわざ家に呼び寄せての一局だ」

　引きこもってるのか。

　あのキザなイケメンが引きこもるなんてな。全然想像つかないや。

　なかを進んで十分ほど。広い。広すぎる！　部長の家でも思ったけど、上級悪魔のお宅は無む駄だなほど広い！　部屋の数も膨ぼう大だいだ！　迷ったらもとの場所に戻もどれる自信が微み塵じんもないぜ！

　ということを思っていたら、レイヴェルとイザベラさんの足がとある扉の前で止まる。

　大きな扉だ。火の鳥……らしき見事なレリーフが刻まれていた。

　コンコン。扉をノックするレイヴェル。

「お兄さま、お客さまですわよ」

　……反応がない。寝ねてるのか？　そう思っていたが、なかから声が聞こえてきた。

『……レイヴェルか。今日は誰だれとも会いたくない。嫌いやな夢を見たんだ……。とてもそういう気分じゃない』

　それを聞き、レイヴェルはため息を吐ついていた。しかし、気を取り直して告げる。

「──リアスさまですわ」

　一いつ拍ぱく開けて──ガッシャーン！　なかから何かを落とす音が響ひびいてきた。

『──っ！……リ、リアスだと……？』

　その声は酷く狼ろう狽ばいしていた。予想外のお客だったのだろう。

　部長が扉の前に立ち、言葉を投げかける。

「ライザー。私よ」

『……今いま更さら何をしに来た、リアス？　俺を笑いに来たのか？　それとも赤龍帝との仲なか睦むつまじい話を聞かせに来たのか？』

　声のトーンは低い。それどころか、恨めしい声こわ音ねだ。

「……少し、お話をしましょう。顔を見せてちょうだい」

　そう部長が言ったあと、ドタドタとこちらに向かってくる足音が聞こえ、扉が勢いよく開かれた。

　なかから出てきたのは髪がボサボサでだらしない格好のライザーだった。

「振ふった男にキミは何を話すと言うんだ……？」

　目が据すわり、怒いかり口調だった。──が、視線が俺に移ると途と端たんに顔色を変えた。

「せ、せ、せ、せ、赤せき龍りゆう帝てえぇぇぇっ！」

　指を突きつけて、絶ぜつ叫きように近い声を発してくる。

「ど、どうも、こんにちは」

　俺は笑えみを引きつらせながら、手をあげてあいさつをした。

「……ひ」

　ひ？

「ひぃぃぃいいいいいいいいぃぃぃっ！」

　ライザーは悲鳴をあげて部屋のなかへ逃にげていった！　マジかよ！　どういうこったよ！

　天てん蓋がい付きの豪華なベッドに入り込むと叫さけびだした。

「か、帰ってくれぇぇぇぇぇっ！　あのときのことを思いだすのは嫌だ！　もう嫌だ！　あんなみすぼらしい思いを二度としたくない！」

　…………。

　全員、ライザーのその様子に驚おどろいたのはもちろん、酷ひどく当とう惑わくしてしまった。

　……こ、これほどとは……。

　あんなに高圧的な態度で俺を見下していたあいつが、俺を見た瞬しゆん間かんにビビッてベッドのなかに逃げ込みやがったよ。

「ライザーさまー」

「だいじょうぶですよー」

　チェーンソー振ってた双ふた子ごの姉妹しまい眷属がライザーをなだめていた。

　しかし、ライザーはベッドのなかでぷるぷると震ふるえている。

「ライザーは生まれたときからまともな勝負では負けたことがなかったから」

　部長がそう言う。レイヴェルもうなずいた。

「はい。イッセーさまに真っ正面からやられてしまったのが体にも心にも大きく爪つめ痕あとを残してしまったようですわ」

「でも、ライザーさんも強かったですよ。いまだと……どっちが強いかな？」

　俺の疑問に木き場ばが口を開く。

「いまのイッセーくんなら、仮にライザー・フェニックス氏が万全でも引けを取らないよ。いや、おそらく勝てる。精神的な要素──根性が勝っているし、天てん龍りゆうを相手にするプレッシャーで相手は精神を徐じよ々じよにすり減らして不死身の特性が揺ゆらぐだろうね。フェニックスの力は不死身の特性が大きなファクターでもあるから、氏にとってそこが揺らぐのは大きな打だ撃げきだよ」

　ほー、こいつがそう言うならそうなのだろう。戦せん闘とうに関して、木場は冷静に分ぶん析せきするからね。

「……俺と戦うってそんなに怖こわいの？」

　自分に指をさしながら木場に再度訊きく。木場は苦く笑しようしながら首を縦に振った。

「伝説のドラゴンというのと何を起こすかわからない点だけでだいぶ怖いよ」

　そうなのか。ま、まあ、何が起こるかわからない不確定要素は俺でも怖いな。でも、不死身を相手にするのも相当怖いぞ。倒たおしてもすぐさま再生する姿は恐きよう怖ふだ。

「お兄さま。リアスさまたちがせっかくいらっしゃったのですから、ベッドから出てください！」

　レイヴェルがライザーをベッドから出すため、掛かけ布ぶ団とんを取り払はらおうと奮ふん闘とうしていた。

「か、帰れ！　帰ってくれぇぇぇっ！」

　ライザーはそう叫ぶだけだ。

「えっと、とりあえず、ライザーさんを無理矢理外に出しましょうか」

　その後、俺たちはライザー眷属の女の子たちと協力して、強引にライザーを城の庭にまで連れ出すことに成功した。……ちょっとだけ時間がかかったけどね。





　庭で荷物をまとめる俺。よし、これで準備も万ばん端たん。

「それで作戦はどういうものなの？」

　部長の問いに俺は空を指さした。

「もうじき来ます」

　さっき連れん絡らくしたら、すぐに行くと言ってたからもう着くはず。

　──と、遠くの空から大きな影かげがひとつ飛来してきた。

「あ、来た」

　俺たちの上空に巨きよ大だいな影！

　ズゥゥゥゥゥウウンッ！

　大きな地じ響ひびきを立てながら、巨大なドラゴンが庭に降り立った。

「この間ぶりだな、おまえたち」

　巨大なドラゴン──元龍王のタンニーンのおっさんだ！

「おっさん、来てくれてありがとう」

　俺が礼を告げている横でライザーが叫んだ。

「タ、タ、タ、タタタタタタタタンニーンッ！　最上級悪魔……、で、伝説の……ドラゴン！」

　……あー、ドラゴン見るのもダメなんだっけ？　ビビッてるね……。そりゃ、まさにドラゴンって姿だからな、おっさんは。

　おっさんの大きな眼めがライザーを捉とらえる。

「ライザー・フェニックスか。レーティングゲームの試合をいくつか見たことがある。将来有望な『王キング』として注目していたのだが……。その様子だといささか問題があるようだ」



    

  
    
      　俺はおっさんに事の顛てん末まつを軽く説明した。おっさんも「情けない」と一いつ蹴しゆうする。

「俺のときみたいなものでなんとかならないかな？　根こん性じようを身につけさせたいと家の人が言っているからさ」

　俺の言葉におっさんは大きな口元をにやけさせた。

「そうか。根性か。それはいい。では、山に行くというのだな？」

「うん。それでいいと思うんだ。荷物も持ったし、そちらの荷も作った」

「おまえにしては準備がいいな」

「ていうか、俺にはこれしか思い浮うかばなかったし。てなわけで、部長。俺はこのヒトを連れておっさんと共に山へ修行に行きます」

　これが俺の作戦。細かいことはこの際放ほう棄き。強引に山へ連れていって環かん境きようを変えたほうが鍛きたえられると思ったんだ。

　俺も夏休みのとき、強引に山へ連れて行かれて随ずい分ぶん鍛えられたからねぇ……。うぅ、辛つらい場面がフラッシュバックしたぜ……。

「山はいい。うん、なんとかなるな」

「山でドラゴンとフェニックスが修行だなんて幻げん想そう的よね！」

　ゼノヴィアとイリナがそんなことを言っていた。いや、正直面めん倒どうくさいんですけどね。これも部長とレイヴェルのためだ。俺はこいつを連れて山へ行くよ。

「い、いやだぁぁぁああああっ！」

　ライザーが炎ほのおの翼つばさを広げてこの場から逃げようとするが──。

　ガシッ！　おっさんのデカい手が素す早ばやくライザーをつかんでしまった。

「逃げるな。男なら覚かく悟ごを決めろ」

「ひぃぃぃいいいいっ！」

　傍そばから見るとドラゴンに食われそうな鳥さんですね！

「部長、アーシア、行ってきます！」

　俺は素早くおっさんの背に乗っかり、部長とアーシアにしばしの別れを告げる。

　部長が見上げながら訊いてくる。

「イッセー、本当にあなたに任せていいの？」

「もちろんです！」

「何か困ったら必ず連絡して」

「はい、部長！」

「無茶だけはしないでください！」

「おう、アーシア！」

「私も付いていきますわ！」

　俺が仲間たちにしばしの別れを告げるなか、レイヴェルが一歩前に出て決意の一言を発する。なんと、付いてくるとな！　しかし、山に女の子を連れて行くのは気が引けるぞ。

　困こん惑わくする俺にレイヴェルはさらに告げてきた。

「兄を……一緒に立ち直らせたいのです！」

「──っ」

　決意の眼まな差ざしだ。心底、兄貴が心配なんだろうな。

「いい目をしているではないか。兵ひよう藤どう一いつ誠せい、おまえが守ってやれば心配あるまい」

　おっさんが愉ゆ快かいそうに笑えみ、そう言う。

「わかった、いいぜ。一緒に行こう、レイヴェル」

　俺の一言にレイヴェルはうれしそうに「はい！」と元気に応じてくれた。彼女は素早く魔力で自分の衣い装しようを動きやすいものにチェンジさせる。探検家の服装──サファリジャケット姿だった。

「イッセー、レイヴェルもよろしくね」

「はい、部長！」

　一方、兄貴のほうはというと──。

「い、嫌いやだぞ！　なんで俺が山になど行かないといけないんだ!?」

　おっさんの手のなかでライザーが暴れていた。……妹があんなに健けな気げなところを見せた横でそんな情けない姿だとは……。

「これもあなたのためなんですよ。お坊ぼつちゃん気質を捨てて山まで行きましょう。新しん鮮せんな空気でも吸えば心身も洗い流されますよ」

　そう言う俺をすごい形相でにらんできた。恐怖の対象として見られるより、そちらの反応のほうが自然に思える。

「俺の眷属たち！　俺を助けろ！　命令だぞ！」

　眼下の女の子たちに助けを求めるライザーだが……。

「ライザーさま、今回は我が慢まんなさってください」

「「ファイト、オー！」」

　手を振ふって応おう援えんしてくれるだけだった。それを見てライザーは目玉が飛びだすほどのショックを受けていた。

「お、おまえら！　薄はく情じよう者ものぉぉぉぉぉっ！」

　バサッ！　ついにおっさんが庭から飛び立つ。レイヴェルは俺にしがみついてきた。

「たすけてぇぇぇぇぇっ！」

　ドラゴンに掴つかまれたライザーの姿がまんま夏休みの俺と被かぶる。

　そうだよな。ドラゴンに連れ去られるって、相当なものだよね！

　この修行を最初に思いついたアザゼル先生。やっぱり、あんたは鬼おにです！

「兵藤一誠、どうせならいいところがある。そこへ行くのはどうだ？」

　と、おっさんが提案してくれる。へー、どこだろう？

「どこ行くの？」

　俺が訊くとおっさんは少し楽しそうな声でこう答えた。

「俺の領地だ」
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「うわー、すっげー」

　俺は眼前の光景を目にして呆あつ気けに取られていた。

　目の前に怪かい獣じゆうみたいに大きなドラゴンがたくさんいる！

　おっさんに連れられ、俺とレイヴェル、そしてライザーが降り立った場所は巨大なドラゴンたちが住むというおっさんの領地だった！

　とある峡きよう谷こく、切り立った崖がけの各所にデカい横穴が開いていて、そこから体長十メートル級のドラゴンたちが顔を覗のぞかせる。谷間を多くのドラゴンが翼を広げて飛び回っていたりもしていた。この谷にドラゴンたちが数多く住んでいるようだ。

　俺とライザーたちは崖の一角、なんとか人が立てる場所に降ろされていた。

　眼下に広がる深い谷底！　素すで飛べない俺が落ちたら大変だ。

　ドラゴンたちは巣穴から俺たちを珍めずらしそうに見ている。すげー、怪獣がたくさんいるって感じだよ！　冥めい界かいにもドラゴンが住んでいると聞いてはいたけど、住すみ処かを見るのは初めてだった。

「ここは俺の領民が住むドラゴンの巣だ。この住処は俺たちの一部に過ぎないが、おまえたち人型の悪魔が山で生活できるギリギリのラインといえばこの辺りだろう。それにこの者たちは意い思し疎そ通つうに言葉を扱あつかえるドラゴンの種族だしな」

　おっさんはそう説明をくれる。

「ド、ド、ドラゴン……」

　隣となりのライザーはドラゴンの群れを前にして、顔を青くしていた。よほどドラゴンにトラウマ持ったんだな……。

「タンニーンさま」

　聞き覚えのない声と共に二匹ひきの大型ドラゴンが俺たちの前に姿を現す。

「お呼びですか？」

　蒼あおい鱗うろこ、水色の鱗を持ったドラゴンが一匹ずつ。

「うむ。兵藤一誠、この二匹は俺の配下の高位ドラゴンだ。ライザー・フェニックスをこいつらに頼たのもうと思っていてな」

　そう言うなり、おっさんは二匹のドラゴンに事情を説明する。

「了りよう解かいです」

「マジＯＫっス」

　二匹は二つ返事で応じてくれていた。なんだか、蒼い鱗のドラゴンは軽い感じの応じ方だったが……。

「ライザー・フェニックス」

　おっさんがライザーを呼ぶと一言告げた。

「このドラゴンの峡谷近辺でおまえの心身を一からたたき直す！」

「……うぅ、なんてこった」

　ライザーは首を横に振りながら顔を両手で覆おおっていた。覚悟を決めてくださいな。なーに、死ぬ思いをしても不死身だからなんとかなるでしょう！　などと俺がうんうんうなずいていると──。

「兵藤一誠、おまえもついでに鍛たん錬れんをやっていけ。まずは走り込みだな」

　おっさんが俺にもそう言ってきたのだった。

　ですよねー……。俺も覚悟を決めて持ってきた登山装備に着き替がえたのだった。





「ほらほら、遅おそいですぞ！」

「うわぁぁぁぁっ！　凍こおる！　俺の炎が凍るぅぅぅぅっ！」

　ブフゥゥゥゥゥ！

　山の雪原地帯で焼き鳥さんがドラゴンに追いかけ回されていた。水色ドラゴンは口から氷のブレスを吐はき、登山装備となったライザーを追い立てる。

「くそ！」

「ライザー殿どの！　訓練中の掛かけ声は『ドラゴン！』です！　ほら、ドラゴン！」

「ド、ドラゴンっ！」

　俺は少し離はなれた後方について雪山ランニングをしていた。俺たちが走っているところはさほど積もっているわけでもなく、身み震ぶるいするほどの寒さでもない。日中だし、吹ふ雪ぶいてもいないしな。

　水色ドラゴンは『氷雪龍ブリザード・ドラゴン』という高位種族だそうだ。

　いやー、しかし。皆みなさん、見てくださいよ。うしろから見たら惨さん劇げきですよ。なんてったって、山で大型ドラゴンに襲おそわれている冒ぼう険けん家にしか見えないからね！

「お兄さま！　これぐらいで音を上げてどうしますの！」

　水色ドラゴンの背に乗るレイヴェルは上空から兄に檄げきを飛ばしていた。

　トレーニングは走り込みから始まった。健全な精神を育はぐくむには、まずは健全な肉体を作らないといけないってんで雪山ランニングです。

　踏ふみ慣れない雪に足を取られがちでランニングはかなりハードだ。でも、これ相当足あし腰こし鍛きたえられそう。辛つらいけど、修しゆ行ぎようということで俺はなんとか走れていた。

　俺の上空には蒼い鱗のドラゴンさん。……超大型サイズのタッチパネルモニターをいじりながら鼻歌まじりで空を飛んでいるんだよな。前方を飛ぶ水色ドラゴンとはえらい違ちがいだぜ。偏へん見けんかもしれないが、おっきなドラゴンが近代機器を操作していると幻げん想そうが崩くずれていく思いだ。

　そんなことを思っていたら、上空の蒼いドラゴンに話しかけられた。

「赤せき龍りゆう帝てい殿どの、どうスか、フェニックス家の坊ちゃんは？」

「え？　あー、まあ、大変そうです」

「パねぇスねー。マジ軟なん弱じやくっスねぇ。上級悪あく魔まのお坊ちゃんってもう少しエレガントなものだと思ってたんスけど、案外打たれ弱いのかもしれないっスねぇ。超ちようパねぇっス」

　……軽い口調だなぁ。すんげー、チャラいんだけど!?　いちおう、『蒼雷龍スプライト・ドラゴン』というドラゴン種族のエースらしい。アーシアの使い魔がこの種族のチビドラゴンなんだよな。大きくなったらこんなチャラいドラゴンに……？

　一時間走ったところで、休きゆう憩けいとなり、俺は水分をとっていた。横ではぜーはーぜーはーと息をあげてぶっ倒たおれているライザー。

「……し、死ぬ……」

　声も絶え絶えだ。おいおい、俺でもまだまだ走れそうなのに。スタミナないなー。

「まだ走り始めて大して時間経たってないスよ？」

　俺が言うと、不ふ機き嫌げんそうに声を荒あららげる。

「う、うるさい！　山にこもって修行なんて野や蛮ばん人のすることだ！　これだから転生悪魔は！」

「何言ってんスか。悪魔だって、練習すれば強くなるんですからやっておいて損はないですよ？」

「俺は生きつ粋すいの上級悪魔だぞ？　受け継ついだ血と才能を重んじて貴族らしく生きてこそ上級悪魔だ！　それに魔王を輩はい出しゆつしたグレモリーの者を許嫁いいなずけにできるほどの家いえ柄がらだぞ！　こ、こんな泥どろ臭くさい真ま似ねをしないといけないなんて……！」

　あー、生粋のお坊ちゃん気質だねぇ。まだ初日だぜ？　音をあげるの早いって。まあ、俺もドラゴンとの生活を送りだした最初の頃ころは戸と惑まどったし怖こわかったが。

　こうして山でのトレーニングがスタートしたのだった。

　……前ぜん途と多難だ。
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　山にこもって三日目。

　レイヴェルが差し入れのバスケットを持って現れた。

「ひ、ひぃいいいいぃぃぃっ！」

　遠くでライザーがドラゴンに追われながら悲鳴をあげて雪山を走っていた。がんばれ、ライザー。

　俺とレイヴェルは雪から顔を出している岩場に座り込み、休憩を取り始める。

　魔法瓶びんから注がれたお茶をもらう。……温かい。

「……兄はいかがでしょう？」

　レイヴェルは心配そうにうかがってくる。

「うーん、わからないなぁ。でも、文句言いつつもやることはやれているかな。俺もタンニーンのおっさんのしごきを最初に受けたときあんな感じだったし、慣れていけばなんとかなると思うぞ。なかなか再起しなかった部分には甘えもあったんだろうな」

「そうですか……。少し安心しました」

　レイヴェルはそれを聞き、表情が少し緩かん和わしたようだ。

「このパンケーキ、うまいな」

　バスケットに入っていたパンケーキを口にした俺は素直な感想を述べた。

「ほ、本当ですか……？　材料などはここのドラゴンさんたちにいただいたのですが、足りないものもあって……満足には焼けなかったといいますか……」

「ああ、ウソ言ってどうするよ。マジでうまいって。レイヴェルは本当にケーキ作るのが得意なんだな」

　口に入れた瞬しゆん間かん、口当たりの良い食感と共にほのかな甘みが広がるんだよな。

　俺の感想を聞いて、口元に手を当てて自じ慢まんげに笑えむ。

「と、当然ですわ！　私のパンケーキが食べられるなんてイッセーさまは幸せ者ですわよ！　感謝しながら味わってもらいたいものですわ！」

「はいはい」

「な、なんですか！　その反応は！　もう！　せ、せっかく朝早く起きて……」

「朝早く？」

「い、いえ！　こんなもの少しの時間で何個でも作れます！　今日はたまたま目覚めるのが早かっただけですわ！」

　この子、高飛車でお嬢じようさま気質バリバリな面が目立つけど、芯しんの部分は純じゆん粋すいではあるんだよな。

「ところでレイヴェルは……人間界の学校の学年でいうと何年生だ？」

　前々から訊ききたかったことを口にしてみる。レイヴェルの年ねん齢れいについてだ。直接訊くのは失礼かもしれないと思ったので学校基準で訊いてみる。

「では特別に教えて差し上げます。日本のハイスクールでいうところの一年生ですわ」

「高一!?　マジ!?　後こう輩はいじゃん！」

　こいつは驚おどろいた！　一年生なのか！　小猫ちゃんとギャスパーと同じだ！　小猫ちゃんとは違い、発育がいいというか、部位によっては二年のアーシアより成長しているように見えたり……。

　ちょっとスケベな視線でレイヴェルの全身を見てしまった！　いかんいかん！　後輩だとわかったためか、罪悪感が俺のなかで渦うず巻まく！

「今度、駒く王おう学がく園えんの制服を着てみたいですわ」

「おー、着てみなよ。似合うだろうな」

「もちろんですわ！　必ずや着こなしてみせます！……こ、今度、またお宅へおうかがいしてもよろしいのでしょうか？」

「いいよ。じゃんじゃん来なよ」

「じゃ、じゃあ、遠えん慮りよなくうかがいますわ！　人間界の庶しよ民みんの暮らしを知るのも上級悪魔のつとめですし！」

　勝手に決めちゃったけど、あとで部長に怒おこられるとかない……よね？　でも、レイヴェルの反応を見たら、断れるはずないじゃん！

　レイヴェルが告げる。

「そういえば、今夜リアスさまたちがこの山へ来るそうですわ」

「部長たちが？」

「はい。なんでもこの近くに良い温泉があるそうなのです」

　温泉！　部長たち、ここへ様子見がてら温泉に……。

「ぎゃああああっ！」

　あ、ライザーの悲鳴だ。またドラゴンさんに攻こう撃げき食らったか。

　そんなこんなでその日のトレーニングは無事に終えていった。
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　その夜。修行中の寝ね床どことしている洞どう窟くつのなかで俺は寝ね袋ぶくろに入っても寝れないでいた。

　──温泉！　部長たちが入る！

　……ぐふふ。思考がピンク色になっている俺！　温泉ですよ！　しかも部長だけじゃなく、朱乃さんたちも来るようだ！

　この山んなかで乳ちち乱らん舞ぶが見れるというのか！　三日も禁きん欲よくして、俺はもうたまらん状態になっていた！　多感な時期の俺だぜ？　そろそろ乳でも見ないと正気が保てなくなる！

　ライザーを更こう生せいさせようと真ま面じ目めに励はげんでいた俺だが、温泉という一言によって、すべてがスケベ思考に塗ぬり替えられた！

　ああ、そうさ！　俺といえばこれだ！　これこそ、俺！

　──行くしかない！　温泉に！

　……こうなるとライザーに気づかれないようにこの洞窟を抜ぬけ出る必要がある。

　ちらりとライザーのほうへ視線を向けた。なんだか、静かだ。ここに来てから「貴族が洞窟で寝られるか！」「寝袋なんて最悪だ！」って文句たらたらだったのに、今夜に限っては寝静まっている。……おかしい。

　俺は寝袋から出て、ライザーを確かく認にんする。

　──っ！　寝袋からフェイクらしき物体が顔を覗のぞかせていた！　下手くそな顔の絵が描えがかれてやがる！　クソ！　まさか、あいつ！　ランニングしながらも俺とレイヴェルの会話を聞いてやがったのか!?　なんて耳だ！　忘れていた！

　──あいつはハーレムを作りやがったスケベ野や郎ろうだってことを！

「くそったれ！　部長の！　アーシアと朱乃さんの！　皆みんなの裸はだかを貴様に見せてたまるものかよッ！」

　俺は怒いかりに燃え、その場で禁手バランス・ブレイカーとなり、赤龍帝の全身鎧プレート・アーマーを身に着けて洞窟から飛びだした。



　雪が静かに舞まう山の夜。俺は龍の翼つばさを展開して全速力でライザーを追った。

　野郎……！　どこに行きやがった！　温泉の場所は洞窟を飛びだしてすぐに出会った夜行性のドラゴンさんに訊いてだいたい把は握あくしてる。

　飛びだして数分。炎ほのおのゆらめきらしきものを視界に映した。

　──炎の翼！　ライザーが飛んでる！

　俺は急速で近づく。すると相手も気づいたのかこちらへ振ふり向いた。

「チッ！　バレたか！」

「あっ！　その物言い！　やっぱり、温泉を覗く気か！」

「覗いて何が悪い！　温泉に入る女がいるなら、それを覗くのが男だ！」

「それが貴族のすることかぁぁぁああっ！」

　許せん！　このスケベ焼き鳥がぁぁぁあっ！　女子眷けん属ぞくの乳は俺が守る！　俺は野郎を制止させるために突つっ込んでいく！

　俺の突とつ貫かんはひょいっと軽く避よけられた！　空中戦じゃ焼き鳥のほうに分があるか！

「あのときより攻撃が鋭するどいな！　だがな、俺はリアスの乳が見たいだけだ！　貴様だけが堪たん能のうするだなんて許されないことなんだよ！」

　そんなふざけたことを言いながら野郎は炎の翼から特大の火か炎えんを放ってくる！

「バカじゃないの!?　見せてたまるかよ！　俺の部長だぞ！」

　俺はその炎を避け、魔ま力りよくの弾たまを相手にぶっ込んだ！　しかし、それも避けられてしまう。

　お互たがいに放った攻撃が山にぶつかり、爆ばく音おんを鳴り響ひびかせて積もる雪を蒸発させた。

「俺は元婚こん約やく者だ！　あのデカい胸を一度も生で見ないで諦あきらめられると思うか!?　俺の立場で考えてみろ！」

　と、言われて一瞬考え込んでしまう。……た、確かにそれは諦め切れんかもしれん！

　だが！　それはそれ、これはこれだッ！　つーか、乳が見たいがためにここまで復調するとかどんだけスケベなんだよ！　トレーニングのときとは真逆のハイテンションじゃねぇかぁぁぁっ！　その気構えで鍛たん錬れんしろやっ！

　根こん性じようないとか言って、こいつにもあるじゃねぇか！　俺にも負けない『スケベ根性』ってのがよっ！

「雷いかずちの巫み女この乳も見たいしな！　あれもデカいだろ！」

「朱乃さんのおっぱい!?　マジで許せない！　あったまきた！　あの豊満なバストは俺だけのもんだぞぉぉぉおおっ！」

　ゴオオオオオオオッ！　ドォォンッ！　ドドォォォォンッ！

　炎の渦うずとドラゴンのオーラが雪の舞う山で暴れ回る！

　俺とライザーは空中であの日の再戦を繰くり広げながら、温泉のほうへ少しずつ少しずつ近づいていったのだった。



　雪山での空中決戦を始めて十数分ほど──。

「ぜーはー」

「ぜーはー」

　俺とライザーは空中合戦で疲つかれ切っていた。……相手は不死身だからさ、何度倒たおしても再生しやがる。引きこもっていた割には粘ねばるもんだ。……なんとなく、その理由もわかるんだよね。──エッチな思いだけで精神を奮い立たせているのだろう。

　そんなに部長の乳が見たいか!?　見たいよね！　俺だって見たい！　あんなに素す晴ばらしいおっぱいはそうないだろう。こいつがあれを知ってしまうのは嫌いやだ！

「……随ずい分ぶん強くなったじゃないか。こちらにとって有利な空中戦でまともにやってこれだからな。まったく、赤せき龍りゆう帝ていは末すえ恐おそろしい！」

　ライザーが息を切らしながらそう言う。

　俺だってあれから修しゆ行ぎようしまくったんだい！　おまえにもう二度とボロ負けするかっての！　相手の再生能力が怖こわいが、俺も脅きよう威いの粘りでこいつをぶっ倒そうとしていた。すでにライザーの再生力もだいぶ落ちてきている。スタミナ勝負に持ち込めば勝てるかも。

　遠目だが雪山風景のなかに明かりが見える。あそこが温泉なのだろう。

　いつの間にか温泉に近づきすぎてしまった。もう派手な戦いはできないな。部長たちが驚いて温泉から抜け出ちゃいそうだし。俺だって、温泉を覗きたいんだ！

　……ふいに思いついてしまった。こいつの倒し方を。同じスケベだからこその発想だが、おそらく有効だろう。

「あっ、部長が！　生なま乳ちちを！」

　俺が温泉のほうに視線を向ける。すると──。

「なぁにぃぃぃっ！」

　ライザーが釣つられてそちらへ顔を向けた。嘘うそだよ。……マジで引っかかりやがった。

「隙すきありぃぃぃぃっ！」

　ドゴンッ！

「ぐわああああっ！」

　俺はライザーの延えん髄ずいにキックをかましてぶっ飛ばした……が！　あああああっ！　温泉の方向に吹ふっ飛んでいきやがる！　勢い余って蹴けり過ぎちまった！

　俺は急いで野郎の飛んでいったほうへ飛びだした。



「…………」

　温泉に頭から落下したライザー。足だけ逆さまに飛び出ていた。どうやら、完全に気を失ったようだ。

　俺は鎧よろいを解除して、軽くガッツポーズした。

　おおっ！　俺！　ライザーに勝ったぞ！……ま、まあ、こいつもスケベ根性で動いたとはいえ、万全の態勢ではなかっただろうからどこまで喜んでいいかわからないけど、半年前よりも強くなった実感は相当あった！　ていうか、部長を魔の手から救ったぜ！

　……って、あれ？　俺はライザーを更生させるためにこの山に来たんじゃなかったか？

　倒しちゃったけど……。う、うん！　部長の乳を守るためだから仕方ない！

「……すごい音がしたから誰だれかと思えば、イッセーじゃないの」

　聞き覚えのある声。振り向けばそこには全ぜん裸らの部長がぁあああっ！

　ブッ！　ぶるんとした生乳に鼻血が噴ふき出る！　ああ、これこそ俺のおっぱいだ！

「あらあら、イッセーくん？」

「イッセーさんもいらっしゃったのですか？」

「さすがイッセーだ。私たちの温泉を覗きに来たか」

　朱乃さん！　アーシア！　ゼノヴィアまで！　生乳のオンパレードじゃないか！

　眷属の裸に感動の涙なみだを流す俺。そこに──。

「……イッセーさま、お兄さま？」

　レイヴェルの声が!?　そちらへ視線を送れば──全裸のレイヴェルがいた。レイヴェルも温泉に入っていたのか！



    

  
    
      　……けっこうおっぱいがあるというか、これはなかなか……！

　鼻から血を流しながら、ぷるんとしている乳をガン見している俺。それに気づいたレイヴェルは胸むな元もとを隠かくしながら、顔を真っ赤にした！

　その背に炎の翼が展開する！　こ、これは……！

「イッセーさまのエッチィィィィッ！」

　ゴオオオオオオオオオオオオッ！

「ぎゃあああああっ！」

　レイヴェルから特大の火炎を食らい、俺とライザーは雪山で燃えた！





　温泉からなんとか帰き還かんし、洞窟で横たわる丸まる焦こげの俺と疲ひ労ろう困こん憊ぱいのライザー。

　部長たちのおっぱいをこいつに見られなくて良かった。それだけで十分な戦果だ。

　ふいにライザーが俺に言う。

「リアスのことは諦める。だから、今度一度だけリアスの乳を見せてくれ」

「ふざけるな！　焼き鳥野郎！」

　こいつはやっぱり、俺の敵だッ！　俺とライザーはその場で本日二度目の対決を始めたのだった。

　その後、ライザーはこの一件でだいぶ回復して、ドラゴン恐きよう怖ふ症しようも克こく服ふくしたそうだ。



    

  
    
      　Life.5　運動会でハルマゲドーン！






　ライザーとの山ごもりを終えてすぐのことだった。

　アザゼル先生が下校途と中ちゆうの俺を捕つかまえて開口一番に言った。

「よー、イッセー！　体動かしたくないか、体！　いいイベントあるんだけどよー」

　いやらしい笑えみを浮うかべてる……。

　あ、あやしい……。この手の笑みを浮かべながらの問いかけは過去の出来事を鑑かんがみてもろくでもないことをふっかけられる前兆だ。

「嫌ですよ。どうせ、ろくでもないことなんでしょ？　皆みんなを待たせているのでそれではこれで──」

「まあ、待て！　運動会だ！　運動会に出ないか？」

　先生は俺の腕うでを引っ張って、そう言う。

「う、運動会……ですか？」

　半眼で見つめる俺に先生は懐ふところから選手登録用の用紙を取りだしながら説明を始める。

「ああ、ちょいとうちの組織のイベントでやることになってな。おまえをゲストとして呼びたいんだよ」

　組織──グリゴリか。それのイベントで運動会？　で、俺がゲストって……。おっぱいドラゴンとして呼ぶってこと？

「い、いきなり、そんなことを言われましても……」

「ほら、堕だ天てん使しの綺き麗れいどころに会いたいって言ってただろう？……旦だん那な、乳ちちがデカくてエッチなおなごがたくさんいますぜ……？」

　渋しぶる俺に先生は写真を数枚見せつけてくる。

　おおっ！　黒い翼つばさを生やしたキレイなお姉ちゃんたちが大だい胆たんなポージングと衣い装しようをしている！

「マ、マジっスか!?　ど、どうしようかなぁ……」

　写真を受け取り、マジマジと見つめる俺！　いやー、皆、良い体してんなぁ……。うわっ、こっちの子なんて乳がデカすぎる！　それなのに腰こしはくびれているんだもんな！　た、たまらん……っ！

　運動会とやらに参加したら、このお姉ちゃんたちを紹しよう介かいしてもらえるのかな？　それなら、俺、この登録用紙に記入しても──。

　などと、用紙を受け取ろうとしたら──。

「むっ！　アザゼル！　言ったはずだ！　イッセーくんはこちら側の者だと！」

　物もの陰かげから紅べに髪がみの男性が飛びだしてきた！　うわっ！　サ、サーゼクスさま!?　どうしてこんなところに!?　なんて疑問を浮かべていた俺だが、サーゼクスさまを見かけた先生が舌打ちをした！

「チッ！　魔ま王おうさまが現れやがったか！　フハハハハハハ！　さらばだ！」

　そんな悪役みたいな捨て台詞ぜりふを吐はいて先生がこの場から素早く消えていく！　な、何事だよ！

　サーゼクスさまが俺の肩かたに手を置き、息を吐はいていた。

「……油断も隙もない男だ。危なくうちの義弟おとうとが堕天使の選手にされそうになった」

　……わ、わからん！　なぜにサーゼクスさまがここに来られて、先生が逃にげるのか？

　先ほどのグリゴリのイベントでおこなう運動会とやらに関係してる？

　俺は疑問をサーゼクスさまに投げかけた。

「あ、あの、サーゼクスさま。な、何事なのでしょうか？」

「うむ、リアス眷けん属ぞくが皆みな集まったら改めて説明しよう」

　──と、突とつ然ぜん人間界に現れた魔王サーゼクスさま。合流した部長たちと共に俺の家に行くこととなった。





『三大勢力の運動会──ッ!?』

　兵ひよう藤どう家のゲストルームにて、俺を含ふくんだリアス・グレモリー眷属の皆が同時に素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　説明をくださったサーゼクスさまが紅茶を飲んだあと、うなずかれる。

「うむ。実は三大勢力での親しん睦ぼく会ということで、スポーツに興じようという話になったのだよ。それで、スポーツ大会ならぬ運動会を開かい催さいすることになったのだ」

　三大勢力の親睦会で運動会か……。なるほど、先ほどのアザゼル先生が言っていた運動会って、実はこれのことだな？　しかし、なぜ先生は堕天使のイベントだと嘘をついて、サーゼクスさまから逃げたのか？

「あ、私もさっき運動会のことを天界から聞きました」

　と、転生天使のイリナも手をあげて言う。そっか、イリナは天界関係者だもんな。その手のイベント情報は耳に入るよね。

　サーゼクスさまが微笑ほほえまれながら続ける。

「もちろん、キミたちには悪あく魔ま側の選手として参加してもらいたい。これは大事な異文化交流だ。ぜひともリアス・グレモリー眷属の皆には協力を願いたい。おっぱいドラゴンであるイッセーくんを始め、皆、冥めい界かいでは人気者だからね」

　それを聞いて、皆も「運動会かー」「おもしろそう」と好印象の様子だった。そういうの悪くないと思うんだ。三大勢力でこういう交流を持つことは良いことだよね。ただでさえ、最近はテロリストが天界や冥界を狙ねらっているんだからさ、同盟同士でのイベント開催は関係の強化に繋つながりそう。

　しかし、わからんことがある。俺は挙手してサーゼクスさまに訊きく。

「あ、あの、さっき先生が俺を勧かん誘ゆうしたのは？」

　サーゼクスさまが苦く笑しようされながら、おっしゃる。

「……おそらく、堕天使側の選手としてキミを引き入れようとしたのだろう。キミの人気と神器セイクリツド・ギア能力は競技に影えい響きようを与あたえそうだからね。……まったく、変なところで行動の早い総そう督とくだ。グレイフィアがもしかしたらと言うので、オフを使って見に来たのだよ。──案の定だった」

　そ、そうなのですか……。俺、真実を知らずに堕天使側の選手として登録されるところでしたか！……うぬぬ、相変わらずそういうところがせこい総督だぜ！　で、でもエロいお姉さんと出会いたかった！

「……いやらしい妄もう想そうしてましたね？」

　俺のひざ上に座る小こ猫ねこちゃんが頬ほおをつねってくる。……痛いよ、小猫ちゃん。

　と、部長が立ち上がり、サーゼクスさまに言った。

「了りよう解かいしましたわ、お兄さま。私たちでよろしければ喜んで参加させていただきます！」

　こうして、俺たちグレモリー眷属は天使、堕天使、悪魔の三大勢力が開催する運動会に参加することになった！

　天使や堕天使の皆さんとはなかなか交流がないから、イベントが楽しみだぜ！



　　　　─○●○─



　パン！　パン！　パン！

　運動会の花火が鳴る。

　俺たちグレモリー眷属は三大勢力が開催する運動会の会場に来ていた！　使われているのはレーティングゲーム用のゲームフィールドで、かなり広めな空間となっている。

　うわーっ！　イリナと同様、頭に輪っか、背中に真っ白い翼つばさを生やした天使の方々や黒い翼の堕天使の方々がたくさんいるぞ！　もちろん、悪魔も大勢いるけど、こんなに多くの天使や堕天使に会えるなんてそうないから、新しん鮮せんで緊きん張ちようしちゃうな！　皆、ジャージ姿だった。

　天使が白、堕天使が黒、悪魔は赤となっている。てなわけで、俺たちのジャージも赤だ。

　先生は堕天使側の代表、イリナは天使側の選手なので俺たちのもとにはいない。今日だけは敵同士ってことになるのかな。

「あ、おっぱいドラゴン。スイッチ姫ひめかわいいな～」

「赤せき龍りゆう帝ていとリアス姫だ」

「ヘルキャットちゃん、チョー萌もえる！」

　その辺を歩くだけで俺たちに好こう奇きの視線がそこそこ向く。……三大勢力のなかでも俺たち結構な認にん知ち度どなんだな。これも特とく撮さつ番組『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』のおかげか。

　──と、イリナ発見！　金色の翼を生やす明らかに高貴な雰ふん囲い気きの方と立ち話をしているが……あの天使さまは確か……。

　イリナがこちらに気づき、手を振ふりながら男性と共に近づいてくる。

「あ、リアスさん、イッセーくん、皆！　来たのね！」

　男性が俺たちに微笑む。

「お久しぶりですね、皆さん。天使長のミカエルです。三大勢力の和議以来でしょうか」

　そう！　天界の現トップであるミカエルさんだ！　うわー、伝説の天使さまに再びお会いしてしまったぜ！　見ているだけで神こう々ごうしくて、悪魔的にダメージ受けちゃいそう！

「こ、こちらこそ、あいさつが遅おくれまして！　お久しぶりです！」

「ごきげんよう、ミカエルさま。いつぞやはお世話になりました」

「「「「「「お久しぶりです」」」」」」

　俺、部長、眷属の皆で合わせてあいさつをする。いやー、天界のトップとあいさつなんて緊張するね！

「あのミカエルさまと面識を得られるなんて幸運だわ！　グレモリー眷属に入って良かったです！」

　初対面のロスヴァイセさんは天使長との出会いに感動していた。

「ええ、今日は正々堂々と楽しみましょう」

　ミカエルさんの笑顔は一点の悪意も感じない、まばゆいものだった。これがセラフトップの微笑み……！　御ご利り益やくがありそうだ。

「ミカエルさまーっ。開会式が始まりそうですわよー」

　突然の声。そちらに目を向ければ──ウェーブのかかったブロンドでおっとり風の天使のお姉さんが近づいてきていた！　背中の翼が多い天使さまだ！

　うおおおおっ！　すんごい美人のお姉さんだよ！　スタイルもバツグンじゃないか！　乳がデカい！　天使で乳がデカいとそれだけでありがたく、神々しく思えるぜ！

　ミカエルさんはあごに手をやり、失念されていた様子だった。

「おや、そうですか。要人とのごあいさつだけで時間は過ぎてしまうものですね。おっと、紹介が遅れましたね。こちら、私と同じ四大セラフの一人で──」

「ごきげんよう、わたくし、四大セラフのガブリエルと申します」

　美人のお姉さん天使がニッコリしながら、そうあいさつをくださった！

　柔にゆう和わな感じで、笑みも極上のものだ！　しかも四大セラフのお一人！　すげえええっ！

「天界一の美女にして、天界最強の女性天使であらせられるガブリエルさまなのです！　ちなみに冥界でも人気はすんごい高かったりします！」

　イリナが興奮気味に自じ慢まんげにそう説明をくれた。へー、冥界でも人気かー。そりゃ、これだけの美女なら人気も出るよな。

「ミカエルさまだけじゃなく、あのガブリエルさままで……」

「うん、今日は素す晴ばらしい日だ……」

　アーシアとゼノヴィアがお目々を爛らん々らんと輝かがやかせ、手を合わせて恍こう惚こつとした表情になっていた。

　元教会関係者の二人からするとセラフのミカエルさんとガブリエルさんは天上の存在なんだろうな。

　ま、まあ、本当に天上に住んでいる方々なんだけどさ……。

「……セラフォルー・レヴィアタンさまがひそかにライバル視されているのがガブリエルさまなのよ」

　と、部長が耳打ちしてくれた。

　マジか！　レヴィアタンさま、この方にライバル意識を持たれてますか。

「イッセーじゃねぇか。って、おー、ミカエルもいるじゃねぇか」

　黒いジャージに身を包んだアザゼル先生がガタイの良い男性を引き連れて現れる。

　男性は──朱あけ乃のさんのお父さん、バラキエルさんだ！　先日のロキ戦以来だな。

　ミカエルさんと先生が握あく手しゆを交かわす。

「これはアザゼル。お久しぶりです。相変わらず、お元気そうで」

「ハハハ、まあな。今日は負けんからな、天使長さま」

「それはこちらの台詞せりふとだけ言っておきましょう」

　おおっ、先生とミカエルさんが笑顔で握手しながらも異様なプレッシャーを辺りに放っていた……。両者の間の空間が迫はく力りよくによって歪ゆがみ出しているもんな。こんなところでラスボス同士のケンカは止やめてくださいね！　フィールドが余よ裕ゆうで消し飛んじゃいそうですよ！

　てか、目には見えない組織同士の意地の張り合いみたいなものがすでに展開しているのかもしれない！

「……あ、朱乃」

「…………」

　バラキエルさんと朱乃さんの間にも妙みような空気が……。立場的に父親が堕だ天てん使し組織の幹部で、娘むすめが悪魔サイドなので、今日は競技で競きそい合うことになる。

　二人はいざこざを持っていたけど、この間の一件で解消したはずなんだけどな……。

　ぷいっ。

　朱乃さんが無言で顔を背そむけてしまった。それを見てバラキエルさんが心底ショックを受けたようで大口を開けて「ガーンッ！」という風な様子だった。朱乃さんは俺たちにだけ見えるよう舌をペロッと出してイタズラな笑顔をしていた。

　あ、お父さんをちょっとだけからかっているのか。親子の仲が良さそうで安心した。

『各勢力の選手の皆さま、中央グラウンドにて開会式を開始致いたしますので、集合してください。繰くり返します。各勢力の──』

　お、会場アナウンスだ。どうやら、運動会の開会式が始まるようだ。





　中央グラウンドに集まる各勢力の選手たち。天使、堕天使、悪魔と三つのチームに分かれ、俺たちは悪魔側の列に入っていた。

『えー、スポーツマンシップにのっとり、正々堂々と競い合うことを誓ちかいます』

　選手代表の方が、選手宣せん誓せいをして、開会式も閉じようとしていた。

　そういや、今日の運動会は日本式を倣ならっているそうだ。各種競技もそれに合わせてプログラムされたみたいだった。

　……うん、手元のしおりを見ているけど、「借り物競走」とか「パン食い競争」とか普ふ通つうに日本式のがあるもんな……。

　半眼で首をひねる俺に木き場ばが説明をくれる。

「日本の運動会の競技がおもしろそうなんで採用したそうだよ。ほら、駒く王おう学がく園えんの体育祭があったでしょ？　あそこに各勢力の関係者がお忍しのびで見学に来ていてね。見ていてたいそう楽しんだようだよ」

　へー、あの体育祭に三大勢力の関係者が見に来ていたのか。

　開会式も終わり、俺たちは指定の応おう援えん席まで移動することになった。俺が個人で参加するのは「障害物競走」と「借り物競走」だ。

　あと、ラストの「チーム対たい抗こうバトンリレー」に出ろっていうんだぜ？　禁手バランス・ブレイカーになってもいいから、参加して欲しいとサーゼクスさまからのオファーをいただいた。そ、そこまで言われると断れないので参加することに。

　そしてチームで参加するのは「玉入れ」と「騎き馬ば戦せん」ぐらいかな。

　応援席までの移動中、堕天使のチームが集合しているところを通りかかるが──。

　アザゼル先生が黒いジャージの堕天使軍団に力強く演説を開始していた。

「いいか、おまえたち。──これは交流会という名の戦争だ。今日だけは暴れても文句は言わん。協力態勢を敷しいたとはいえ、常つね日ひ頃ごろから天使や悪魔に言いたいこともたくさんあるだろう。やれ天界アイテムの価格が高すぎるとか、やれ悪魔の持つ等価交こう換かんの意識がウゼーとか。溜たまるものも溜まっているだろう。今日は存分に暴れ回れ。──俺が許す！」

『おおおおおおおおおおおっ！』

　……気合と共に、ど、怒ど号ごうが巻き起こってる！　つーか、堕天使の皆みなさん、怪あやしい眼光を放ってますけど!?　ひ、日頃から天界や悪魔に対して思うところがあったのだろうか？

　その堕天使決起集会の横に集まる白いジャージの天使軍団。総そう括かつするミカエルさんが微笑ほほえんでいた。

「はははっ、堕天使の方々は元気ですねぇ」

　堕天使の集会を見ていた天使の方々から不満の声が上がる。

「奴やつらのペースに全部合わせると我々は堕天するかもしれないというのに……！」

「一度堕おちたら天使として終わりなんだから、その辺、堕天使も悪魔もわかって欲しいものだ……！」

　天使側も堕天使や悪魔に思うことがあるんだろうな……。

「いいですか、皆さん」

　ミカエルさんはニッコリスマイルを浮かべながら、危険な金色のオーラを全身から迸ほとばしらせていた。

「普段の教えの通りです。──異い端たん者には天の罰ばつを与えなさい。我々は亡なき神の代行を果たす役目があります。──彼らに『光』を」

『はっ！　終末を彼らに！』

　ひ、光とか、しゅ、終末とか言ってませんか……？　怖こわすぎる！　この運動会、組織同士の代理戦争になってませんか……？

　サーゼクスさまを中心に悪あく魔まが集まっていたので俺たちもそれに参加することに。

「あら、ソーナ。やっと見つけたわ」

「リアス、今日はがんばりましょう」

　俺たちはソーナ会長と遭そう遇ぐうする。そっか、ソーナ会長も上級悪魔シトリー家の次期当主だ。このイベントに呼ばれてもおかしくない。有名な御お家いえの者はこの運動会にかなりの数が参加しているっていうし。てか、部長はソーナ会長の参加を知っていた様子だな。

　匙さじを発見！　あちらもこちらに気づき、話しかけてくる。

「今日はお互たがい、悪魔のためにがんばろうぜ、兵藤」

「おう、とりあえず、気張ろうや」

　そんなやり取りをしていると、サーゼクスさまのお言葉が始まる。

「天界もグリゴリも元気いっぱいのようだ。我々も負けぬよう精一杯競い合おう。交流会の競技だからといって、手を抜ぬいても失礼だ。──本気でやるように」

　サーゼクスさまは爽さわやかな笑顔を浮かべていた。で、でも本気でやるんだね……。

『ハルマゲド──ンッ！』

　悪魔の皆さんが一いつ斉せいにそう叫さけぶ！

　掛かけ声がハルマゲドンって！　危険極きわまりないんですけど！

　悪魔の皆さんもサーゼクスさまの演説を聞いてやる気まんまんの様子だ……。

　……けど、魔王が一番平和な笑みを見せているってのが、えらいところに放ほうり込まれたのを強く感じるところだよ。

　……俺は嫌いやな予感をひしひしと感じてならなかった。



　　　　─○●○─



　そうは思っても意外に運動会は平和かつスムーズに進む。

「何かの切っ掛かけで戦争が起こるのでは……？」と最初はハラハラと見守っていた俺もいまでは余裕を持って悪魔の選手を応援できていた。

「がんばってくださーい！」

　俺たちも声を出してグラウンドを駆かける悪魔の選手に応援を送った。応援席では、ビニールシートを敷いて眷けん属ぞくは休きゆう憩けいモード。競技に参加する仲間は準備運動をしたりして、体をほぐしていた。

　俺も木場と共にストレッチの運動をする。ちなみにアーシアはここにいない。回復の力を持つアーシアは救護班として、専用のテントスペースで待機中だ。

『ふれー、ふれー、あ・く・ま☆』

　前に出て応援パフォーマンスをしているのは魔王セラフォルー・レヴィアタンさま。魔法少女の格好でお付きの女性たちとダンスをしながら、悪魔を応援していた。

　さて、そろそろ俺が参加する「障害物競走」だな。

『障害物競走に参加の選手は指定の場所に集合してください』

　アナウンスもちょうど聞こえてくる。

「じゃあ、俺、ちょっくら行ってきます」

　皆みんなに出発を告げる俺。

「ええ、がんばってきなさい」

「応援してますわ」

　部長、朱乃さん、お姉さまお二人の激げき励れいをもらい、俺は指定のポイントへ足を運んだ。





○障害物競走

　選手が集合する場所に移動した俺は列に並ぶ。てか……一番最初の列なんですけど！

　最初に走るのは俺か……。不安が募つのるな。

『障害物競走をスタートします！』

　おっ、ついに始まるか。俺は走りだす構えを取った。

『位置について、よーい……ドン！』

　掛け声と共に走りだす！　最初のダッシュはうまくいったようだ！　各勢力の選手が二名ずつ計六名でゴール目掛けて走っていく！

　障害物は基本に忠実なものだった。平均台に上がり、ネットを潜くぐって、それぞれ異なる球技のボールをついたり、蹴けったりする。

　順調に進んで、最後の障害物に──。

「ギャオオオオオンッ！」

「キュエエエエエエエンッ！」

「ゴワンゴワンッ！」

　危険な鳴き声を発しながら現れたのは──首が九つはありそうな大だい蛇じや、首が三つある巨きよ大だいな犬らしき化け物、両りよう翼よくを大きく広げる怪かい鳥ちようだった！

　何あれ!?　モンスターの見本市ですか!?　目が飛びだすほどに驚おどろく俺！　見れば共に走っていた各選手たちも仰ぎよう天てんしていた！　ですよね！

　てか、あの三つ首の犬！　ケルベロスとかいう地じ獄ごくの犬じゃありませんでしたか!?　以前、戦ったことがあるからよく覚えているよ！

『最後の障害物に各モンスターを配置しちゃいました☆　天使や悪魔も余よ裕ゆうで殺せる猛もう毒どくの大蛇ヒュドラ！　地獄の番犬ケルベロス！　それに謎なぞの怪鳥ジズも参戦です！　モンスターを見事退しりぞけてみてください！』

　配置しちゃいました☆　じゃねぇぇぇだろぉぉっ！

「おー、兵藤一いつ誠せいじゃないか」

　俺に話しかけるモンスターの一匹ぴき。化け物に知り合いなんていたかなって真しん剣けんに思ったが──巨大なドラゴン、元龍りゆう王おうのタンニーンのおっさんだった！

「お、おっさん！　どうしてここに？」

　俺の問いにおっさんは頭をポリポリかきながら言う。

「いやな、三大勢力の運動会に協力してくれというので出てみたのだが……どうやら、こういう役目だったらしい」

　モンスター枠わくですか!?　た、確かにドラゴンはモンスターだろうけど……元龍王で最上級悪魔のおっさんが最後の障害物ってどんだけ!?

「ぎゃあああっ！」

「うわぁああっ！」

「たすけてくれぇぇぇぇっ！」

　悲鳴が上がる！　横を見れば蛇へびにぐるぐる巻きにされる堕だ天てん使しさんと、怪鳥に連れ去られていく天使さん！　そして、ケルベロスに頭からガップリ食われてる悪魔の選手の姿が！　全員危険な状態だ！

『おーっと！　選手の皆さん、さっそくモンスターたちと楽しく戯たわむれています！　平和な光景ですね！』

　うるせえよっ！　楽しくねぇよ！　各選手、どう見ても危き篤とくに陥おちいってますけど！

「よし、おまえも俺にかかってこい！」

　などというおっさんが口から巨大な火か炎えんを吐はこうと──。

　チュドォォォォオオオンッ！

　隕いん石せきの衝しよう撃げきに匹ひつ敵てきするという火炎の攻こう撃げきを食らい、俺は爆ばく発はつに巻き込まれ、宙を飛んだ──。





○借り物競走

　アーシアの治ち療りようを受けて応おう援えん席に戻ってきた俺はすでに満まん身しん創そう痍いだった……。

　なんとか一位を取ったけど、おっさんに勝ったわけじゃなく、逃にげてゴールしたわけで……。その後も途と中ちゆうリタイアの選手が続出でえらい競技となってしまった。

『…………』

　各陣じん営えいの応援席もピリピリと緊きん張ちよう感かんが張り詰つめる感じとなっていた。

　と、まあ、障害物競走を境にすっかりどのチームも殺さつ伐ばつとしてきて、各選手、目つきが鋭するどくなってしまった。というか、障害物のモンスターと戦って闘とう争そう心が湧わき上がった様子だった。

　ひと波乱が絶対に起こるぜ、これ……。

『借り物競走に参加の選手は指定の場所に──』

　おっと、借り物競走のアナウンス。

「それじゃ、俺、再び行ってきます」

「……がんばってください」

「イッセー先せん輩ぱいファイトですぅ！」

　小猫ちゃん、ギャスパーとかわいい後こう輩はいにも応援を受けて、俺は集合場所という名の戦地へ趣おもむく。

　今度こそ、平和になってくれよ。列に並び、自分の番を待つ。そして俺の番になった。

　スタート列に立ち、ダッシュの構えとなった。



    

  
    
      『位置について、よーい……ドン！』

　よっしゃ！　スタートには成功した！

　勢いよく駆けだし、途中の封ふう筒とうを拾う。

「ヤキ○リ先生って誰だれだよ!?」

「黄○色の詠うた使いってどなたですか!?」

　他ほかの選手が拾った内容はかなり難しいようだ。

　さて、俺のは？　封筒を開けて借り物が書かれている紙を確かく認にんする。

「…………」

　俺は紙の内容を見て、一いつ瞬しゆん、脳みそが思考停止した。

『シスコン』──とだけ書かれている。俺は生なま唾つばを飲み込むとＶＩＰ用のテント席に赴おもむき、ある方に声をかけた！

「サーゼクスさま！　俺と来てください！」

「むっ！　私が借り物か！　よし、わかった！」

　サーゼクスさまと手を繋つなぎ、俺はゴールまで走りきった！

『悪あく魔まの選手が一位でーす！』

　よっしゃ、一位をまたゲット！　思わずガッツポーズを取る俺にサーゼクスさまが嬉き々きとして訊きかれる。

「それでイッセーくん。借り物とはなんだったのかね？　『魔王』？　『紅あかい髪かみの人』？　それとももしかして『お兄さん』とかかな？　いやー、まいってしまうね」

「…………ま、まあ、そんなところです」

　俺は視線を横にずらして答えてしまったが──、

「ハハハハ、それは光栄だねぇ」

　うれしそうなサーゼクスさま！

　言えない！　言えるわけがない！　紙に『シスコン』って書かれていたって！

　俺が一番最初に思いついたのがサーゼクスさまだったんだもん！　セラフォルーさまでも良かったんだけど、勢いでサーゼクスさまに声をかけてしまった！　だって……だって、シスコンじゃんっ！　妹のリアス部長のこと大好きじゃん！

　でも、こんなことを言えるわけがないじゃないか！　俺はこの紙を墓の中まで持っていく決意をしたのであった。





○玉入れ競技

　次は各陣営の選手全員で参加する玉入れ競技だ。

　背の高い棒の先せん端たんにかごが設置されており、そこに陣営カラーの玉を入れていく。まんま日本の玉入れだね。

　各選手たちがポジションにつき、スタートを待つ。

『それでは天使、堕天使、悪魔、全員参加の玉入れ競技のスタートです！』

　アナウンスの掛かけ声と共に地面の赤い玉を大量に拾い、かごに向けて放ほうっていく！　俺も部長たちと仲良く玉を拾って、投げようと──。

「悪魔どもに光を投げろォォッ！」

　チュドォォォンッ！

「あのときの恨うらみっ！」

　ドォォォォォンッ！

「ハルマゲドンじゃ、こんちくしょうがぁぁぁっ！」

「終末の角笛を鳴らしてやろうかぁぁっ！」

　ドドドドォォォォォオオオオンッ！

　各所で炸さく裂れつ音が鳴り響ひびき、玉入れそっちのけでバトルが始まっていた！　何やってんの、皆みなさん!?　玉入れの玉じゃなく、光の玉を悪魔に投げ込む天使、堕天使！　それに負けずと悪魔も魔力で応戦する！　堕天使がどさくさに紛まぎれて天使にも攻撃を始めていた！

『天使、堕天使の選手は悪魔の皆さんに光を投げないでくださ──いッ！　消しよう滅めつしちゃいますよ！　ほら、そこ！　光の槍やりで槍投げするんじゃないよ！　競技違うし！　悪魔も攻撃を止やめなさい！　バカか、てめえら！　バカなのか！』

　アナウンスの人も破れかぶれになっていた！　えらいことになってますよ！

「楽しいわね、イッセー！」

　部長はノリノリだーっ！

　驚く俺の視界にトップ二人の姿が映り込む。

「よー、ミカエル。ここで会ったが万年めってやつだな」

「ふふふ、今日はいつぞやの戦役時のような目つきですね。邪じや悪あく極きわまりない」

　アザゼル先生とミカエルさんだ！　対たい峙じしてにらみ合ってる！　一いつ触しよく即そく発はつの様相だった！

「ああ、あのときを思いだすぜ。てめえ、よくもあのとき俺が天界にいた頃ころに書いたレポートを発表しやがったな」

　玉をミカエルさんに投げつけながら先生がそう言う！　先生、その玉は天使に投げるんじゃなくて、かごに入れるものですよ！

　避よけたミカエルさんが、あごに手をやりながら意味深な笑えみを浮かべる。

「ああ、あれのことですか。設定資料集のことですね？　『ぼくが考えた最強の神器セイクリツド・ギア資料集』ってタイトルで長々と設定が書かれていた上に自筆のイラストまで添そえてありました。素す晴ばらしい才能じゃないですか。ついついむかしの戦役時、ビラでそれを撒まいてしまいましたね。ぜひとも皆さんに見ていただきたかったのです。──『閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレード』でしたっけ？　あれ、秀しゆう逸いつでしたよ」

　それを聞いた先生が赤面しながら、さらに玉を投げつけた！

「うるせぇっ！　あれのせいでな、俺は一時期、幹部連中に『閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレード総そう督とく』って呼ばれてたんだぞ!?　『おい、アザゼル、秘密兵器に閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレードを出してくれ』だとか、『このあと閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレードで敵を仕し留とめるんだよな？』とか『アザゼルさんや夕食の閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレードはまだかい？』とか言われまくったんだぞォォォォォッ！」

「ハハハ、それは失敬！」

　先生からの玉を避けて、ミカエルさんもアザゼル先生に玉を投げ入れていた！

　……なんだか、積年の恨み辛つらみがあったように思える。先生にも若い時代があったんだね……。でもお二人とも楽しそうだ。

　と、朱乃さんとバラキエルさんも対峙していた！

「あ、朱乃……」

　どう声をかけていいかわからないでいるバラキエルさんに向けて、朱乃さんは手を組み、目を潤うるませながら懇こん願がんした。

「……父さま！　私たちを助けて！」

　なんて憂うれいのあるかわいい表情だろうか！　それを聞いたバラキエルさんは──。

「……うぅ、うおおおおっ！」

　叫さけびながら、悪魔側の赤いボールを大量に抱かかえて、かごに放り込んでいった！

　それを見た先生が驚おどろく！

「バラキエル!?　お、おい！　おまえ、なんてことを！　黒いボールを投げろって！」

「すまん、アザゼル！　娘むすめが！　朱乃が！　これも一人娘のためなのだァァァァッ！」

　バラキエルさんは総督の言葉を振ふり切って、娘のために励はげんでいく！

「うふふ」

　当の朱乃さんはうれしそうに父親と一いつ緒しよに玉を投げていた。朱乃さんのイタズラだろうけど、本人は父親と競技に参加できて楽しそうだった。

「……三大勢力も大たい概がいですね」

　ロスヴァイセさんがため息混じりにぼそりとそうつぶやいていた。本当、大変です。





○騎き馬ば戦せん

　次の競技も団体戦の騎馬戦だ。

　各勢力の選手は馬を組み、上に騎手を乗せる。三大勢力の皆さんは先ほどの玉入れでテンションがおかしいことになっており、殺気と敵意がむんむんの戦場と化していた。

　俺たちは部長を騎手にした騎馬（先頭・朱乃さん、後方・ロスヴァイセさんと小猫ちゃん）と、俺を騎手にした騎馬（先頭・木場、後方・ゼノヴィアとギャスパー）でチームを組む。

『それでは騎馬戦スタートです！』

　アナウンスの掛け声と同時に各勢力の騎馬が戦意満々で飛びだしていく！

「おりゃあああっ！　カタストロフィだっ！　死ね、天使どもぉぉっ！」

「天使を舐なめるなぁぁぁ！　最後の審しん判ぱんだっ！」

「天使も堕だ天てん使しも共に滅ほろべぇぇぇぇっ！」

　皆みんな、光力、魔力を絶大に放ちながら総力戦してる!?　まるで戦争じゃないか！　騎手の帽ぼう子しを取れば勝ちの競技なんですよ!?

「転生天使は陣じん形けいを組め！　我らは札が揃そろえば力を発揮するのだから！　フォーメーション、フルハウスッ！」

「そうはさせるかぁぁぁっ！　転生悪魔と転生天使の全面戦争じゃい！」

「転生、転生って、そんな方法で頭数増やしやがって！　ちったぁ天使どもは俺たちのところに堕おちてこいやぁぁぁっ！」

　……うわぁ、マジで戦争っぽくなってきちゃったよ！　光の玉、光の槍、そして魔力の炎や雷かみなりが無数に飛び交かってる！

「ふんっ！　天使や堕天使には負けん！」

　豪ごう快かいに天使や堕天使の騎馬を複数吹ふき飛ばしているのは──大王家の次期当主サイラオーグ・バアルさんの騎馬。……やっぱり、力技わざがすげえヒトだ……。

「ど、ど、どこから攻めましょうか!?　やられる前にやらなきゃ！」

「落ち着いてください、Ａエースイリナ！」

　イリナが騎手を務める騎馬は、混戦と化したグラウンドでどう攻めていいか苦慮している様子だった。あの調子じゃ、騎馬の天使さんたちも大変そうだ。

『皆さーん、ここであの戦争の続きを始めないでくださーい！　再現されてますよ！　あの戦争が見事なぐらい再現されてますからね！　やめろって言ってんだろぉぉぉっ！　ひゃっは──っ！』

　アナウンスも絶ぜつ叫きようを張り上げながら実はノリノリの様子だった！

「それっ！　帽子を取ったわ！」

　女性天使の騎手から華か麗れいに帽子を取る部長。部長たちの周囲だけ、平和な騎馬戦となっているが……。

「おー、イッセー！　ここにいたか！」

　先生の馬が近づいてくる。

「なんですか、先生？　お、俺と戦う気？」

　警けい戒かいする俺だが、先生は首を横に振って耳を貸せと言ってくる。

　馬を近づけて、先生の耳打ちを聞く俺だが……。

　──っ！　な、なんだと……？　そ、それは盲もう点てんだった！　てか、やっていいのか！

　俺は先生の助言に青天の霹へき靂れき状態だった！

「てなわけで、頼たのむぜ、イッセー」

　肩かたに手を置かれ、俺は先生に送りだされる。

「……イッセーくん、何を聞いたの？」

　騎馬の木場が訊いてくるが……俺はあえて無視した！　ただ一言だけ叫ぶ！

「突つっ込め木場！　俺を信じろ！」

「わ、わかったけど！　鼻血が出ているよ？　またいかがわしいことを助言されたんじゃないの？」

　ふふふ！　勘かんの良い奴やつめ！　先生のつぶやいた一言は俺の脳内を欲よく望ぼうに染め上げてくれた！

「わからんが、ここはイッセーを信じよう」

「ぼ、僕も信じてついていくしかありませんっ！」

　同じく騎馬のゼノヴィアとギャスパーはついてきてくれるようだ！　さすがだぜ、おまえら！

　俺は魔力を高め、脳内の妄もう想そう力を最大にまで解放させる！　そして両手を前に突きだし、天使、堕天使の騎馬に突とつ貫かんしていく！

　だが、俺が相手をするのは女性だけだ！

「はぎ取りゴメ──ンッ！」

　俺は謝罪しながらも、女性騎手の体を次々とタッチしていく！　そして格好良くポージングしながら叫んだ！　魔力を解放させながら！

「──洋服崩壊ドレス・ブレイク！」

　ババババババッ！

　俺がタッチしていった多くの女性騎手のジャージが弾はじけ飛び、裸ら体たい祭りとなった！

「きゃあああああっ！」

「いやぁぁぁぁぁっ！」

　天使、堕天使の女性騎手のジャージを見事に弾き飛ばしたぜっ！

　ブバーッ！　噴ふきだす鼻血！　す、すげえええっ！　可か憐れんで清純そうな天使のお姉さんたちから色気むんむんな堕天使のお姉さんたちまで！　皆素すっ裸ぱだかだ！　乳ちちが、尻しりが、太ももが全開状態だぜ！

「おおっ！」

　それを見て、悪あく魔まと堕天使の男性陣が歓かん喜きし、鼻血を噴きだしていた！　一方で──。

「うおおおっ！　じょ、女性の裸……！　いかん！　いかがわしいことを考えてしまったら……堕おちる！」

「乳……尻……太もも……うぅ！　堕天してしまうぅぅっ！　でも、白い肌はだがとってもまぶしいぃっ！」

　天使の男性陣はエロエロな展開に悩なやみ苦しみ、白い翼つばさが白黒と点てん滅めつしていた！　そっか、天使は純真な方が多いからこういう欲望めいたものを見てしまうと堕天してしまう可能性があるんだね！　欲望に苛さいなまれているときのイリナと同じ現象だ！

　大変だ、天使って！　おっぱいひとつ見ただけで堕天の危機に陥おちいるのかよ！

　俺、悪魔で良かった！　なんぼ乳を見たって平気だもん！　おっぱい最高じゃん！

　それを見ていたアザゼル先生が高笑いする。

「天使どもは堕とせ堕とせ！　ふははははっ！　女の裸を見ただけで堕天しかけるなんて普ふ段だんから溜たまってる証しよう拠こだぜ！」

　なんて邪じや悪あく！　先生、これを狙ねらって俺を煽あおったのか？　な、なんという邪悪なラスボス先生だろうか！……お、俺は利用されただけだ！　わ、悪くない！　と思う！

「俺ら堕天使は堕ちることがなければ光が怖こわいわけでもない！　頭数は三大勢力のなかで一番少ないが、こういう場面じゃ天使や悪魔に比べたら優すぐれてんのさ！　ふははははっ！　さて、イッセー！　次はあれだ！」

　先生がとある美女に指をさす。

　──セラフのガブリエルさんだった！

「天界一の美女の裸、見たくないか？」

　先生が再び俺を煽る！　俺は──。

「見たいですぅぅぅっ！」

　欲望に忠実な獣けものと化し、騎馬を向かわせてガブリエルさんへと突貫していく！　天界一の美女の裸体ぃぃぃっ！　セラフのおっぱい！　天使の乳ぃぃぃっ！

「絶対に間ま違ちがっているよ、これ！」

「ああ、なんてことだ！　アーメン！」

「うわぁぁぁんっ！」

　木場もゼノヴィアもギャスパーも半なかば破れかぶれな感じで俺の先導についてきてくれた！

「あ、あら？　赤せき龍りゆう帝ていの方がこちらに──」

　穢けがれの無さそうな純真な瞳ひとみで首をかしげるガブリエルさん！　ああ、あの美女のおっぱいを見てみたい！　俺は再びドレス・ブレイクの準備に取りかかって──。

　ゴンッ！

　──っ！　お、俺の顔面に不意打ちのパンチが飛びこんできた……。その衝しよう撃げきで俺たちの騎馬が崩くずれ、俺も地面に落下する……。

「……これ以上の破は廉れん恥ち行こう為いは禁止です。変態ドラゴンの先せん輩ぱい」

　小猫ちゃんが両手をパキポキと鳴らしながら、倒たおれる俺の頭部を踏ふみつけてくれた。

　……こ、小猫ちゃんのパンチ、やっぱり、効くなぁ……。

　こうして、騎馬戦も戦争と化しながらも終えていく。





○決戦！　バトンリレー！

　三大勢力の合同運動会もついに最終決戦となっていた。バトンリレーだ。

『各チーム、選び抜ぬかれたリレー選手が各ポジションに待機しております！　さあ、長らく競きそい合ってきた運動会もついに最後となりました！』

　アナウンスも最後の声出しで会場を盛り上げる。各勢力の得点は意外にも接戦しており、このラストのバトンリレーで勝敗が完全に決まる状態となっていた。

　お、俺はリレーのアンカーだ。すでに禁手バランス・ブレイカーの鎧よろい状態で待機している。

「ふふふ、俺の相手はおまえか、イッセー」

「お、お手て柔やわらかに……」

　堕天使側は先生がアンカー。……嫌いやな予感しかしないよ！

「がんばりましょうねー」

　天使側のアンカーはガブリエルさんだった。先ほどの騎馬戦でドレス・ブレイクできなかったことが悔くやまれる。

　てか、騎馬戦後、部長や小猫ちゃんに厳しくしぼられたよ……。

『さあ、最終決戦スタートです！』

　パンッ！

　リレーのピストルが撃ち鳴らされ、軽快なＢＧＭと共に各勢力、最初の選手が飛びだしていった。悪魔側の最初は木場だ！　あいつの神速ならいけるだろう！　と思ったら、堕天使側の選手が木場に光を放つ！　木場は軽かろやかに避よけていたが、なんて卑ひ劣れつだ！

「あれ、アリなんですか!?」

　先生に抗こう議ぎするが──。

「見えんなー」

　はぐらかされた！　酷ひどい先生だ！　外道な総そう督とくめ！

　それでもリレーは続き、選手たちはグラウンドを駆かけ回っていく！　そしてついに俺の手前の選手──サーゼクスさまにバトンが手て渡わたされ、走りだした！

「負けないぞ！」

　ギュゥゥゥゥンッ！

　凄すさまじい速度でサーゼクスさまが駆けていく！　速ぇぇえぇええっ！　魔王さまも本気だ！

「うおおおっ！　負けん！　娘むすめの朱乃の前では負けられんッ！」

「四大セラフ『神の炎ほのお』たるこのウリエルが魔王に負けるなど許されないのだッ！」

　雷らい光こうを体にまとわせるバラキエルさんと、極大の聖なる炎を全身から迸ほとばしらせるセラフのウリエルさん！　お二人の爆ばく走そうはサーゼクスさまの速度に負けていなかった！　こんなところでラスボスクラスの頂上決戦が繰くり広げられている！

　と、サーゼクスさまがついに俺のもとにまで！

「イッセーくん頼む！」

「はい！」

　俺はバトンを受け取り、背中のブーストを最大にまで噴かして飛びだした！

「おりゃああああっ！」

　猛もうスピードでゴールに向かう！　しかし──！

「とりゃぁぁああっ！　こんなときのために完成させた秘密兵器じゃい！」

　背後から先生が猛もう追ついしてくる！　その手には光と闇やみが入り交じった剣けんが握にぎられていた！

「こいつはてめえらが散々煽あおった閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレードだッ！」

　グラウンドの風景を吹ふっ飛ばしながら先生が剣を振ふり回し始めた！　それを見て各陣じん営えいのトップクラスが仰ぎよう天てんしていた！

「なに!?　閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレードは完成していたのか!?」

「むぅ！　あれが閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレード！」

　先生はその閃光とブレイザー・シヤイニング・暗黒のオア龍絶剣・ダークネス・ブレードで俺に襲おそいかかる！　俺はそれをなんとか躱かわした！　空から振ぶった一撃がグラウンドの地面を大きく抉えぐる！　なんて威い力りよくだ！

「コラ！　俺を殺す気ですか!?　それでも総督で先生かよ！　これ、運動会でしょう!?」

「戦争じゃぁあああっ！　魔王と天使長には負けん！　俺がナンバーワンだ！」

　これはマズい！　先生ったら、テンションがマックス状態でおかしな方向に思考が飛んでいるよ！

　俺と先生はゴール手前で対たい峙じし、拳こぶしと剣を繰りだしながら戦せん闘とうを始めることになってしまった！

『おーっと！　ゴール手前でアザゼル総督とおっぱいドラゴンが対決だーっ！』

　アナウンスも俺たちを煽りやがる！

「良い機会だ！　イッセーの力を試ためしてしんぜよう！　我が生徒よ！」

「何言ってんスか！　ぶん殴なぐりますよ、ラスボス先生！」

　そんなこと言いながら俺は無ぶ遠えん慮りよに先生をぶん殴る！

「よくも俺をぶったな！　この！　ちったぁ年長者を敬え！」

　先生の鋭するどい蹴けりが俺の頭部にクリーンヒット！

「いってぇっ！　あんたが言えることかよ！」

　などと、先生と殴り合いをしている隙すきに──。

「お先に～」

　ガブリエルさんが俺たちの横を通り過ぎていき、ゴールのテープを切ってしまった！

『ゴ──ルッ！　バトンリレーを制したのは天使チームでしたーっ！』

「「ああ──っ！」」

　それを見て、お互たがいに驚おどろく俺と先生！　ほら、見たことか！　先生に付き合っていたから、先にゴールされちまったし！

「あんたのせいだぞ、先生！」

「いや、おまえがさっさとやられないのが悪いぞ！」

　にらみ合う俺と先生！　絶対にこの人が悪だろ！　堕だ天てん使しの総督だし！

『おいっ』

　俺と先生を取り囲む謎なぞのプレッシャー。ちらりと視線を移せば──、堕天使の方々が先生を取り囲んでいた……。全員、殺気めいたものを全身から放ち、眼光鋭く先生をにらんでいた……。俺は場違いだと感じ、そこからそろりと離はなれるがそこには部長のお姿が！

「イッセー！　なんてことをしているの……」

　嘆たん息そくする部長に頭を小こ突づかれる俺。うぅ、面目ない限りだ。先生に釣つられて情けない姿をお見せしました……。仲間にもサーゼクスさまにも申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　その横でそろりそろりと忍しのび足でこの場を逃にげようとするアザゼル先生だったが──。

「……アザゼル、ちょっと話しましょうか」

　副総督シェムハザさんにつかまれ、堕天使チームのほうに引きずられていく。

「わ、悪かった、シェムハザ！　ちょ、ちょっと調子に乗っちまった！　ハハハ、許してくれ。……な？」

　謝る先生だったが、シェムハザさんは笑え顔がおで言う。

「ダメです」

「ぎゃああああっ！」

　堕天使チームの中央でとある総督が悲鳴をあげた。先生、これに懲こりたらちょっとは反省してください。

　部長が俺の頬ほおをなでてくれる。

「あなたも家に帰ったら反省よ？　でも今日はよくやっていたわね」

「はい、ありがとうございます！」

　ああ、部長！　ちゃんと俺を見ていてくれたんですね！

　それだけで今日がんばったかいがありました！



　かくして、大運動会は天使チームの優勝という結果で幕を閉じた。各陣営の方々は日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんが吐はきだされたのか、終了際ぎわには疲つかれた表情ながらもどこか満足げな様子だった。それを受けて、すでに「来年も開かい催さいしようか」って話になっているそうで……。

　おもしろい運動会だったけど、こういう殺気めいたものは二度とゴメンだ！



    

  
    
      　Extra Life.　次期次期当主さまのお悩なやみ






　冥めい界かいでの魔ま獣じゆう軍団騒そう動どうから少し経たった休日の早朝──。

　朝食後、俺の家に訪問してきた者を見て驚いた。

「お久しぶりです、皆みなさん。ミリキャス・グレモリーです」

　リュックを背負った紅べに髪がみの少年が訪おとずれてきたからだ！　ミリキャス・グレモリーさま！　魔王サーゼクスさまとその妻で最強の『女王クイーン』たるグレイフィアさんの一子！　グレモリー家としてはリアスの次の当主さまでもある。正真正しよう銘めいのプリンス！　王子さま！

　きちんと会え釈しやくして笑顔での来訪だった。

　今日、グレモリー家からお客さまが来訪するとリアスから事前に話を聞いていたが……まさかミリキャスさまとは。サーゼクスさまか、グレイフィアさんだと思ってた。

　リビングで俺の両親にあいさつをしたあと、そのまま上階のＶＩＰルームへ。

　お久しぶりに会ったけど、あいさつ、立ち振ふる舞まい、それらが気品に溢あふれていて、良いところのお坊ぼつちゃまを体現しすぎていた！　格好も子供用の貴族服だしね！

　相変わらず利発そうなお子さまで。俺が子供の頃なんて半はん袖そでＴシャツ半ズボンで悪友とその辺をアホみたいにただただ走り回っていたぞ……。勉強のべの字すら感じさせない子供だったって、両親もよく思い出を語るし。

「はい、紅茶ですわ。お砂糖は？　確か、角砂糖ふたつでしたわよね？」

　朱あけ乃のさんがミリキャスさまにお茶を出していた。

「はい、いただきます、朱乃姉ねえさま」

　あ、ストレートで紅茶は飲まないのね。そこはお子さまらしくて安心した。てか、朱乃さんのことを「朱乃姉さま」と呼ぶんだな。リアスの眷けん属ぞくとしては一番の古株だし、俺たちの誰だれよりもミリキャスさまとの接点も多いのだろう。

　ＶＩＰルームに集まる俺たち眷属＋イリナ。木き場ばとギャスパーも連れん絡らくするや否いなや駆けつけている。俺たち年上に囲まれてもミリキャスさまは一いつ切さい緊きん張ちようされていない。さすが魔王の息子むすこさん。

　ミリキャスさまがリアスに視線を配ると、リアスは笑顔でうなずいた。それを見て、ミリキャスさまは口を開く。

「今日は見学がしたくて、リアス姉さまと眷属の皆さんのもとに来ました」

「見学？　何を……ですか？」

　怪け訝げんに思い、俺は問い返す。するとミリキャスさまは体を前に出して、笑顔で言う。

「はい！　人間界での悪あく魔まのあり方が見たくてまいりました！」

　人間界でのあり方──。それを……見学したいとな？

　リアスが立ち上がり、ミリキャスさまのうしろに立って、肩に手を置いた。

「ということなのよ。ミリキャスもいずれ眷属を作って人間との契けい約やくを取らないといけなくなるわ。そのことはこの子も十分にわかっているのだけれど、実際に人間界で暮らす悪魔の姿が見たいと言ってきたのよ。ね、そうよね？」

「はい！　冥界でも有名な皆さんの生活を間近で見たいです！」

　そういうことなのか。次期次期当主さまはこんなにも幼い頃から悪魔のあり方に興味を注がれているなんて……。何度も言うが、俺がガキだった頃は将来のことなんて特に考えてもいなかったぞ？　年がら年中女性のおっぱいのことばかり考えていた気がする。あ、それはいまもそうか。

　変わってねぇぇぇぇっ！　むかしっから俺って何ひとつ変わってねぇじゃんっ！

　利発なミリキャスさまの言葉を受けて、成長のない自分の実情に俺は涙なみだを流すしかなかった！

「そのようなわけで、今日から数日、ここで共に生活をしましょう。皆みんなもよろしくね」

「よろしくお願いします」

『よろしくお願いします』

　ミリキャスさまのごあいさつに皆も快く応じた。拒きよ否ひする理由なんてないさ。リアスの大事な甥おいっ子！　しかもグレモリー家の大切な嫡ちやく男なん！　いい機会だから打ち解け合ってみるさ！

「朱乃姉さま、今日からよろしくお願いします」

　ミリキャスさまが朱乃さんに頭を下げる。

「あらあら。ミリキャスくんのお願いですもの。問題ありませんわよ」

　朱乃さんも笑顔でそう言う。心からミリキャスさまを愛くるしく思っているって表情だった。

　ミリキャスさまはアーシアにも顔を向ける。

「アーシア姉さまはリアス姉さまの妹のようなヒトだとリアス姉さまから聞いてます。それなら、僕にとってもアーシア姉さまはお姉さまです！」

　それを聞いて、アーシアは口をポカンと開けていた。思ってもいない一言をもらったのだろう。反応に困っていたが……感動に打ち震ふるえて俺に言う。

「まあ……ど、どうしましょう、イッセーさん！　わ、私、魔王さまのお子さんに『お姉さま』と言われて大変恐きよう縮しゆくなのですが、すごくうれしいです！」

　わかる気がする。俺もミリキャスさまに「イッセー兄さま」と呼ばれて、恐縮しながら歓かん喜きしているし。

「素す直なおに喜んでいいんじゃないかな。じゃあ、ミリキャスさま、こちらのゼノヴィアとイリナはどうでしょうかね？」

　俺は教会トリオの残る二人へミリキャスさまの興味を振ふってみる。

「おー、これは緊張するね。魔王さまの息子にどう思われているのか」

「天使の私もわくわくしつつ緊張するわよ！」

　ゼノヴィアとイリナが珍めずらしく姿勢を正して、紅髪の少年の言葉を待った。

「はい、ゼノヴィアさんは聖せい剣けん使いですよね。レーティングゲームも見ました。すごいパワーで相手を倒たおす姿は格好良かったです！」

　ミリキャスさまからの賛辞を受けてゼノヴィアは自信満々にうんうんうなずいていた。

「ふふふ、わかっているじゃないか」

　しかし、ミリキャスさまの言葉は続く。

「けれど、せっかくたくさんの聖剣の能力があるのですから、もう少し剣の特性を使ったほうがテクニックタイプとしても戦えると思います。たとえば、透とう明めいな聖剣でいつの間にか斬きっちゃうとかですね、あと、大きなオーラを溜ためるまで擬ぎ態たいする聖剣でカモフラージュをするとか、透明と擬態を一いつ緒しよに使うのもいいと思います！……いくらパワーが強いといってもいずれ研究されてしまいます。バアル戦のようにギャスパーさんのフォローがいつでもあるとは限りません。そうならないためにも──」

　……ミリキャスさまがダメだしをしている！　しかもけっこう的確というか、痛いところを突ついてくるね！　パワータイプの『騎士ナイト』であるゼノヴィアは眷属にもつつかれていることを年下の小さい子に言われて、どんどん身を小さくしていった！

「う、うん……これからは……気をつけるよ……」

　ショックを受けてる！　ゼノヴィアの顔が曇くもっていくよ！

「もっと言ってあげてください。本当、ありがとうございます」

　木場が涙目でミリキャスさまのツッコミに歓喜してるぅっ！　最近、戦せん闘とうのことに関して「テクニックタイプの重要さ」を説いていた木場。ゼノヴィアは笑いながら「そんなものは修しゆ行ぎようでパワーをさらに向上させて消し飛ばせばいいだけだ」と言っていたが、今回はさすがに堪こたえていた。

　隣となりで親友ゼノヴィアへの批評を聞いていて、イリナも強くうなずいていた。

「うふふ、ゼノヴィアったら、ミリキャスくんに一言もらっちゃったわね！　これからは気をつけないとダメよ？　それじゃ、私のことはどうなのかな？」

　自身を指さし評価を尋たずねるイリナ。ミリキャスさまは笑え顔がおで言った。

「はい！　『自じ称しよう』天使の方ですよね！　お噂うわさは聞いてます！」

「自称じゃないもん！　本物の天使だもん！」

　イリナは涙を流して異を唱える！　そう、この頃ごろイリナは関係者から「自称天使」と称されることが多くなってきた。ま、まあ、自信タップリに「私は天使なのよ！」ってよく口にしているから、天使としての振る舞いに疑問を持つヒトからは「自称天使」と言われても仕方ないというか……。

　転生天使は単独で行動するよりもチームで動いたほうがその本来の特性を生かせると聞いた。悪魔の駒イーヴイル・ピースに倣ならい、天界が生み出した『御使いブレイブ・セイント』システムは、セラフメンバー、上級天使がそれぞれ手にしている十二枚の札（スートは上級天使それぞれが好みで選ぶそうだ。固定はミカエルさんがスペード、ガブリエルさんがハート、ラファエルさんがクラブ、ウリエルさんがダイヤらしい）──トランプを用いて対象を転生させるものだ。転生者は主に人間が多いという。悪魔みたいに種族問わず強い者にオファーするのではなく、天界側は有能な信徒を中心に転生させているそうだからね。

　その『御使いブレイブ・セイント』システムも『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の各駒こまの特性のように独自の能力がある。それがトランプのゲームに倣ったもので、たとえばブラックジャック──。

　各札で転生した天使を集めて、数字を21にする。たとえば、４、６、10の札で転生した天使をそれぞれ一名ずつ用意して、ここにＡエース（１）のイリナとチームを組んで行動を起こすと凄すさまじいパワーを発揮するという。

　それとポーカーのシステムも組み込んだ。それぞれのＡエースからＱクイーンの札に応じた転生天使とＫキングたる上級天使（またはセラフ）が五人集まり、ハンド（役）を構成することで力を生み出す。それは同じ眷属天使だけじゃなくて、他ほかの眷属とのチームプレイでも可能という点（むろん同じ眷属のほうが効果はデカいそうだ）が画期的だ。

　ロイヤルストレートフラッシュがそろったときのパワーは信じられないものだと耳にした。悪魔の転生システムと似ているようで違ちがうのが、おもしろいところだよな。

　そして、切り札ことジョーカーは誰かの眷属ではなく、天界全体のジョーカーとして機能している。トランプ同様多様な役割を持つ強力な札なんだってさ。

　悪魔と天使が異種レーティングゲームをしたら最高に盛り上がるだろうと先生も口にしていた。どんな試合になるのか、俺も想像がつかない。

　そんなわけで役のそろっていない単独のイリナは自称天使とされても文句は言えないのかもしれない。ま、まあ、イリナもどんどん強くなっているから一人でも十分に戦えると思うんだが。

「私は改まったあいさつがまだでしたね。初めまして、『戦車ルーク』のロスヴァイセです」

　ロスヴァイセさんが改めてあいさつをする。あ、そうか。一番最後に眷けん属ぞくとなったロスヴァイセさんはミリキャスさまと面識がないに等しい。その場に居合わせたことや、顔を見たことぐらいはあるだろうけど、面と向かってのあいさつは初めてかも。

「はい、ロスヴァイセさんですよね？　母さまがおっしゃってました。ロスヴァイセさんは自己管理のできる素晴らしい女性と！　ロスヴァイセさんの良いところを学べればいいなと思います！」

　それを聞いてロスヴァイセさんは得意げに自分の髪かみを払はらう。

「ふふふ、グレイフィアさまは私のことをそのように評価してくださったのですね。これはなんとも光栄です。見ている方は見ていてくださるのですね。いいでしょう！　ミリキャスくん、私が自己管理というものを教えてあげます！　とりあえず、このあと百円均一のお店にいきましょう！　日本のすばらしさをそこで伝えます！」

　やめて！　百均で日本の良さを伝えないで！　いや、百円均一は便利で良いものだけれど、そこで日本を語り出すのはやめてください！　誤解されます！

　って、グレイフィアさんのロスヴァイセさんへの評価は以前にも耳にした。けど、グレイフィアさんはロスヴァイセさんが百均ヴァルキリーで残念すぎることを知らないはず！　変な知識を純じゆん粋すいなミリキャスさまに覚えさせるのは悪あく影えい響きようだ！　魔王の息子むすこだぞ!?　このヒトの貧びん乏ぼうくさいすべてを学ばせたら大問題になっちゃうよ！

　心の中で突っ込みが追いつかない俺は、ひと息吐ついて改めてリアスに訊きく。

「ミリキャスさまはうちにお泊とまりして日本での俺たちの生活を見学する……ということですね？」

　リアスはうなずく。

「ええ、イッセーとお義と父うさまお義か母あさまにはご迷めい惑わくでしょうけれど、どうかよろしくお願いするわ」

「それは問題ないと思います。父さんも母さんもさっき下でミリキャスさまのことを快く迎むかえ入れてましたから」

　そう、父さんと母さんはミリキャスさまを見た瞬しゆん間かんに──。

「まあ、かわいらしい！　リアスさんの甥っ子！」

「サーゼクスさんのお子さんかー。イッセーが小さい頃ころとはえらい違いだ。環かん境きようと教育なんだろうなぁ……。自分の教育がどれだけずさんなものだったか、改めて思うしだいだよ、ねぇ母さん？」

「ええ、本当に。私たちの教育が悪かったばかりにうちの子は……こんなにも……こんなにも性せい欲よくの塊かたまりに……っ！」

　ミリキャスさまに俺の幼少期を重ね合わせて後こう悔かいの念にかられることがあったらしい。母さんなんて口元に手をやって嗚お咽えつを漏もらしていた。

　実の息子の前だぜ？　失礼極きわまりない！　でも、両親に若じやつ干かん謝りたくなるのは俺もそれを自じ認にんしているからなのだろうか……。

　それとミリキャスさまの姿に……、

「……孫って、こんな感じかしら？」

「うむ、紅あかい髪にグレモリーさんところの端たん整せいな顔立ち……うまくリアスさんの遺伝子が勝ってくれたらいいんだが……」

　何やら親としての観点から見えるものがあったらしい。……なんかもう静かに見ていてくれって思うんだけどさ。

　嘆たん息そくする俺だが、リアスは皆みんなを見み渡わたすようにお願いする。

「何はともかく、ミリキャスをよろしくお願いするわ。皆は普ふ段だんと変わりない生活をしてくれればいいの。この子が私の次の当主だとしても今回はそれを忘れて楽しく生活してちょうだい」

『はい！』

　リアスのお願いに元気よく応じる俺たち。

　かくして、ミリキャスさまのお泊まり見学会がスタートする。



　　　　─○●○─



「よーし、じゃあ、千本ノックするぞー」

　深夜の河か川せん敷じき。草野球用のグラウンドでゼノヴィアがバットを振るっていた。

「はい、コーチ！」

　ゼノヴィアの打ったボールを嬉き々きとしてキャッチしにいくのは野球帽ぼうにユニフォームという出いで立ちの青年。ゼノヴィアの仕事のお得意さまだ。

　俺とミリキャスさまはゼノヴィアの仕事風景を見学していた。ミリキャスさまが俺たちの仕事ぶりも見学したいというので、ちょうど仕事が入ったゼノヴィアについていくことになった。

　俺はミリキャスさまの護衛。まあ、必要なさそうだけど、ゼノヴィアとミリキャスさまだけじゃ何かと困るだろうから、いちおうね。俺の仕事も一段落ついてたし、ゼノヴィアの最近の仕事ぶりには俺も興味があったからついてきたんだ。

　ゼノヴィアに入る仕事はこういう体を動かすものが多い。工事の手伝いから、各種スポーツの練習相手など。今回は後者である野球の練習相手だ。

「がんばってくださーい！」

　俺とミリキャスさまの横でチアガール衣い装しようのアーシアがゼノヴィアの依い頼らい者に応おう援えんを送る。あの依頼者の男性、野球の練習相手を求めると共に「応援してくれるチアガール」も要求した。そこでちょうど手の空いていたアーシアを助っ人として追加で呼んだ。

　アーシアのチアガール衣装は大変プリティ！　ポンポンを両手に持って白い息をあげながら一生懸けん命めいフリフリ回していた。もう冬場で深夜は冷え込むというのにアーシアちゃんは健けな気げだ！

　普段、アーシアに入る仕事はトランプの相手からコスプレ撮さつ影えい会とかだな。小こ猫ねこちゃんも似たようなものだ。

　朱乃さんは会社の社長さん、セレブな奥さまなどがお客で、日ひ頃ごろの悩なやみ相談、お茶の相手まで幅はば広く業界トップ層のストレス解消を担になっている。

　木場はお姉さん──働く女性に呼ばれることが多く、やはり日頃溜たまったものの相談や、時には得意の手料理を振ふる舞まっていた。もったいないことにスケベな依頼は受けない！

　ギャスパーはパソコンでの応対。あいつはあいつのやり方でトップクラスの働きをたたき出す。「人付き合いは苦手だけど、悪あく魔まに願いたいことがある」って層にバカ受けだ。

　ロスヴァイセさんは主婦に呼ばれることが多い。節約に関するお悩み解消から話し相手などが主だという。最近はバーゲンセール必勝法の講習をしているそうだ。まだ若いのに……。

　我らが主あるじリアスに入る仕事は意外に限られており、滅めつ多たに入らない。というのも大たい概がいリアスの契けい約やく内容は上級悪魔らしく大きな案件だ。呪のろわれた掘ほり出し物を解かい呪じゆしてほしいとか、ある魔物に狙ねらわれているから倒たおしてほしいとかね。

　そして俺の仕事はというと……。変人ばかりに呼ばれて、おかしなことに首を突つっ込む。もうなんていうか俺も自分の変人を引き寄せる定めに諦あきらめが生まれているぐらいだ。ただでさえ、強者なんてものを引き寄せるのに変人、変態まで近づいてきやがる！

　そんなわけで俺の仕事ぶりはミリキャスさまには見せられない。変人、変態に会わせるわけにはいかないって！　サーゼクスさまのお子さんだもん！　魔王の息子にミルたんとかを紹しよう介かいしたら冥めい界かいでどんな風に噂されるかわかったもんじゃない！

「おーし！　次は一万本ノックだー！」

「はいぃぃぃ、コーチィィィィッ！」

　気合いの入ったゼノヴィアは調子を出して無茶ぶりを契約相手にふっかけていたが、依頼者当人もへたばりながらも笑顔だからＯＫなのかな？　む、無理だけはさせるなよ？　死なせちゃったら大問題だぞ……。

「いいなぁ……。僕もこういう風に眷属のヒトには楽しく仕事をしてほしいです」

　ミリキャスさまはゼノヴィアの仕事を見てそう漏らしていた。いい笑顔で仕事してるもんな、ゼノヴィアの奴やつ。

「ミリキャスさまは将来これという眷属候補はいらっしゃるのですか？」

　俺が問うと、ミリキャスさまは首を横に振る。

「いいえ、これからです。いいなーって思う目標はありますけど」

　まあ、それはそうか。利発で将来のことに目を向けていてもさすがに眷属の詳しよう細さいまでは決められないよな。

「やっぱり、リアスの眷属が参考とかですか？」

　俺たちの生活に興味を持たれて訪日しているし、そうなのかなと思った。けど、ミリキャスさまは首をひねる。否定せずとも肯こう定ていもせず、といったところかな。

「リアス姉さまの眷属の皆みなさんも素す晴ばらしい方々ばかりです。イッセー兄さまも格好良くて尊敬してます」

　……尊敬してますって言われちゃった！　すっげえうれしいもんだな！

「ですが、僕が目標にしたいのは父さまの眷属かなって」

　──っ。

　……なるほど、サーゼクスさまの──父親の眷属か。冥界最強を誇ほこるっていうサーゼクス・ルシファーの眷属。俺も魔ま獣じゆう騒そう動どうの際、遠目で一度だけ見たことがあるが、凄すさまじいオーラと雰ふん囲い気きをまとった強者の集まりだってすぐにわかったよ。

　俺たちみたいに勢いはあるけど弱点も多いチームより遥はるかに上の構成だって感じ取れた。冥界の危機など、政治的理由でしか集合しないって聞いたけどね。それでも一回はお会いしたいものだ。俺が面識あるのはグレイフィアさんと『兵士ポーン』の麒き麟りん──炎えん駒くさんだけだしな。

　──などと、俺がミリキャスさまと話し込んでいたら、視界に黒いゴスロリ衣い装しようの少女が映る。オーフィスだった。

　そう、こいつもヒマだって言ってゼノヴィアの仕事見学についてきていたんだった。

　オーフィスが兵ひよう藤どう家に住むようになってから、あいつは俺や皆のうしろをちょこちょこついて回って、やることなすこと真ま似ねをするようになった。

　俺がゲームをやっていたら、一いつ緒しよにプレイしたいと言ってくるし、アーシアが庭の花か壇だんに水をやっていたら、その手伝いをする。リアスが台所に立つと、オーフィスも横でじーっと調理を見ているしね。とにかく、俺たちのやることに興味を注ぐんだ。

　そのオーフィスはグラウンドの隅すみでアーシアの使い魔──ラッセーと余った野球ボールでキャッチボールをしていた。オーフィスがボールを放ほうり、それをラッセーが口でうまくキャッチしてオーフィスに戻す。ドラゴン同士で気が合うのか、よく遊んでいる。

「我、ラッセーを鍛きたえる」

「ガー」

　オーフィスの言葉に鳴いて応こたえる小ドラゴンだけど……ラッセーを鍛える!?　元無限の龍神ウロボロス・ドラゴンさまが直々に!?　おいおいおい、どんな師し弟てい関係だよ！　オーフィスがお師し匠しようさまになったら、あの小ドラゴンは将来的にとんでもない蒼雷龍スプライト・ドラゴンになるんじゃないの!?

　オーフィスなりの冗じよう談だんだろうけど、アーシアの使い魔が未来の龍りゆう王おうになるような錯さつ覚かくもしてしまうぜ。

「ラッセーは案外すっごいドラゴンに成長するかもな。あのオーフィスの遊び相手だなんて相当なもんだぜ？」

　俺の横でゼノヴィアの依頼者を応援しているアーシアにそう言った。

「オーフィスさんが教えてくださるなら、きっとラッセーくんも立派なドラゴンに育ってくれますね！」

　なんて純情なアーシアちゃんなんだろう！　アーシアがそう言うんだから、そうに違いないって俺も思っちゃう！

「アーシアはドラゴンと縁えんがあるのかもしれないな。ラッセーもそうだけど、オーフィスとも誰だれよりも早く仲良くなれたしさ」

　俺がそう言うと、アーシアは赤面しながらもじもじする。

「……そ、そうかもしれませんね。赤せき龍りゆう帝ていのイッセーさんとも出会えて、仲良くなれましたから……。もし、そのような縁があるというのなら私は主に感謝するばかりです」

　これはまた気き恥はずかしくなっちゃうような一言をいただきましたよ！

「お、俺だってアーシアと出会えて最高さ！　これからもずっと一緒だかんな！」

「はい！　千年だろうと一万年だろうとおそばにいます！」

「よっしゃ！　いまから千年単位の幸せ同居プランを立てちまうか！」

「私、日本も大好きですが、冥界にも一度は住みたいです！」

「ＯＫＯＫ！　俺が独立したらどこだって連れていってやるさ！」

　二人で盛り上がって抱だきしめ合っちゃうなんてことをしてしまった！　そのままぐるぐる回ってダンスみたいにはしゃいでしまったよ！　だって、アーシアちゃんがかわいいんだもん！

　アーシアとお花畑全開にしているなか、ミリキャスさまが訝いぶかしげにオーフィスに視線を配らせていた。

「あの黒い服の女の子は誰なのですか？」

　ミリキャスさまにそのような質問をされてしまう！　俺の家でずっと怪け訝げんそうにオーフィスを見ていたもんな。でもオーフィスの存在は口外しちゃダメだ。

「えーと、タンニーンのおっさんの親類とかだったかな。術で人間に化けて人間界の暮らしを学んでいるんだ」

　と、その場凌しのぎでそういう設定をもうけた。タンニーンのおっさんには悪いが、ここだけはそういうことにしておいてください！

「そうだったのですか。僕と同じですね！」

　ミリキャスさまは信じてくれた！　純じゆん粋すいな瞳ひとみと笑え顔がおに罪悪感を覚えてしまうが、これも各世界情勢のためなんだ！　俺の嘘うそを許してください！

　ふいに俺の袖そでをミリキャスさまが引っ張る。

「イッセー兄さま、僕のことはミリキャスと呼んでください」

「──っ。そうは言われても恐おそれ多いというか……」

　俺はミリキャスさまの厚意に戸と惑まどう。イッセー兄さまと呼んでもらえるだけでも光栄なのに、その上、「さま」なしで呼ぶなんて……。一番最初の出会いで、「さま」付けで呼んでしまったから、以降はそれに倣ならってしまった部分も多分にあるんだけどね。

「リアス姉さまをリアスと呼べるヒトに『さま』と呼ばれてしまうのはちょっと寂さびしいです……」

　ミリキャスさまはそう言うなり、顔を少し俯うつむけてしまった。

　……そっか、大好きな叔お母ばを名前で呼ぶ俺にも『ミリキャス』と呼んでほしいのかな。俺はリアスのことが好きで、思いを口にして伝えた仲だ。彼女もそれを受け取ってくれた。俺たちは相思相愛。恋こい人びと……と呼ぶにはまだ恥ずかしいものがあるし、形になっているかも怪あやしいところだ。

　でも、気持ちはお互たがいに通じている。俺にとってリアスは大切な女性だ。彼女も同様に俺を大切にしてくれる。

　その俺たちをこの少年は知っているんだ。だから、リアスと同じように自分のことを普ふ通つうに呼んでほしいのかもしれない。

　そういえばリアスが言っていた。

「ミリキャスに期待する者はとても多いの。出生があまりにも特異だものね」

　そう、ミリキャスさまは最強の魔王サーゼクス・ルシファーと最強の『女王クイーン』グレイフィア・ルキフグスの間に生まれた嫡ちやく男なん──。

　身に宿る才能を鑑かんがみても破格らしく、未来の魔王候補として早くも目をつけて取り入ろうとする大人が少なくないってさ。

『ミリキャス派』なんてものもサーゼクスさまを支持する政治家のなかにあるぐらいで、いろんな悪魔がこの子の将来に注目している。

　自分の将来をこの子なりにこの時期から考えているというのに、政治が絡からみつく──。

　リアスも自分の出自に誇りを感じながらも夢を捨てきれないでいた。好きな男性と結ばれたいという夢──。けど、許嫁いいなずけがいた。それが彼女を悩なやませていた。

　それ以上のものを大人はこの子に負わせようとしている──。

　……いずれ、自分の立ち位置を嫌いやってほど理解するだろう。それを誇りに感じ、しかし、もがきながらも前に進むんだと思う。

　それが上級悪魔──強い両親を持った子供の運命なんだろうな。

「わかりました、ミリキャ──」

　そこまで言って、俺は口をつぐんだ。

　……寒気を感じたからだ。誰かが俺を見ている。そんな気配。しかも俺に意識を強く傾かたむけているな、これ……。

　周囲を見み渡わたすものの、人ひと影かげは見当たらず。

「…………？」

　ゼノヴィアも不ふ審しんなものを感じたのか、俺と同様に周りへ視線を配らせていた。オーフィスもきょろきょろとしている。アーシア、ミリキャスさま、ゼノヴィアの契約相手は気づいてないけど、少なくとも俺たちは気づいた。

　……誰かがこちらを遠くから見ている。そんな感じ方だった。

「ゼノヴィアーっ！　アーシアさん！　コンビニでスポーツ飲料買ってきたわー！」

　そう言うなり、買い物袋片手に駆かけつけたのはイリナだ。たまにイリナも今の俺やミリキャスさまのようにアーシアとゼノヴィアの仕事を邪じや魔まにならない程度に見学しているという。無論、直接悪あく魔まの手伝いをすると、天使としては背信行こう為いとなる。なので見学だけをしているのだそうだ。まあ、今回みたいに差し入れをしてくることもあるんだが……。それはギリギリセーフらしい。その辺のライン引きは悪魔の俺にはよくわからん。

「おっ、自じ称しよう天使さまから差し入れが届いたぞ」

「自称天使じゃないもん！　本物だもん！」

　ゼノヴィアの一言にイリナも頬ほおを膨ふくらませていた。ハハハ、本当、ゼノヴィアとイリナの組み合わせは空気を和なごませてくれるよ。ここにアーシアが入るとさらに和み展開は増すんだよね。

　不可解な気配を感じながらもその日のミリキャスさまの見学会は終わりを告げる。



　　　　─○●○─



　明くる日、俺たちは兵藤家地下にあるトレーニングルームで一堂に会していた。

　俺が赤龍帝ブーステツドの・ギア・鎧スケイルメイルを装着して、木場が剣けんを握にぎる。ついでにギャスパーも後方で構えていた。俺たちグレモリー眷けん属ぞく男子が相手をするのは──ミリキャスさま！

　ジャージに着き替がえたミリキャスさまは、子供ながらも勇ましい表情で俺たちと対たい峙じしている。そう、その日、俺たちがミリキャスさまと交流を深めるために計画したのは──模も擬ぎ戦だ。リアスの提案のもと、これが実現したんだ。

「ミリキャス、良い機会だからうちの男の子たちと手合わせしてみる？」

　──と。それを受けてミリキャスさまは「はい！　ぜひお願いします！」と元気よく応じてしまった。ミリキャスさまは俺たちグレモリー眷属男子の『根こん性じよう』に並々ならぬ関心を抱いだいているようで、サイラオーグさんの「修しゆ行ぎようする上級悪魔」という姿勢にも好意的だというんだ。

　とうのリアスはオカ研女子メンバー＋オーフィスと共にトレーニングルームの隅で俺たちの模擬戦を見守っている。

　木場が構える魔剣は、刃はのない模造剣のようなものだ。さすがに刃のついた得物や聖剣、聖魔剣で相手をするのは危険すぎるだろう。

　俺も鎧よろい姿だ。籠こ手てだけで相手をしようと思ったんだが、リアスに「鎧にしたほうがいいわ」と言われて、この姿に。……いちおう伝説の天てん龍りゆうたる赤龍帝と相手をさせることでミリキャスさまを喜ばせようとしたのかな？

　ギャスパーは緊きん張ちようの面おも持もちながらも震ふるえずに俺たちの後方でサポート要員として待機。

「が、がんばりますぅ！」

　おう、がんばれ、ギャー助すけ！　相手はお子さまなんだから気弱なところを見せるなよ？

「それでは、模擬戦はじめ！」

　朱乃さんの号令のもと、模擬戦は始まる！

　俺も木場も動かず、ミリキャスさまの出方を待つ格好だ。本気なんて出せるわけがない。実力は俺たちのほうが遥はるかに上なんだしさ。接待ってわけじゃないが、手加減をしてミリキャスさまが満足するまで相手をするってことでいいんだろう。

　そう思し慮りよしているうちにミリキャスさまが動く。

「いきます！　お願いします！」

　フッ、とその場を駆けだした！

　俺はそのミリキャスさまのスタートを見て舌を巻く。

　──速い！

　お子さまだと思えないほどの速度で前方に飛び込んできている！　手元に紅あかいオーラをまとわせるといくつかの動きのフェイントを入れてから、魔力を解き放つ！

　少年の手から発せられたのは、叔母や父親同様の滅ほろびの魔力！

　…………なんてこった。思っていた以上に──魔力が力強い！　俺は向かってきた滅びの魔力をやり過ごす。後方に飛んでいった消しよう滅めつの力は木場に降りかかった。

　木場は特に避よけずに魔剣で防ぐが──。

　バシュッ！

　削けずりきる独特の音と共に木場の魔剣の刀身が──消滅してしまった！

「──ッ！」

　その結果に木場も驚きよう愕がくしている様子だ！　俺も心底驚おどろいた！　かなり質の高いオーラだったぞ！　模擬戦用に特に強度を高めていなかったであろう木場の魔剣だが……。それでもその魔剣を消滅させるなんて！

「おい、あれ、けっこうなものだぞ」

「う、うん！　私も驚いちゃった！」

「……お姉さまの魔力そのものです！」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシアは少年の魔力に度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

「オーラの流れがスムーズでした。年相応のものではありませんね」

「……祐ゆう斗と先せん輩ぱいの剣を跡あと形かたもなく消してしまうとは」

「……お噂うわさには聞いておりましたけれど、実際に目にするとあのサーゼクスさまとグレイフィアさまのお子だと強く感じますわね」

　ロスヴァイセさんも小猫ちゃんもレイヴェルも表情を一変させていた。

　この光景にリアスと朱乃さん以外のオカ研女子メンバーはビックリしてしまった。

「えいッ！」

　俺たちが驚いている隙すきにミリキャスさまが瞬しゆん時じに詰つめ寄り、魔力を撃うち放つ！　今度は──散さん弾だん式に消滅魔力を放ってきた！　無数の滅びの弾たまが俺たち男子チームを襲おそう！

　消滅魔力ってのは受けるだけで削られる！　直接の防ぼう御ぎよが難しい常識外の特性を持ち合わせている。リアスの魔力も当たれば相当なものなんだよな。直ちよく撃げきしない相手ばかりと出くわしてしまうのだが……。

　滅びの攻こう撃げきは直接受けずに、こちらの一発で相そう殺さいするのが一番だ！　俺は加減した散弾タイプのドラゴンショットを生み出して、前方に撃ち出す。

　当てて相殺するというときになって──ミリキャスさまの撃ち出した無数の滅びの弾が軌き道どうを変えた！

　──まるでサーゼクスさまの魔力みたいだ！

　強力な消滅魔力を球状に圧縮して操あやつるサーゼクスさまの妙みよう技ぎ。まさにあれを思わせるミリキャスさまの魔力操作だった。

　俺の攻撃をくぐり抜けて襲い来る紅べに髪がみの少年の魔力！　俺は体たい捌さばきだけでそれらをやり過ごすが、一発だけ鎧をかすめてしまった。

　バシュンッ！

　音と共に鎧の肩かた部分が少し削られてしまう！　鎧じゃなかったら、肩が消えてるぞ！

　ようやく理解した、リアスが鎧を着ろと言った理由が。生身の俺じゃ、ミリキャスさまに太た刀ち打うちできないかもしれないからだ。

　──破格の少年。

　サーゼクスさまとグレイフィアさんのお子さまなわけだよ。この年で、この実力。いまは俺たちのほうが圧あつ倒とう的てきに上だ。けど、俺たちと同じ年になったら、そのときはどのぐらい強くなっている？

　予想がつかない。それほどに底知れない才能を感じてしまった。

　……これほど、他者の才能に戦せん慄りつしたのはヴァーリ以来だ。……ミリキャスさまを支持する派は閥ばつが政治家の間で生まれたのもうなずける。

　リアスのほうに視線を向けたら、彼女も笑えみを浮かべてうなずいていた。

　こちらの心意がわかったのだろう。本当、なめててゴメンなさい。相手はとんでもないお子さまでした！

　でも、おかげで目が覚めた。相手が別格のお子さまと理解した上で模擬戦を続けよう！

「グレモリー男子の根性！　叩たたき込みますよ！」

　俺が拳こぶしを突つき出して宣言すると、ミリキャスさまは満面の笑みを見せてくれた。

「はい！　よろしくお願いします！」

　さーて、この少年相手にどう立ち回ろうか。

　俺はなんだかこの子との模擬戦にわくわくしてきた。自分を『兄さま』と言ってくれる子が一生懸けん命めい俺に向かってきてくれる。

　──弟と競きそい合うってこんな感じなのだろうか？

　俺には兄弟がいないからそれを実感したことがなかったけど、ミリキャスさまとの触ふれ合いによるドキドキ感はそれのような気がしたんだ。





「はぁはぁはぁ……」

　息をあげて床ゆかに座り込むミリキャスさま。疲ひ労ろうの色は濃こい。

　模擬戦は約三十分ほど続いた。俺たち男子三人が相当手加減したとはいえ、三十分もついてこられるなんてさすが魔王の子としか言えなかった。

　ミリキャスさまはその間、魔力が尽つきるまで俺たち相手にできうる限りの攻撃を仕し掛かけてくれた。俺や木場に何度転ばせられようと泣かずに立ち上がって向かってきた。その姿は見事としか言いようがない。俺がミリキャスさまぐらいの年齢だったら、兄ちゃん三人相手に一方的な試合をされたら泣いて諦あきらめるか、愚ぐ図ずるに決まってる。そう考えればこの子の根性は大したものだった。

　アドバイスをしながら攻撃を捌いていたのだが、すぐさまそれに順応して構えを整える辺りに天性のものが見て取れた。……末すえ恐おそろしいの一言だ。

　リアスが座り込むミリキャスさまにタオルを手渡す。

「よくイッセーたちを相手にして諦めなかったわ」

　リアスからも褒ほめられていた。ですよね。ちょっと泣いちゃうかなって思う程度には俺たちも相手をしたんだけどね。あんまり手を抜きすぎると逆に失礼かなと思ったからさ。子供ってそういうの敏びん感かんそうだし。

　俺も鎧を解いてリアスからタオルを受け取ったあと、「ちょっと顔洗ってきます」と言ってトレーニングルームを一時退室。

　地下に備え付けられている大浴場の洗面台で顔を洗う。

　──楽しかった。

　かわいい弟と戯たわむれるってこういうことなんだろうな。俺の胸を借りて飛び込んでくる姿は勇ゆう敢かんでありながらも健けな気げで「きゅん」と父性愛的なものがわき上がった。

　弟……息子むすこってのもアリなのかな？　まだ高校生の身の上で子供を持つってのは実感わかないし、想像もつかない。けれど、オーフィス（見た目はお子さま）やミリキャスさまとここ最近触れあって、高まるものもある。

「……小さい子と過ごすってのも悪くないな」

　そうぼそりとつぶやくと──、

「うふふ、そうですわね」

　朱乃さんがいつの間にか背後に立っていた！　なんだか、朱乃さんって相手に気配を感じさせずに動くのが上達してませんか!?

　朱乃さんは俺にスポーツ飲料の入ったペットボトルを手渡してくれながら言う。

「私、最近思うの」

「思う？」

「ええ、男の子と女の子、どちらもいいなって。オーフィスちゃんやミリキャスくんを見ているとその思いは強くなりますわ」

「そうですね。ミリキャスさまは良い子ですし、オーフィスも小動物的なかわいらしさがあって相手をしていて飽あきないですよ」

　正直な感想だ。二人の存在はいい刺し激げきになるよ。

　オーフィスは性別という概がい念ねんがない。むかしはジジイで、そのさらにむかしは違ちがう存在だったという。姿を定期的に変えているそうだからね。でも、いまは女の子。俺たちもオーフィスに関しては女の子として接している。

「イッセーくんは将来結けつ婚こんしたら男の子と女の子、どちらがほしいのかしら？」

「悩なやみますね……。双ふた子ごで男の子と女の子っていうのがいっぺんに希望を満たしそうですけど、育児が倍大変そうです」

　最初は男の子、次に女の子っていうのが理想なのかな。などと思っていると、朱乃さんがふいに自身のお腹なかに手を添そえて微笑ほほえむ。

「あなたの子なら何人でも産みますわ」

　…………。

　……あ、あまりに刺激的な一言に鼻血がたらーっと流れて、呷あおっていたスポーツ飲料が口からこぼれていった。

「げほっ！」

　不意打ちの告白に気管に飲み物を詰まらせて、返す言葉も出せずじまい！　なんて不ふ甲が斐いない男だろうか！

「あらあら、大変」

　朱乃さんに背中をさすってもらう格好になってしまった！　うぅ、情けねぇ！　てか、顔が紅潮して熱くなってきたのは咳せき込んで苦しいだけじゃないんだけどね！

　そのときだった。大きく野性的なオーラを背後に感じる！

　振ふり返れば大浴場の入り口に二メートル以上はあるであろう巨きよ漢かんが立っていた。逆立ったオレンジ色の髪の毛と分厚いコートが特徴的だった。

　つーか、誰だれ!?　どうして兵藤家にいるの!?

　巨きよ躯くの男は俺と朱乃さんに視線を向けて口の端はしを笑ます。

「おーおー、風ふ呂ろ場ばで赤せき龍りゆう帝ていが咳き込んでるぜ。どういう状じよう況きようだ、これ？」

　いや、あんたこそ、どういう方なんですか!?

「セカンド、勝手にお風呂場に入るなんて失礼ですよ？」

　咳き込んでいて突っ込みも口に出せない俺の視界に巨漢だけじゃなく、見知らぬ人物が二人新たに登場する。一人はデザインの凝こった紅色のローブに身を包む男性、もう一人は羽織を着た日本人らしい顔立ちの男性。

　いま巨躯の男に一言告げたのは羽織を着た男性のほうだ。

　てか、このヒトには覚えがある！　先日の魔ま獣じゆう騒そう動どうの際にひと目だけだが……。

　朱乃さんは男性陣じんの登場に呆あつ気けに取られていた。それは見知らぬ者たちの突とつ然ぜんの出現に驚おどろく様ではなく、知っている者がどうしてここにいるのか？──そういう顔つきだ。

　朱乃さんはぼそりとひとつだけ発する。

「……ルシファー眷けん属ぞくの皆みなさまですわ」

　そう、それはとんでもないメンバーの突然の来訪だった！





　風呂場に現れた三人を連れてトレーニングルームに戻もどる俺と朱乃さん。一番ビックリしたのはリアスで素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「総そう司じ！　それに皆みんなもこちらに来ていたのね！」

　総司と呼ばれた羽織の男性は、柔にゆう和わな笑みを浮かべていた。

「これは姫ひめ。お久しゅうございます。ええ、ミリキャスさまの護衛をと思いまして」

　総司と呼ばれた男性の視線が次に木場へ移る。

「元気そうで何よりです、祐斗」

　木場が会え釈しやくをして、姿勢を正す。

「夏以来です、お師し匠しようさま」

　そう、この羽織を着た男性はサーゼクスさまの眷属で『騎士ナイト』の沖おき田た総司さん！　本物の新しん撰せん組ぐみ一番隊隊長さんだ！　れ、歴史上の人物！　無知な俺でも新撰組は知ってる！　すさまじいほどの有名人がサーゼクスさまの眷属にいらっしゃる！　しかも木場の剣けんの師匠ときたもんだ！　なんていうか……すげえの一言！　侍さむらいのように髪をうしろに縛しばっているが……まあ、侍だよな！　見た目も二十代後半ほど。実じつ年ねん齢れいは百歳超こえてるよね……。

　魔獣騒動のあと、木場にこの方のことを尋たずねたんだ。そうしたら、師匠の詳しよう細さいを教えてくれてさ。驚きばかりだったよ。

　名のある上役の悪あく魔まは、眷属に歴史上の人物を入れているケースがあるようだ。転生者はチェス発はつ祥しよう──起源以降の歴史上の人物が主だったかな。つまり、人間界の歴史上にチェスが生まれ、悪魔の駒イーヴイル・ピースも誕生して、その辺りから以降の偉人ということになる。

　……いったい、他ほかにどんな有名人が悪魔になってんだ？　想像もつかないよ。

「ハハハハハッ！　ひっさしぶりだなぁ、姫さん」

　豪ごう快かいに笑うのは巨体の男性だ。身にまとう野性的なオーラはサイラオーグさん以上のものを感じさせてくれる。体格もあのサイラオーグさんよりも一回り以上大きいしな。……手がめっちゃでけえ！　俺の頭を丸々握にぎれそうなほどのデカさだ。

「姫に無礼でしょう。リアス姫、ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます。また一段とお綺き麗れいになられましたな」

　巨漢を注意してエレガントに会釈するのは紅べに色のローブを着た男性。線は細いが、目は鋭するどい。巨躯の男がまとっていた荒あら々あらしい野性的なオーラとは反対に静かで底知れない不気味なオーラを体からにじませていた。

　……どちらも俺じゃ計れないほどの実力者なのは確かだ。

「セカンド、マグレガーも来ていたのね。……お兄さまの眷属がそろって集まるなんてどういうことなのかしら。有事のとき以外はそうそう集まらないというのに……。いくらミリキャスの護衛といってもさすがに大げさだわ」

　リアスの意見は尤もつともだ。なぜに俺の家に集合？　冥めい界かいの危機であった魔獣騒動に集まるならわかるけど、平和なこの家に最強のルシファー眷属さま一行の突然の訪問はなぜ!?

　巨漢は手に持っていた酒さか瓶びんを一気に呷る。お酒のボトルがまるでミニチュアのように覚えるほどだ。

　男は飲み干すと口から息を吐はくように火を噴ふき出す！　息と共に火が出やがった！

「なーに、この間の魔獣騒動のあとで『たまには眷属で集まってどっか行くか』ってなってよ。坊ぼつちゃんの護衛ついでに姫さんの顔を見に来たってわけよ。──さすがに炎駒の野や郎ろうとバハムートは別件があるとかで捕つかまらなかったけどな」

　そのような理由でここに結集ですか!?　リアスの顔を見つつ、ミリキャスさまの護衛をするために兵藤家ご訪問とな!?　う、うーん、最強眷属の方々が集まる理由ってのが俺には理解できん！　俺の家に集合って、政治的な理由になるのかな!?

「それにしてもすごいわ。この三人をそろって見るなんて幼い頃以来だもの」

　リアスがそう言う！　マジか。じゃあ、相当レアな体験を俺たちはしているんだな！

「私も皆さまが一堂に会しているところは初めてで驚きましたわ」

　朱乃さんもですか!?　うわー、今日は大変な一日だわ……。

　呆気に取られて、ぽかんとしているしかない俺たち。リアスと朱乃さん以外の俺たちオカルト研究部の面々はどうすればいいかわからないでいた。

「皆、改めて紹しよう介かいするわね」

　リアスが察したのか、紹介が始まった。まずは羽織を着た男性──沖田さんからだ。

「こちらが兄の唯ゆい一いつの『騎士ナイト』、沖田総司。祐斗の剣の師でもあるの。皆も新撰組で知っているわよね？」

　リアスの紹介にイリナが驚きよう愕がくする。

「え、ええ！　やっぱり、歴史上の方……ですよね？」

　イリナの驚きの声に沖田さんが微笑む。

「ええ、そうですよ。当時、病やまいで戦線を離り脱だつしていましてね、死の病を回かい避ひするため、様々な魔の儀ぎ式しきに手を出していたら偶ぐう然ぜんか、奇き跡せきか、あの方──サーゼクスさまを呼び出してしまったのですよ。そのときは黒くろ猫ねこの格好をされていましたね」

　歴史の裏でそのようなやり取りが……。沖田さんと黒猫って有名なエピソードだよな。マジかよ、サーゼクスさま！

「魔の儀式を繰くり返していたら、総司さんの体は魔物の巣そう窟くつになっていましてね」

　ローブを着た男性が追加説明をしてくれた。

　すると、沖田さんの背後に──猿さるの顔、手足が虎とらっぽくて、尾おが蛇へびという大きな魔物が現れる！　合成獣！　キメラか！

　沖田さんが魔物の頭をなでる。

「これは鵺ぬえという妖よう怪かい……日本版キメラと言ったほうが早いでしょうか。こういうふうに私の体には妖怪などが多く巣くってしまいまして……。一人百ひやつ鬼き夜や行こうができるようになってしまったのですよ」

　あんな妖怪が沖田さんの体にたくさん巣くってるのか！　一人百鬼夜行だなんて、どんな状態だよ！

「ゆえに『騎士ナイト』の駒こまが二個必要だったのでしょう。超獣鬼ジヤバウオツクから発生した小型のアンチモンスターを相手にしていたのが総司さんの妖怪たちだったのです」

　と、ローブの男性はさらに説明をくれた。

　……一人百鬼夜行ゆえにサーゼクスさまの『騎士ナイト』の駒が二個も必要だった。つーか、一人で何十人分の働きができるんだって話だ。超獣鬼ジヤバウオツクから出現したモンスターを一人で相手にできている時点でいろいろおかしいって！

　しかも剣の腕うでも超ちようが何個もつきそうなほどの達人なんでしょう？　木場の師匠は桁けた違いってことか！

「僕がお師匠さまから習ったのは流派というよりも、剣の扱あつかい方とか戦う姿勢かな。完全な天てん然ねん理り心しん流というわけではないんだ」

　と、木場が言う。確かに木場の剣のスタイルは侍ってわけじゃないな。

「次はお兄さまの『僧侶ビシヨツプ』について紹介するわ」

　リアスがそう口にする。

　沖田さんの紹介が終わったところで、先ほどからいろいろと説明をくれていたローブの男性が改めて俺たちに会釈する。その姿勢はあくまでエレガントで気品に溢あふれていた。

　年は見た目だと沖田さんと同様の二十代後半ほどだ。切れ長の目元と薄うすい微び笑しようが妖よう艶えんに思えてしまう。金きん髪ぱつと黒くろ髪かみが混じった髪は長く、軽くウェーブがかかっている。

「マグレガーの本名はマグレガー・メイザース。近代西洋魔術の使い手にして、かの『黄金の夜明け団ゴールデンドーン』の創立者の一人でもあるの。七十二柱の本を編集して翻ほん訳やくしたことでも有名かしら」

　……『黄金の夜明け団ゴールデンドーン』？　俺は聞き慣れない単語に首を傾かしげたが、ゼノヴィア、アーシア、イリナなどは超絶驚いている。

「魔術関係の偉人じゃないか！」

「す、すごいです！　私、教会で習いましたよ！」

「うんうん、魔法を使うヒトにとってはすんごい有名人だわ！」

　三人のその驚きようは沖田さんのときの比じゃない。

　俺の反応にローブの男性──マグレガーさんが笑む。

「ふふっ、姫、若君はご存じないようですね。かまいませんよ。すごい魔法使い程度の認にん識しきでＯＫです」

　そ、そうなんですか……？　すごい魔法使いでは済まないのでは!?

「サーゼクスさまの『僧侶ビシヨツプ』の駒二個消費という時点でただの魔法使いではありませんわよ」

　ですよね、朱乃さん！　あの超獣鬼ジヤバウオツク相手に魔法でやり合っていたんだから、桁けた外はずれに違いない！

「一度魔法についてじっくりお話ししたいところです」

　ロスヴァイセさんがマグレガーさんに興きよう味み津しん々しんのご様子だった。魔法の使い手としてご教授願いたいところがあるのだろう。

　最後に紹介となるのは──巨きよ躯くの男性だ。

　ガハハと豪快に笑いながら堂々と一歩前に出る。自身を親指でさしながら大きな声で言い放つ。

「さーて、俺だな！　俺はサーゼクスの旦だん那なの『戦車ルーク』が一人！　スルト・セカンドさまだ！　さー、戦おののけ！　跪ひざまずけ！　なんてな！　ガハハハハハッ！」

　……なんと立ち振ふる舞まい通りのヒトなんだろうか！　見た目の通り、豪ごう気きな気き性しようを感じさせてくれる！　見た感じだと三十代中なか頃ごろで体格の良すぎるおっさんだ。

　リアスも苦く笑しようしながら紹介をしだす。

「北ほく欧おう神話に登場する炎ほのおの巨人スルトのコピー体なの。ラグナロクの折、巨人の大隊を引き連れて世界樹ユグドラシルに火をつけると予言されているあのスルトのね」

　スルト、ですか。俺も名前ぐらいしか知らないな。ロキとの一戦後、北欧神話が気になってちょっとだけ書物を触さわったんだが……その名前は確かにあった気がする。

　炎の巨人──。だから体が大きくて、さっき火を口から噴き出したんだな。

　その伝説の存在のコピー体……？　コピーってことはクローン？　同じ細さい胞ぼうとか使ったそっくりのあれだよね？　そういう認識でいいのかな。

「北欧の神々がなんとかスルトからコピー体を作ったのは良かったのですが、コピー体が暴走しましてね」

『僧侶ビシヨツプ』のマグレガーさんがまたまた説明をくれる。このヒト、相当な説明好きだ。話すのが好きなのかな。マグレガーさんが続ける。

「そのコピー体を手がつけられなくなって放ほうり出したそうなのです。そこにサーゼクスさまが現れまして、ご自身が手にしていた『戦車ルーク』の『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』で眷属にされたのですよ。コピー体ゆえに『セカンド』の名がつけられたのです」

　──っ！

『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』!?　しかもサーゼクスさまの駒で、『戦車ルーク』の『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』!?

　スルトってのがどれだけの存在か計りきれない俺だが、あのサーゼクスさまの眷属で、しかも『戦車ルーク』（駒価値５！）であり、さらに『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』を使用!?

　ど、どんだけの潜せん在ざい能力だよ！　レーティングゲームの駒価値に換かん算さんしたらいくつだってんだ!?

　驚おどろくばかりの俺だが、巨人スルト・セカンドさんはため息と共に火を噴いたあと、話す。

「ああ、北欧のクソ野郎どもに捨てられて、己おのれの炎で燃え尽つきつつあった俺をサーゼクスの旦那が救ってくれたのさ。おかげで俺は炎の扱い方も完全に覚えて冥界最強の『戦車ルーク』として旦那についていくことができたんだけどな！」

　サーゼクスさまはすごい拾いものをしたんだな。北欧の神々に捨てられたすんごいコピー体を救ったのか。

　スルト・セカンドさんの表情と言動は己を助けてくれた主あるじ──サーゼクスさまへの敬愛の色が多分に含まれていた。

　グレイフィアさんが最強の『女王クイーン』で、この巨きよ漢かんが最強の『戦車ルーク』！　もうなんだか、スケールが違いすぎて頭が爆ばく発はつしそうだ。

　しかし、『僧侶ビシヨツプ』マグレガーさんは苦笑される。

「その最強の『戦車ルーク』さまは超獣鬼ジヤバウオツクとの戦いで開幕直後に巨大化して本気の炎を無む駄だに噴きだして、勝手にガス欠となり、終しゆう盤ばん戦せんに参加できなかったのですよ。まったく、あの超獣鬼ジヤバウオツクは悪あく魔まにとって、桁違いのアンチモンスターであり、強力な再生力も有していると事前に説明したというのに……。作戦通り、アジュカさまの対たい抗こう術式が届いてから一気にたたみ掛かければあれほど倒たおすのに時間を要することもなかったでしょうに。あなたの炎は全力を出せば燃え尽きぬ者などいないのですからね。──失敗しなければの話ですが」

　長々と皮肉交じりの文句を口にする。それを聞いてスルト・セカンドさんはマグレガーさんに詰つめ寄った。

「うっせーッ！　てめえは毎度一言多い上に長ぇんだよ、マグレガーッ！　やれるときにやるのが旦那の『戦車ルーク』ってもんだろうがッ！」

「同じ『戦車ルーク』であるバハムートのほうが終始役に立ってくれましたよ。小型アンチモンスターを総司さんの妖怪たちと共に蹴け散ちらしてくださいましたからね」

　マグレガーさんの言葉に出てきたバハムート。話だけは聞いたことがある。光り輝かがやく伝説の魔物なんでしょ？　水のなかはもちろん空も泳げる巨大で強力な怪かい魚ぎよだって聞いた。その魚の魔物もサーゼクスさまの眷属で『戦車ルーク』なのか……。

「そんな魚と俺を一いつ緒しよにすんなって、いつも言ってんだろうがッ！」

　マグレガーさんの襟えり首くびをつかんで怒いかり心しん頭とうのスルト・セカンドさん！　マグレガーさんは気にもせずに俺たちへ笑えみを向けて最後の一言。

「──と、まあ、こんなメンバーです、はい」

　……は、はぁ。な、なるほど、そのようなメンバーですか……。ここにグレイフィアさんと『兵士ポーン』で麒き麟りんの炎駒さんを入れてルシファー眷属は完成するのか。

　などと思っていたのだが、リアスは誰だれかを探すようにきょろきょろとする。

「そういえば、ベオウルフは？　やはり、今回は三人だけなの？」

　その名前を聞いて、沖田さん、スルト・セカンドさん、マグレガーさんはきょとんしていた。そして思い出したかのように「あー、そういえば」と一様に口にする。

「あー、あいつは──」

　スルト・セカンドさんがそこまで言いかけて、トレーニングルームの扉とびらを大きく開け放つ音が地下に響ひびき渡った。

　皆みんなの視線が集まるなか登場したのは──ちょっと息の上がった茶色の髪をした男性だった。二十代中頃に思える風ふう貌ぼうで背広という出いで立ちだ。

「や、やっと追いついた……」

　壁かべに手をつきながら、息を整える男性。それを見てスルト・セカンドさんがぼやく。

「おっせーよ、ベオ」

「……何言ってんスか。セカンドさんが俺にあれ持てこれも持て、あれ送れ、これも送れって日本のお土産みやげを持ち運んで冥めい界かいに転送したのぜーんぶ俺なんスからね！」

　不満を漏もらしているベオと呼ばれた男性をさしてマグレガーさんが説明をし出す。

「彼がサーゼクスさまのもう一人の『兵士ポーン』──ベオウルフです。英えい雄ゆうベオウルフの子孫でして、サーゼクスさまに戦いを挑いどんで惨ざん敗ぱいし、そのまま頼たのみ込んで眷属になられたのですよ」

　──っ！　英雄の子孫！　サーゼクスさまはそういうヒトまで眷属にされているのか！

　室内の空気に首を傾かしげながらベオウルフと紹しよう介かいされた背広の男性が口を開く。

「あらら？　俺の紹介ってか、皆は若さんにもうしたのかよ!?」

「てめえが遅おそいからな、もう済んじまったところさ。背広なんて着てきやがって堅かた苦くるしいったらないぜ」

　スルト・セカンドさんの一言にベオウルフさんは涙なみだ目めで訴うつたえる。

「なんだよ！　俺の登場待ってくれたっていいじゃん！　同じ『兵士ポーン』の先せん輩ぱいとして若さんに格好いいこと言おうと思ってたのにさ！　ほら！　第一印象は大事だからスーツまで新調したのに！」

　ベオウルフさんの言葉を無視してスルト・セカンドさんが俺に言う。わ、間近で見るとマジで巨人だ。大迫はく力りよく！

「おう、若。あいつは俺たちのパシリだ。若も存分に酷こく使ししてくれていいぜ？」

　若……俺のことか？　グレモリー関係者は俺のことを時折『若』って呼ぶもんな。

　って、パシリ！　い、いいんですか、そんなことで……。

　それを聞いてベオウルフさんがショックを受けていた。

「ひでぇっ！　同じサーゼクスさまの『兵士ポーン』である炎駒には何も言いつけないのに俺には無茶ぶり言いつけんだもんな！」

　不満たらたらな『兵士ポーン』さま。

　リアスが小さく笑いながら、俺に言う。

「ベオウルフは軽そうに見えるけれど、冥界の『兵士ポーン』のなかでも五指に入るほど有名よ。お兄さまの『兵士ポーン』ですもの。見た目では判断できないほどの強者だわ。何せ、転生前、お兄さまに一いつ騎き打うちを申し出たとき、お兄さまに手傷を負わせたほどよ」

『兵士ポーン』のなかで五指に入る！　やっぱり、相当な手て練だれってことだ。しかも英雄の子孫。

　……こんなちょっと情けない姿を見せてくれる兄ちゃんがまさかの曹そう操そう並とかあり得るのかな？　あのサーゼクスさまに傷をつけるなんてとんでもないことだぞ……っ！

「腕をちょっと斬きっただけですよ。そのあとボロボロにされましたけど。ね？」

　マグレガーさんの余計な一言にベオウルフさんがまた涙目になる。

「んだよ！　せっかく、姫ひめさまが良いこと言ってくれたのにぃ！　初見の奴やつにとって、俺のイメージ最悪じゃん！」

　なんだか、楽しい『兵士ポーン』さんだ。サーゼクスさまの眷属にはこういうテンション高めでいじられ役のヒトもいるんだな。

「サーゼクスさまの『兵士ポーン』は炎駒さんと、ベオウルフさんの二名？」

　俺の問いにリアスはうなずいた。へー、『兵士ポーン』は二名だけなんだ。

「『女王クイーン』グレイフィアお義ね姉えさま、『戦車ルーク』スルト・セカンドとバハムート、『僧侶ビシヨツプ』マグレガー、『騎士ナイト』総司、『兵士ポーン』炎駒とベオウルフ、これがお兄さまの眷属全員よ」

　なるほど、それがルシファー眷属の方々……。

「そうそう、『兵士ポーン』のことは俺に聞いてくれ！　なんでも話すぜ～、若君？」

　気を取り直したベオウルフさんが俺に自信満々に決めてくれる。

「あ、はい。機会があれば必ず」

　とだけ言った。それを受けてスルト・セカンドさんとマグレガーさんがたまらず吹き出した。

「軽く流されてやんの！　やっぱ、ベオじゃダメだよなッ！　ガハハハハハ！」

　スルト・セカンドさんは爆ばく笑しようし、ベオウルフさんはぷるぷると恥はずかしさに耐たえている様子だった！

　あれ!?　あそこはもっと気の利きいたことを返すべきでしたか!?　俺的にベストな答えだと思ったんだが……。急に振られてもさすがに俺も困るし！

「お願いします！　ベオウルフさん！　オス！」と気合いを入れて返したほうが良かったのかな……？

　こほんと咳せき払ばらいをして場の空気を改める沖田さんはリアスに訊きく。

「ところで、サーゼクスさまはこちらにお越こしになられていませんか？」

「いえ、来ていらっしゃらないけれど……どうかしたの？」

　それを聞き、ルシファー眷属の四人は顔を意味深に見合わせる。沖田さんが続けた。

「実は──」

　話は少し前に遡さかのぼる。

　ミリキャスさまと親子の時間を楽しまれていたサーゼクスさまは、ふいに息子むすこに訊いたという。

『今度、休日が取れそうだ。ミリキャス、私とサタンレッドで遊ぼうか？』

　魔王戦隊サタンレンジャーのサタンレッドでもあるサーゼクスさまは、サタンレッドで息子と遊ぶのを何よりの楽しみにしていたという。

　息子──ミリキャスさまはこう返す。

『いえ、父さま。今度の休日はリアス姉さまのもとに行きます！　イッセー兄さまと皆みなさんのもとで日本での悪魔の暮らしを見学したいのです！』

　それについてはサーゼクスさまも大変喜ばれたそうだ。息子の意い欲よくを高く褒ほめた。

　だが、次の質問の答えにサーゼクスさまは──。

『うむ、それはとても有意義なことだ。ところでミリキャス。サタンレッドとおっぱいドラゴン、どちらが好きかな？』

『どちらかというとおっぱいドラゴンです！　バリエーションの多い鎧よろいがとても格好いいです！　おもちゃもすっごく良いと思います！』

『…………』

　元気にハキハキ答えるミリキャスさまのお姿と、笑顔のまま凍こおり付くサーゼクスさまのお姿が容易に想像できてしまった。

　ミリキャスさまがこちらにお泊とまりになってから、サーゼクスさまはオフのちょっとした時間を利用して外出しているそうだ。

　今日にしたって、オフを利用して出かけているようなのだが……。

　眷属の方々はサーゼクスさまがこちらに来ているのでは？──と踏ふんでいた。しかし、とうの魔王さまは見かけられない。

　ぞくり……。

　また俺に悪お寒かんが走る。誰かに見られている、意識を向けられている気配！　きょろきょろと見み渡わたすと──ある場所に不似合いなものを捉とらえる！

　……少しだけ開かれたトレーニングルームの扉から、特とく撮さつヒーローの格好をした者がじっと俺に視線を投げかけているんだ！

　その姿に覚えがある！　当然だ！　扉から俺を見ているのは──サタンレッド！

　サーゼクスさまじゃねぇかぁぁぁぁぁっ！　しかもこの悪寒の感じ！　あの河か川せん敷じきのグラウンドで感じたものにそっくりだ！　ま、まさか、あそこでもサタンレッドに俺は見られていた!?

「……ミリキャス……サタンレッドよりもおっぱいドラゴンのほうが好きなんだね……」

　その声と存在感は悲ひ哀あいに満ちていた！　おおーい！　物もの陰かげから魔王さまが特撮ヒーローの格好で悲しまれているよ！

　すでにサタンレッドの正体を知っているリアスが俺に耳打ちする。

「……きっと、ミリキャスをイッセーに取られたと思っているのよ。まったく……」

　リアスも額に手を当てて兄の様子に困っていた。

　そ、そうか、あの河川敷で感じた視線は俺への敵意とかじゃなくて、ミリキャスさまと仲良くしていた俺に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送られていたんだ！　しかもサタンレッドの格好で！

　オフを利用して、かわいい息子と話すおっぱいドラゴンという図を寂さびしさに包まれながら遠巻きに見ていたんですか!?

　スルト・セカンドさんがサーゼクスさまに近づき進言する。

「旦だん那な、これはおっぱいドラゴンと雌し雄ゆうを決するしかありませんぜ？　このままではミリキャス坊ぼつちゃまを乳ちち龍りゆう帝ていに奪うばわれちまう」

　変なこと吹き込まないでください！　煽あおらないで煽らないで！

「マスター・サーゼクス、ここが決めどころかもしれません。ミリキャスさまの前で乳の威い厳げんよりも父の威厳のほうが強いということを見せるしかないかと！」

　マグレガーさんまで主あるじにおかしなことををををを！　乳の威厳よりも父の威厳ってなんだよ!?

「かんべんしてくださいよ！　またサタンレッドと戦うなんて俺は嫌いやですからね！」

「イッセー兄さま！　父さまが相手ですけど、がんばってください！」

　ミリキャスさまが俺に応おう援えんをくださる！　途と端たんにサタンレッドが悲しみのオーラを体から放って俺をうらやましそうに見てきた！

　こんなところで再び俺とサタンレッドの戦いが始まってしまうのか!?　そう畏い怖ふしていると──トレーニングルームの中央で光が走り出して円を描えがき出す。

　魔ま方ほう陣じんだ。しかも知っているもの。これは──グレモリーの紋もん様よう！

　このタイミング、この魔方陣！　となると、もうあの方しかいない！

　光が弾はじけて、魔方陣から出現したのは銀ぎん髪ぱつのメイドさん！　グレイフィアさんだぁぁぁぁっ！　俺は救世主、女め神がみとも思える方の登場に感かん涙るいした！

　グレイフィアさんの登場にルシファー眷属の全員が硬こう直ちよくし、表情を青くさせた。特に変わらずニコニコなのは沖田さんぐらいなものだ。サタンレッドですら、最強の『女王クイーン』の出現に体を震ふるわせている！

　グレイフィアさんはトレーニングルームを見渡し、俺たちグレモリー眷属を見み据すえ、次にルシファー眷属に冷たい視線を向け、最後に目を細めて魔王を捉えた。

　一歩前に出る。豪ごう気きなスルト・セカンドさんの巨きよ体たいがびくついた。

「……誇ほこり高きルシファー眷属が、こんなところで何をしているのでしょうか……？」

　重みのある言葉！　俺たちに向けられているものではないといえ、怖こわい！　怖すぎる！　アーシアも涙なみだ目めになり、ゼノヴィアですら表情を緊きん張ちようさせていた。

　ベオウルフさんがグレイフィアさんのもとに近寄り、言い訳を始める。

「こ、これはですね！　姐あねさん！　たまには眷属で集まって気分転てん換かんでもということで！」

　ギロッとグレイフィアさんが迫はく力りよくに満ちた瞳ひとみを向ける！

「はい、申し訳ございません。如い何か様ようにも処分されてください」

　ベオウルフさんは跪ひざまずいて謝罪した！　変わり身、早っ！

「てめえ、ベオ！　ソッコーで落ちやがって！　姐あね御ご！　俺たちだって姫さんのところにあいさつぐれぇしたっていいじゃねぇか！　それに坊ぼつちゃんの護衛としてだな！」

　言い訳を始める大男スルト・セカンドさん。しかし──。

「行くのなら、一言私に言いなさい。断りもなくよそさまのお家を訪ねるのは失礼です。ここは兵藤家であり、グレモリー家ではないのですから。それとミリキャスさまの護衛はリアスお嬢じようさまや一いつ誠せいさんで十分です」

　ぐうの音も出ない返答にスルト・セカンドさんも黙だまり込むしかなかった。

　最後にサーゼクスさまに視線を向けるグレイフィアさん。

「サーゼクスさま、オフを利用してそのような格好でこの町に来ているとは……納なつ得とくのいくご説明をお願いします」

　語気に静かな怒いかりを含ふくませるグレイフィアさんの声こわ音ね！

　サタンレッドは意を決したかのように前に出るとグレイフィアさんと対たい峙じして──跪いた。

「すまない、私が悪かった」

　──屈くつした！

　最強の魔王さまが……妻に屈した！　わかってはいたけど、やっぱり──。

「母さまが一番強いんですよ？」

　ミリキャスさまの満面の笑え顔がお。

　うん、全員がその言葉に大きくうなずいていた。





　サーゼクスさまを連行するグレイフィアさんを見送ることに。

「それでは皆さま、引き続きミリキャスさまのことをお願いいたします。ミリキャスさま、あさっての帰き還かんまで皆さまにご迷めい惑わくをかけませんように。いいですね？」

「はい！」

　元気よく返す息子の姿にグレイフィアさんもようやっと微笑ほほえまれた。それは──お母さんの顔だった。

　魔方陣の転移の光に消えていくグレイフィアさんを見送って、残るはルシファー眷属の方々だけに。

　この方々はグレイフィアさんに「あなた方は冥めい界かいの重要な存在なのですから、ミリキャスさまと一いつ緒しよに帰還してくださいね」と少しの間の滞たい在ざいを認められたのだった。

　その後、ルシファー眷属の方々は街のホテルに部屋を取りながら日本を満まん喫きつすることにしたようだ。

　俺たちはミリキャスさまと最後の最後まで楽しく過ごすことにしたんだ。

　一緒に日本食を食べて、デパートに行って買い物もした。おもちゃに夢中な姿は年相応のものを感じてしまった。ロスヴァイセさんに百均接待を受けてたけど、それも相当楽しそうだったな。

　お泊まり中、風ふ呂ろも一緒に入った。男同士の裸はだかのつきあいってやつさ。

　そして、別れの朝──。

　ルシファー眷属の方々が玄げん関かんまで迎むかえに来てくれている。お別れをする前に巨きよ躯くの男性、スルト・セカンドさんが俺を手招いた。横では木場と沖田さんが話し込んでいたが……。

「おい、赤せき龍りゆう帝てい」

「は、はい、なんでしょう」

　俺が恐おそる恐る寄っていくと、スルト・セカンドさんは手元に小型魔方陣を展開して、そこから何かを出現させる。

「おまえにいいもんを紹しよう介かいしたいんだよ」

　スルト・セカンドさんの大きな手のひらに現れたのは──おもちゃの帆はん船せんのようなものだった。現実の飛行船や飛行機とはフォルム、デザインが異なり、よくＲＰＧなどに出てくるファンタジー世界の飛空艇ていのようだった。

「……な、なんですか、このラジコンみたいなのは？」

　そう、デザイン的にも凝こった造形のラジコンか、おもちゃにしか思えない。しかし、その帆船が独りでに動きだして宙を舞まう！

　スルト・セカンドさんが魔力で動かした気配はない。どちらかというと、勝手に飛び出したというか……。

　俺の心中をわかってか、スルト・セカンドさんが笑む。

「こいつはスキーズブラズニルっていう北ほく欧おうに伝わる空飛ぶ魔法の帆船だ。生きる飛行船とも言われている。かの雷らい神じんトールが持つ『ミョルニル』を創つくったイーヴァルディ一族作の逸いつ品ぴんだ。こいつはその一艇でな。とある案件で俺がこいつを入手したんだよ。相当なレアものだぜ？　何せ世に数えるほどしか存在しないからな」

　生きた飛行船！　すげえ！　こういうのもあるのか！　北欧神話発はつ祥しようの魔法の帆船！

「いまはまだ小さな帆船で、まるでおもちゃみてぇなもんだけどよ。こいつは主あるじのオーラを糧かてに様々な進化をしていくことでも有名だ。どうだ？　こいつをおまえの使い魔にしてみないか？」

　──っ。

　思ってもみない勧すすめに俺も驚おどろく。これを使い魔に？

「つ、使い魔……ですか？　この……飛行船を？」

「ああ、おまえさえよければくれてやるよ。俺からのプレゼントだ。おまえはなんだかんだで冥界──サーゼクスの旦那のために体張って戦ってくれているからな。これぐらいのもんはもらっておいて当然だろうぜ」

「も、もらえるものでしたら、ぜひ！　俺、いまだ使い魔がいなかったものですから……」

　そう、俺はいまだに使い魔を得ていない。タイミングが取れなかったってのもあるが、俺がスラ太た郎ろうと触しよく手しゆ丸まるに未練たらたらだったのが尾おを引いていた。

　いまのところ、使い魔が必要なときはリアスがフォローしてくれている。

「それで、これって、成長するとデカい飛行船になるんですか？」

　俺が問うと『僧侶ビシヨツプ』のマグレガーさんが横から答えてくれる。

「ええ、なりますよ。しかも成長後の形は主のオーラ──またはイメージしだいです。異例の成長をしている現赤龍帝のあなたのオーラとイメージ力でしたら、いままでにない飛行船になるかもしれませんね」

　スルト・セカンドさんが豪ごう快かいに笑いながら言う。

「つーか、あれだ。空飛ぶハーレム御ご殿てんにすりゃいいって話だ。おまえ、ハーレム目指してんだろう？　それならハーレム御殿は必ひつ須すだろうぜ。そこでこいつなわけよ。おまえの使い方しだいで好きな空飛ぶハーレム御殿が作れるってことだ。どうだ？　興奮してきただろう？」

　──っ！　空飛ぶハーレム御殿!?　そ、そういうのもあるというのか!?　それは盲もう点てんだった！　というか、思いつかなかった！　そうだよ！　ハーレム王を目指すなら、ハーレム御殿は用意するべきだ！　それも空飛ぶハーレム御殿だなんて最高じゃねぇか！

「ふふふ、御殿はともかく、将来の移動手段としてもとても良いものになるでしょうね。このなりでも主のあなたを抱かかえて飛行ぐらいはできるはずですよ」

　と、マグレガーさんが言う。

　移動手段にも使えるハーレム御殿！　いやー、無敵じゃないか！

「俺、これをぜひともいただきます！」

　俺は大いに感謝して厚意に甘えることにした！　いいよ、いいよ、生きる空飛ぶハーレム御殿！　ぐふふ！　俺色のハーレム御殿に成長させてやるぜ！　たまらんな！

　そんなやり取りもあったが、ついにミリキャスさまとお別れのときが来てしまった。

「お世話になりました。すごく楽しかったです！　また、遊びに来てもいいですか？」

　ミリキャスさまの問いに皆みんなが「また来てね！」と笑顔でうなずいた。それを見て紅べに髪がみの少年はかわいらしい満面の笑みを見せてくれる。

「また来なさい。皆、ミリキャスのことを弟のように思っているわ。次は皆で京都にでも行きましょうか」

　リアスの言葉にミリキャスさまも「うん！」と元気よくうなずいていた。

「それでは、皆さん、またお会いする日を楽しみにしてます」

　……頭を下げて、丁てい寧ねいな別れの言葉をもってミリキャスさまがルシファー眷けん属ぞくの方々と共に去って行こうとする。

　俺は──。……うん。言ってやろうじゃないか。あの子は……俺にそれを望んだ。だったら、俺は──。

　俺は息を大きく吸うと、おっきな声を吐はき出す。

「ミリキャス！　また来いよ！」

　俺は紅髪の少年をそう呼んで親指を立てて笑顔で見送る！

「イッセー兄さま！　また遊んでください！」

　ミリキャスは、最後にいっそう顔を輝かがやかせていた。

　俺たちの弟──ミリキャス・グレモリー。突とつ然ぜんのルシファー眷属訪問やサタンレッド襲しゆう来らいがあったけど──またあの子と楽しく過ごしたいね！



    

  
    
      
　あとがき






　お久しぶりです。またまた自由すぎた短編集だったのではないかと思います。

　てなわけで各短編をご紹しよう介かい！



『特とく撮さつの悪あく魔ま』時系列──５巻後

　セラフォルーが冥めい界かいで展開させている『マジカル☆レヴィアたん』を扱あつかったお話。おっぱいドラゴンになる前のお話でもあるので懐なつかしい気分で改かい稿こうしました。ギャスパーもメインで活かつ躍やくするという珍めずらしいストーリーです。いま思えばギャー助すけの謎なぞパワーはここでも発揮されていたのかもしれません。

『イッセーＳＯＳ』時系列──５巻後

　お話的には『特撮の悪魔』直後です。６巻開始直前とも言えます。このお話はドラゴンマガジンで「Ｄ×Ｄ」が表紙を飾かざったときの記念すべき短編でした。本編でも登場している魔物使いの安あ倍べ先せん輩ぱいが再び登場。雪ゴリラだけじゃなく、足つきマグロと名な古ご屋やコーチンが出てきましたね。相変わらず酷ひどい世界観です。ちなみに本来の美しい人魚は他ほかの短編で登場しています。機会がありましたら、短編集に掲けい載さいしたいと思っています。

『アクマのカクラン』時系列──７巻後

　ついにロスヴァイセさん参戦！　と思いきや木き場ばきゅんメインの短編だったような……。男子ゆえに「Ｄ×Ｄ」のカバーを飾れない木場。だったら、女の子になれば表紙を飾れるのでは!?　と思ったのがこの話を書く切っ掛かけでした。イケメンなので女の子になると、やはり美少女になりますね。しかも胸も大きい！

　ちなみにアザゼルのせいで女子全員がイケメン男子化する短編もありました。ある意味でこのお話の前日譚たん的な短編です。残念ながら未収録。

『蘇よみがえらない不死鳥』時系列──８巻後

　本編でもたびたび話に出ていたライザー復活劇です。イッセーに倒たおされ、リアスを奪うばわれたライザー。そのライザーを復調させるまでの軌き跡せきです。……まあ、彼もどスケベだったので復活できたということでしょう。何気に読者からも少し人気のある焼き鳥です。

『運動会でハルマゲドーン！』時系列──８巻後

　いままで結構な数の短編を書きましたが、そのなかでも屈くつ指しのカオス度を誇ほこる短編です。

　珍しくミカエルなどの天界関係者が多数登場。ウリエルは今回短編集に掲載するにあたって新たに付け加えました。ラファエルは頃ころ合あいを見てどこかでちょこっと出します。この話で一番のミソは黒歴史を抱かかえていたアザゼル総そう督とく。人工神器セイクリツド・ギアの大半は彼の中二病精神から誕生しています。

『次期次期当主さまのお悩なやみ』時系列──12巻後

　書き下ろしです。時系列は12巻後で、最新のお話となりますね。サーゼクスとグレイフィアの一子たるミリキャスにスポットを当てながら、12巻後の平和な兵ひよう藤どう家を書いてみました。このミリキャスくんは作中でも書かれてますが、才能という点に於おいては作品のなかでも随ずい一いちのポテンシャルを持っております。おそらく、イッセーと同い年になる頃にはとんでもない悪魔になっていることでしょう。何より父母、叔お父じとなる（予定の）イッセーと、彼の身内はすごいヒトばかりですね。育つ環かん境きようが凄すさまじいです。

　何年先かわかりませんが、「Ｄ×Ｄ」終しゆう了りよう後ご、成長した彼を主役として冥界の学校で活躍するお話も書きたいなーって妄もう想そうしてます。

　劇中で初めて、『御使いブレイブ・セイント』についての設定を発表しました。トランプの主なゲームが特性として組み込まれております。ポーカーやブラックジャックだけじゃなくて、他にもメジャーなゲームを特性として持っているかも……？

　トランプの札の構成上、もう一枚の切り札──エキストラ・ジョーカーが存在するのかどうか、それが気になる方もいらっしゃるでしょう。それはまたの機会ということで、あまり期待せずにお待ちください。



　ルシファー眷けん属ぞくについて。

　そして登場のルシファー眷属の方々！　登場させて欲しいという声が多かったので今回短編集の書き下ろしのなかで出演させました。全員、化け物みたいに強いです。

『女王クイーン』グレイフィア・ルキフグス、『戦車ルーク』スルト・セカンド（変異の駒ミユーテーシヨン・ピース）、『戦車ルーク』深海の光こう魚ぎよバハムート、『騎士ナイト』沖おき田た総そう司じ、『僧侶ビシヨツプ』マグレガー・メイザース、『兵士ポーン』炎えん駒く、『兵士ポーン』ベオウルフというそうそうたる顔ぶれ。なんと神器セイクリツド・ギア持ちは一人としていません。ベオウルフが情けない登場だったので、実力を疑う方がいらっしゃると思いますが、あれでも英えい雄ゆうの子孫としては相当な実力者です。神器セイクリツド・ギア無しという点を考こう慮りよすると驚おどろきの力を有しております。サポートタイプの雄ゆうとして名を馳はせてまして、眷属とのコンビネーションで実力を発揮します。

　まあ、それ以上にスルト・セカンドがとんでもない性能なので……。彼が丁てい寧ねいに戦えば超獣鬼ジヤバウオツクも早期に倒せました。最強の『戦車ルーク』というのは事実です。

　バハムートは主に索さく敵てき、眷属の移動手段、雑ざ魚こ散らしが仕事でして、単独でもめっちゃ強い。マグレガーは各系統（白、黒、北ほく欧おう、召しよう喚かん、精せい霊れいなど）魔法のなかでも禁止級──禁術とされるものの研究では第一人者です。禁術に関しては第四章で触ふれていきます。



　最近の反省について。

　私、設定をそこそこ考えている割にどうにもそれを劇中で説明し忘れることが多く、結果、あとあと困るケースが多発してます。たとえば、木場が聖せい剣けんを創造できるようになったのももっと早めに説明すればよかった（かなり早めに設定されておりましたが、聖せい魔ま剣けんのほうが彼の創つくる聖剣よりも強力なため、活躍させる場面がありませんでした）とか、最近ですと、帝たい釈しやく天てんの強さです。12巻で「四大魔王全員に匹ひつ敵てきする強さ」と書きましたが、これを読んだ読者さんからは「サーゼクスの真の強さを込こみでの比ひ較かくですか？」という趣しゆ旨しの質問がいくつか届きました。真のサーゼクスと本気を出したアジュカ（劇中未公開）はその比較に含ふくみません。あのサーゼクスを込みでの四大魔王全員より天てん帝ていが強いとなると、インフレも行き着くところまで行ってしまいますからね。



　と、各短編の紹介説明と反省はこんな感じです。

　残念なことに、未収録となった短編がいくつか出ております。

　教会トリオが秋あき葉は原ばらに遊びに行ってカルチャーショックを受けるお話とイッセーが謎のＵＦＯから光線を受けてエロくなくなるお話などです。連れん載さいをドラゴンマガジン本誌で続ける以上、どうしても収録できずにこぼれてしまうお話が出てきてしまいます。

　今後も全部は拾いきれないでしょう。「Ｄ×Ｄの話は全部読みたい！」という方はドラゴンマガジンの連載も応おう援えんしてくださると幸いです。

　全部を収録できず、本当に申し訳ございません。



　さて、ここからは私の超ちよう駄だ文ぶんです。どうにも今回、あとがきを十二ページもいただきましたので、書き連ねていこうと思います。ＢＤ付きの同どう梱こん版となりますと、限定版と通常版のどちらもページの枚数が決まっておりまして、少なくても多くてもダメなのです。ちょっとだけお話のページ数が少なかったので今回のあとがきが多くなりました。

　では、まずひとつめ。成長？　変化？　について。

　連載初期の短編と最近の短編を比べてみると、結構差が散見されます。この本でいうと『特撮の悪魔』と『イッセーＳＯＳ』は、文庫にする際に改めて読み直しましたが……描びよう写しやも文章も足りないものが多くて驚きました。逆に『アクマのカクラン』からは文章のタッチが変化していました。このたび収録する際にかなり改稿、修正したので皆みなさんはそこまで変化を感じないかもしれませんが、原作者としては己おのれのちょっとした変化に驚くばかり。これは成長？　それとも変化？

　担当編集さんにも「最近、文章が以前に比べて落ち着いたというか、文体がこなれたね」と言われました。決してうまくはなっていないと思うんですが……むかしに比べると多少はマシになったのでしょうか。



　ふたつめ、アニメについて。

　ファンの皆さまの多大な応援もありまして、かなりのヒットとなりました。これは原作チーム含ふくめ、スタッフの方々も驚きの結果です。本当に応援ありがとうございます！

　アニメ化が決まった辺りから、原作チーム（私、みやまさん、担当編集さん）のお仕事は飛ひ躍やく的にやることが増えまして、私も毎日「Ｄ×Ｄ」関連の執しつ筆ぴつを進めていました。それはこのあとがきを書いているときも継けい続ぞくしております。むしろ、放送終しゆう了りよう後のほうが、仕事がたくさん舞まい込んで大変な状じよう況きようです。なんとか、ひとつひとつこなしていってます。

　アニメ制作中のことですが、大変光栄なことに、原作者である私もほぼ毎週おこなわれるアニメの文芸会議（脚きやく本ほん、シリーズ構成に関しての会議のことです）に参加できました。会議は終始和わ気き藹あい々あいとしておりまして、スタッフの方々のすさまじいまでに高い原作理解度に毎度驚かされるばかりでした。本当にスタッフの方々に恵めぐまれました。幸運です。

　さらに絵コンテのチェックまでさせていただきまして、原作の設定と照らし合わせてアリかナシか、恐きよう縮しゆくながらもその意見を述べました。制作スタッフの皆さまには原作者のちょっとした意見まで丁寧にくみ取っていただけたので本当に感謝の念に堪たえません。

　原作ファンに向けてアニメを制作しつつ、新規のファンも獲かく得とくしようという形式で丁寧にアニメ作りは動いていました。結果、とても幸せなことに多くの原作ファンに満足していただいた上、新たにアニメから入ってきた読者さんもかなり多かったです。たぶん、現時点でのＤ×Ｄ読者さんの半分以上がアニメから入った方々だと思われます。それほどアニメの効果がありました。そして、私の仕事もアニメに併あわせてＢＤ・ＤＶＤ用の原げん稿こうであるドラマＣＤの脚本と特典小説も書いていくことに──。

　長編→短編→ドラマＣＤの脚本→アニメ関連チェック→ＢＤ、ＤＶＤの特典小説→アニメ関連チェック→ドラマＣＤの脚本→ちょっとしたコメント、チェック→アニメ関連チェック→長編→短編→ドラマＣＤの脚本→アニメ関連チェック→ＢＤ、ＤＶＤの特典小説→短編→アニメ関連チェック→ショートショート→etc.etc....

　昨年の年末辺りはこのような状態でございました。いまも毎日Ｄ×Ｄ関連の原稿を書いていく日々を送っております。もう、何回「おっぱい」と書いたか知れません。

　実は、アニメＰＶの台本も数本担当しておりました。楽しかったです！



　みっつめ、キャラクターの人気。

　以前、イッセーの人気が三番目に来るほどだとあとがきで書きましたが、現在一位はメインヒロインのリアスです。これはアニメの影えい響きようが多分にありまして、放送前は朱あけ乃のが一位で、リアスが二位でした。しかし、アニメの範はん囲いでは、リアスをピックアップするものでしたので、結果的にリアスが一位に躍やく進しんと。この手のハーレムもので、メインヒロインが一位を取るのは大変珍めずらしいことでして、逆を言えばそれだけリアスが読者の方々に愛されているのだなと思います。ありがとうございます！

　眷属の『王キング』であり、姉でもあり、母でもある。そして『スイッチ姫ひめ』でもある。役割が多く、彼女が眷属のまとめ役であるため、人気が集まりやすかったのではないでしょうか。そのようなわけで人気トップ３は、リアス、朱乃、イッセーです。というか、初期メンバーは特に人気が高いですね。驚くことに男性陣じんも人気です。



　よっつめ、地味に修正しているところ。

　既き刊かん内での致ち命めい的てきな誤字脱だつ字じもちゃんと直しております。一番大きかったのは５巻の初版でやってしまった、イッセーの手首のリングです。普ふ通つうなら籠こ手てのある左手首にリングがあるほうが文章の流れとしても自然なのに右手首と書いてしまいました。結果、みやま零ぜろさんにもご迷めい惑わくをおかけしてしまい、挿さし絵えのリングも右手首に……。これは私の完全なミスです。まことに申し訳ございません。再版以降は単に「手首」と修正されていると思います。

　他には読者さんからもツッコミが届いた点で４巻のアザゼルの説明で、「ドライグが七割九分でイッセーが一分」というもの。意味がわかりませんね！　「七駒こま九分」に修正しました。あと７巻の「お寺の巫み女こ」とか。他の巻では「神社の巫女」なのにここだけ寺の巫女に。お寺に巫女さんはいません！　ここも最新の修正で直しました。他のところも地味に直しております。

　これらがどこのことなのかは皆さん、ぜひ探してみてください。



　いつつめ、読者さんから多い質問について。

　読者さんからたくさんの応援メッセージ、質問などが届きます。そのなかでも特に多いものをここで答えようかなと。質問の多い事こと柄がらとはこれのことです。

「ヴァーリが４巻で言っていた世界強つわ者ものランキングトップテンに誰だれが入るのか？」

　というもの。なんでもこれについてファンの方が議論を交かわすほどだとメッセージには書かれておりました。……皆みんな、気になるんですね。いちおう、設定だけはありますので、ここで公開しましょう。もちろん、Ｄ×Ｄオリジナルのランキング設定です。

　オーフィス、シヴァ、ヴィシュヌ、ブラフマー、帝釈天、トール、テュポーン（またはフェンリル）、ハーデス、アテン、ルー（順不同）。

　となっております。グレートレッドは基本的に戦わない生物（疑問の声強し！）なので、含まず、オーフィスとフェンリルは力を失う前としてです。注目なのは原作で未登場のインド神話勢力でしょうか。まあ、あの神話をご存じの方はおわかりでしょうが、インド神話の神々はチート性能ばかりです。これらをＤ×Ｄに出せば本当にドラ○ンボールの戦せん闘とうになりそうなので自じ粛しゆくしました。インド勢はヴァーリの言うトップテン内のランキングでも上のほうに連なっております。恐おそろしや恐ろしや。Ｄ×Ｄが相当続くようであれば、最終手段「破は壊かい神しんシヴァ編」をやれたらなと思います。それまでは出す予定は無しです。ちなみに真のサーゼクスと本気のアジュカ（劇中未登場）はランク内に食い込みます。

　次に多い質問。「九重くのうなど、他で出てきた女の子はイッセーの将来の眷けん属ぞくになるの？」というもの。立場的に悪あく魔ま化したらいけない子は眷属にはならないでしょう。九重は京都の妖よう怪かい勢力の姫さまです。彼女は悪魔になるわけにはいきません。何も眷属にならなくてもガールフレンドにはなれると思いますよ？　現地妻とかそういうものもありますしね。

　もうひとつ。クトゥルフ神話は世界観、設定に組み込まれておりません。



　さて、ここで謝辞を。みやま零さま、担当Ｈさま、短編の連載を含めまして毎回お世話になっております。みやまさんの連載分のイラストも全部収録できておりません！　単独のＤ×Ｄイラスト集が出せれば、そこにイラストだけでも再さい掲けい載さいできそうなのですが、この辺はファンの方々の熱い声せい援えんが必要かも……？　私自身もイラスト集が欲しいっス！　そこでしか読めない書き下ろし短編だって私は書く気まんまんです！　ここはひとつ「ハイスクールＤ×Ｄ　みやま零イラスト集Vol.1」とかどうですか、富士見書しよ房ぼうさま？

　最後に次巻について！　ついに開幕する第四章！　予告通り、まずは魔ま法ほう使つかいと吸きゆう血けつ鬼きの設定を掘ほり下げていきます。そして、14巻はレイヴェルメイン回！

　さらに女性陣が活かつ躍やくする予定です。12巻で男性陣が活躍しすぎたので、その反省を踏ふまえて女性が攻こう勢せいに出ます。今巻で残念な突つっ込みを受けたゼノヴィアとイリナの逆ぎやく襲しゆうなるか!?　アーシアと小こ猫ねこの修しゆ行ぎようは!?　第四章にこうご期待！
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